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第一章　故郷と思い出のパンケーキ







　世界は広い。

　そんなことわざわざ言われなくても誰だれだって知っていることだが、肌はだで実感できる時というのは少ないように思う。

　特に都会に生まれた人間は、滅めつ多たなことで遠方には出かけないものだ。

　かくいうオレだってそうだった。

　朝起きて、事務所に行って、仕事をこなして、家に帰る。

　多分、一生こんな感じで日々を過ごしていくんだろう。そう思っていたのだ。

「それがまさか、こんなことになってるなんてな……」

　オレは、窓の外を眺ながめながら呟つぶやく。景色はいつしか、どこまでも草原の広がるのどかなものへと変わっていた。地面も整備された街かい道どうからはとっくに離はなれている為ため、車輪が散らばった石を踏ふんでがたがたと揺ゆれている。

　最初こそ上下の揺れに酔よった物だったが、もう慣れてしまった。

「旦だん那なさま？　どうかされました？」

　声をかけられて、オレは隣となりを振ふり向むく。そこには、リルカが居た。穏おだやかな午後の日差しを受けて、銀色の髪かみが眩まばゆく煌きらめいている。

　この間、十四歳さいになったばかりの女の子。

　オレの、奥おくさんだ。……改めて思うと、やっぱりまだ、ちょっとだけ妙みような感じはする。大分と慣れはしたんだけど。

「またご気分が悪いようでしたら、馬車を止めて頂きますが……」

　オレの沈ちん黙もくを誤解して、リルカが気き遣づかってくれた。可愛かわいいお嫁よめさんを、これ以上心配させちゃいけない。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと考え事をしてただけだから」

「考え事、ですか？」

「うん。なんていうか、信じられないなあと思って。まさかオレが、女の子と二人で旅をするなんて」

　少し前なら想像も出来なかったはずだ。

　何せ毎日のように仕事ばかりして、それ以外のことなんて、てんで興味を抱いだいていなかったのである。女の子と二人でどころか、旅行なんてものがこの世に存在していたことすら、忘れかけていた。

「それに、なんていうか、ちょっと緊きん張ちようもしててね」

　オレは咳せき払ばらいした。そうだ。リルカの顔を見ていたら、忘れようと努めていた不安がまたぶり返してきた。

「なにせ――これから、君の実家に行くわけだから」

　露ろ骨こつに顔が引きつっていたのかもしれない。リルカがくすりと笑った。

「大丈夫ですよ。旦那さまなら、何の問題もありません」

「……だといいんだけど」

　オレはオレなので、オレのことはよく知っている。

　だからこそ、自分みたいな人間が、もし大事な娘むすめと結けつ婚こんしましたなんて来たら、親としてどう思うか――。そんな場面を頭の中に描えがくだけで、嫌いやな予感にざくざくと体中を刺さし貫つらぬかれてしまうのだ。

「なあ、オレ、ちゃんとしてる？　身なりなんて気にしたことないからさ。髪は整えたし、服も新調したんだけど、全体的な雰ふん囲い気きがうさんくさくなってたりしてない？」

「そんなことありません！　とっても素す敵てきです！　いえ、旦那さまはそんなことなさらなくても、いつも素敵ですが！」

　身を乗り出して力説するリルカ。そ、そうかなぁ。今のところ、そう言ってくれるのはリルカだけのような気がするけど。

「……いや、いつまでも気にしていても仕方ない。ちゃんとしないと」

　両りよう頬ほおを叩たたいて気合を入れた。こんな情けない姿を見せていたら、それこそ親おや御ごさんから失望されてしまう。

「リルカの住んでいた村まで、後どれくらいだっけ？」

「もう、後少しですね。お昼を過ぎる頃ころには着くと思います」

　……いよいよか。ええい、もう、なるようになれだ。

　オレは覚かく悟ごを決めて、大きく息を吸い込んだ。




　――そもそもは、ある命令が始まりだった。

「ジェイクちゃーん、ちょっときてー」

　レイランド魔ま法ほう製薬所へといつものように出勤して、普ふ段だんと変わらず仕事をしていたオレは、声をかけられる。

　顔を上げると、所長席に座すわっているセシリア姉さんが手を振っていた。

「なに。珈琲コーヒーでも淹いれて欲ほしいの？」

「ちがうわよー」

「魔法薬の材料で切れてたやつなら午後から買いに行くし、休きゆう憩けいの時に食べるお菓か子しなら姉さんの机に置いてある袋ふくろの中。薬を入れてる瓶びんは倉庫に補ほ充じゆうしといたよ。後、姉さんが残しておいたパイならこの前、コニーが食べてた」

「ちょっと!?　お兄ちゃん！」

　書類の整理をしていた妹のコニーが、焦あせったように立ち上がった。

「あたしは食べてないわよ！　食べたのはザック！」

「おいおい、俺おれ一人に押おし付つけんなよ！　アイラも食ってただろ！」

　作業の手を止めて、同どう僚りようのザックが反論する。金色の髪にそこそこ端たん正せいな顔立ちをしているが、動どう揺ようし過ぎて見事に崩くずれていた。

「わ、わたしはあなた達たちが勧すすめてくれたから食べただけでしょ!?　てっきり二人が買ってきたものだと思ったんじゃない！」

　もう一人の同僚、アイラが勢いよく首を横に振る。

「あー、そういうこと言うんだ！　あたし、ちゃんと伝えたわよ！　お姉ちゃんのやつだけど、もう食べないと思うから片付けちゃってって！」

「そうだそうだ！　自分だけ罪を免まぬがれようとすんな！」

「そ、それはわたしがいくらか口に入れちゃってからでしょ!?　卑ひ怯きようよ！　あそこまでいってたら、もう最後までやってもいいかって開き直るわよ！　わたしは無罪！」

「いーや！　知られたら不味まずいことになるから黙だまっておこうって俺の提案に同意した時点で、お前も同罪だ！」

「そーよ、そーよ、同罪よ！」

　おー、おー。醜みにくい争いが展開されている。人間とは愚おろかなものだなぁ。

「あらあら。まあまあ。纏まとめると、皆みなで私のパイを食べちゃった、ということねぇ？」

　が、姉さんがぽつりと呟くと、全員が黙り込んだ。

「食べちゃった、という、ことねぇ？」

「すみませんでした」「申し訳ありません」「ごめんなさい」

　強調するように同じことを訊きかれると、三人共が声を揃そろえて頭を下げた。姉さんが発する言い知れぬ迫はく力りよくに敗北したんだろう。

「あらあら、いいのよぉ。ところで、昨日、とっても美味おいしいパイのお店が開店したらしいのよぉ」

「買ってきます！」「いや俺が！」「あたしが行きます！」

　三人が同時に手を上げるのに、姉さんは「あら、そんな、悪いわよぉ」とにこにこしながら告げた。怒おこっているのか、それともからかっているのか分からないのが、この人の恐こわいところだ。

「で、結局、オレに用ってなんだったんだ？　三人が騒さわぐから横道に逸それたけど」

「お兄ちゃんが告げ口するからでしょ!?」「不意打ちのように悪事をばらすなよ！」「後で覚えてなさいよ！」

　罪人達が何か言ってる気がするけど、オレは無視して立ち上がった。姉さんの机まで歩いていく。

「あのねぇ、ジェイクちゃん。あなた、全然お休みをとっていないでしょう？」

　姉さんは、手元にある書類を見ながら言った。多分、勤務表だろう。

「この間、有休はとったけど」

　リルカの誕生日を祝うためにもらったやつだ。

「あれも途と中ちゆうでお仕事が入って、切り上げてもらったでしょう？　それに、仮に休きゆう暇かになっていたとしても、一日だけよぉ。まだまだ残ってるわぁ」

「まあ、そうだけど、別にいいんじゃないか？　休む必要は感じてないし」

「ダメよぉ。有給休暇は、労働する人に与あたえられる権利なんだからねぇ？　ちゃんととらないと」

「はあ……でも、前から気になってたんだけど。皆、休みってなにしてるんだ？」

　振り返って尋たずねると、同僚二人とコニーが怪け訝げんな顔をしていた。質問の意味が分からない、といった風に見える。

「なにって、あたしは美味しいものを食べ歩いたり、服を買いに行ってるわよ」

「わたしもそうかな。後は、趣しゆ味みのことしたり」

　コニーとアイラが顔を見合わせて頷うなずき合えば、ザックが神しん妙みような顔で、

「俺はあれだな……街に出て、ひたすら女の子に声をかけている」

「真ま面じ目めにふざけたこと言うなよ」

「ふざけてねえよ！　真しん剣けんだよ！　こちとらお前と違ちがって独身なんだよ！　真剣に鬼き気き迫せまる勢いでお茶しませんかって誘さそいをかけてんだよ！」

「引くわー」「だからザック、女の子にモテないのよ」

　二人の女性から、交こう互ごに言葉という名の凶きよう器きで頭をぶん殴なぐられて、机に突つっ伏ぷすザック。

「容よう赦しやがねえよ……俺の人生……」

　何やら悲痛なことを呟いていたが、オレも大体はアイラ達に賛成なので、慰なぐさめるのはやめておいた。

「ねえ、お兄ちゃんの趣味ってなんなの？」

　コニーから質問を受けて、オレは腕うでを組み、考え込んだ。

「……。…………。……魔法薬作り？」

　頬ほお杖づえをついていたアイラの顔が、手からずり落ちた。

「それは仕事でしょ!?」

「いや、そう言われても。オレ、没ぼつ頭とうできるのって、魔法薬の製作くらいしかないからな」

　他に夢中になれるものというと、思いつかない。食事だって、最近はリルカのおかげで興味が出てきたものの、以前は腹に溜たまればなんでもいいって考えだった。

「まあ、お前、趣味がそのまま仕事に直結してるような奴やつだからな。でも、確かにたまには魔法薬から離れてみるってのもいいんじゃねえか？」

　ようやく落ち込みから復活したザックの言葉に、オレは唸うなる。

「そうよぉ。幸い、今はうちの仕事も落ち着いているし、ジェイクちゃん個人への依い頼らいも余よ裕ゆうがあるでしょう？」

　確かに、姉さんの言う通りだった。締しめ切きりに急を要する内容のものは先週で終わらせてしまったし、後は来月中にやればいいという状態だ。

　一年に一度か二度だけだが、こういう期間が訪おとずれる時があった。多分、色んなものの噛み合わせによって生じるんだろう。

「あなた、リルカちゃんと正式に結婚したんでしょう？」

「うん？　うん、そうだな」

　アイラの問いかけにオレは頷いた。

　少し前になるが、役所に書類を提出して、婚こん姻いん関係を結んだ。

　その際、小規模ではあるが仲間内でお祝いをしてもらって、盛大に楽しんだものだ。

「だったら、丁度いいじゃない。思い切ってお休みとって、記念に二人で旅行でもしたら？」

「あらぁ、いいわねぇ。新しん婚こん旅行よぉ」

　姉さんが小さく手を叩いた。旅行、旅行ね。そういえば、そういうのもあったか。

「でも旅行って、どこ行けばいいんだ？」

「あたし、湖こ畔はんに行ってみたい！　ほら、知ってるでしょ!?　馬車で少し行ったところにあるやつ。今、あそこで観光用の船が走ってるんだって！　夜には船上で踊おどったり、美味しい食事が出たりして、とっても雰囲気が良いらしいの！」

　コニーがうっとりするように虚こ空くうを見る。多分、湖畔の風景を妄もう想そうしているんだろう。

「いや、リルカちゃんと行くって言ってるだろ。なんでコニーが自分の願望を語ってるんだよ」

　呆あきれたような顔をするザック。

「だって二人で旅行って言ったし！　別にリルカと一いつ緒しよになんて言ってないじゃない！」

「前後の会話から推測しろよ！　都合の良いところだけ摘まみ取るな！」

　ザックから突っ込まれて、コニーは頬を膨ふくらませて机に顎あごをつけた。

「今度連れてってやるから、機き嫌げん直せよ、コニー」

「今度っていつ！　はっきりして！　あなたっていつもそうよ!!」

　なんか長年付き合ってる恋こい人びとみたいなこと言い出したぞ、こいつ。

「まあ、どう過ごすかはジェイクちゃんの自由だけどねぇ。とにかく、来週の頭から数日は休むこと。これは、所長命令よぉ」

　姉さんからにこやかに言われて、オレは了りよう承しようした。

「頑がん張ばれよ。どうしても良いところが見つからなかったら、俺がいつでも相談に乗ってやるから」

「わたしもよ。リルカちゃんもそうだけど、あなたが楽しめるところにしなさいね」

「お兄ちゃん！　あたしは賑にぎやかなところへ行くのもいいと思うの！　アッキナーって街で今、お祭りをやってるらしいから！　お兄ちゃん！　お兄ちゃん、ほら、お兄ちゃん！」

　同どう僚りよう達たちから応おう援えんされ――一人、そうじゃないのもいたが――礼を述べつつ、いざという時は頼たのむと告げた。

　旅行。旅行ね。とりあえず、家に帰ってからリルカに話すか。




「おかえりなさい、旦那さま！」

　扉とびらを開けると、リルカが出で迎むかえてくれた。花が咲さいたような笑え顔がおに、オレはほっと息をつく。

「ただいま、リルカ」

　膝ひざをついて両手を広げ、彼かの女じよを抱き締しめた。彼女の柔やわらかな感かん触しよくと、体温が伝わってきて、一日の疲ひ労ろう感かんが溶とけるように消えて行く。

「今日も、よく頑張りました」

　ゆっくりと頭を撫なでられ、オレは自然に微笑ほほえんでいた。

　最初こそ、八つも年下の女の子に労ねぎらわれるなんて、みたいな照れがあったんだけど、今はもうそんな抵てい抗こう感かんは無くなっている。

　一日の終わりにリルカが与えてくれる癒いやしは、そんなものが些さ細さいに感じられてしまうほどに偉い大だいだった。

「今日はクリームパスタにしてみました。お肉と野菜をたっぷり入れてありますので、栄養も沢たく山さんとれますよ」

　リルカがオレのローブを預かって、奥へと向かって行く。

「それは楽しみだな。……ところで疑問だったんだけど、リルカって最近、オレが扉を開けたらいつも目の前にいるよね。帰ってくるのが分かるの？」

　職しよく業ぎよう柄がら、帰ってくる時間はまちまちだし、分厚い扉に挟はさまれているから足音だって聞こえないはずだった。

「あ……えっと、それは……」

　リルカの足が遅おそくなった。かと思えば、やがて止まり、俯うつむいてしまう。オレのローブの裾すそをしっかりと握にぎり締めていた。

「ああ、いや、別に答えたくないならいいんだよ。ちょっと気になっただけだから」

「い、いえ。そういうわけではないんですが……えと……それは……」

　ちらり、とこちらを見てくるリルカ。えっ、と思わず声が出た。彼女の顔が耳まで真っ赤に染まっていたからだ。理由が分からずに戸と惑まどう。

「ど、どうしたの!?　なにかあった!?」

「だ、大丈夫です。ただ……わたし、旦那さまが帰られる時間になると……待ちきれなくて……その……」

「その？」

「……落ち着かなくて、しょっちゅう玄げん関かんの前に行って、ちょっとだけ待ってから、居間に帰って、また行ってっていうのを繰くり返してて、だから……ご、ごめんなさい！」

　恥はずかしさを堪こらえ切れなくなったのか、リルカはオレのローブで顔を覆おおって蹲うずくまってしまった。

「そ、そわそわしちゃうんです！　旦那さま、早く帰ってこないかなって！　ま、待ちきれないんですー！」

「…………」

「はわわわわわわわ」

　え。ちょっと待って。ちょっと待って待ってちょっと。待って待って待って。

　なにこの可愛い生き物……。

　いいの？　こんなに可愛い生き物が世の中に居ていいの？　許されるの？　だって危険じゃないか？　危険過ぎないか？　色んなものに狙ねらわれちゃうだろ？　狙われてしまうだろ？　そうだろって！　誰かが守ってやらなきゃいけないだろ！　誰が？　いやオレか？　あ、オレだ！　オレだー！

　……落ち着け。冷静になれ。アホなことを心の中で叫さけんでいる場合か。

「き、気にしないでいいよ。と……とりあえず、晩ばん御ご飯はんにしようか」

　うっかりしていると、理性を失いそうになる。とりあえず平静を保つため、オレは何度か咳払いをした。

「あ、は、はい！　分かりました！」

　リルカは慌あわてたように立ち上がると、駆かけて行く。

　本当にもう……こんな子がオレの嫁で本当にいいんだろうか。何度思ったか分からない想おもいをまた抱いた。

　居間に足を踏み入れると、食しよく卓たくの上には温かな食事が用意されている。

　リルカの言う通り野菜がふんだんに入ったクリームパスタと、彼女の料理の中でも特にオレが好物としている、卵巻きが並べられていた。

「今日も美味しそうだな。……頂きます」

　オレはフォークを手に取って、パスタを絡からめとると、口へと入れた。濃のう厚こうな牛乳とチーズの味が広がり、次いで野菜の持つ自然な甘あま味みと、肉の旨うま味みが舌の上で弾はじける。

　卵巻きは相変らずとろけるような食感で、思わず顔が綻ほころんでしまった。

「うん、美味しいよ！」

「良かったです」

　オレの言葉を何よりも嬉うれしそうに聞いて、リルカも食事を進めて行く。

　いつも通りの時間。いつも通りのやりとり。だけどそれが何よりも幸せに感じた。

　リルカがそこに居るという、ただそれだけで。

　変かわり映ばえのしないものが、変わらないということに感謝したくなる。

　が、時というものは、同じようでいて、少しずつ形を違えていくようで。

「ん、ああ、そういえば、ちょっとリルカに提案があるんだけど」

　食事があらかた済んだところでオレが口を開くと、

「あ、わたしも旦那さまにお話があったんです」

　リルカが答えて。

「そうなの？　じゃあ、そっちから、どうぞ」

「いいんですか？　旦那さまの方からお先に」

「構わないよ。どうぞ」

　オレが勧めて――。

「そうですか？　ありがとうございます。では、旦那さま……」

　リルカが、とんでもない発言をした。

「――わたし、実家に帰らせて頂きたいのですが」

　視界がぶれる。と同時に、床ゆかに思い切り体を打ち付けた。

　自分が椅い子すから転げ落ちたと感じたのは、そのすぐ後だ。

「…………え？」

　右手にパスタの絡んだフォークを持ったまま、オレは間ま抜ぬけに問いかけた。

「ど、どうされました？　旦那さま!?」

　慌てたように席を立ち、駆け寄ってくるリルカ。その優やさしさは嬉しい。本当に嬉しい。でもごめん。今はそんな場合じゃない。なさすぎる。

「じ、じ、じ、じ、じ、じ、実家!?」

「え？　あ、はい、実家です」

「か、か、か、か、か、か、帰る!?」

「はい。帰らせて頂こうかと」

　リルカはきょとんとしている。あくまでもきょとんとしていた。何の問題もないというように。……いや、そうだ。彼女に問題などあるはずもない。問題があるとすればオレだ。オレに違いない。

「……リルカ」

　オレはフォークを皿へと戻もどした。次いで立ち上がり、深々と頭を下げる。

「お願いです！　やめて下さい！」

「ええ！」

「申し訳ない！　オレが不ふ甲が斐いないせいで！　仕事とかも遅いし！　たまの休みでも研究とかばっかりしてて！　そうでなければずっと寝ねてるし！　かと言ってリルカを手伝おうとして掃そう除じとかしたら勝手がわからずに余計汚よごれるし！　本当にダメ人間だし愚ぐ図ずだしドジだしどうしようもない社会不適合者だし！　ほんっっとうに、ごめんなさいいいい！」

「ど、どうかされたんですか!?　なにがあったんですか、旦那さま!?」

「でもここから！　ここからどうにか改善するから！　もし許されるのなら考え直してもらえないか!?　いや、考え直して頂けませんか！　お願いします！」

「すみません、意味が分からないです！　頭を上げて下さい、旦那さま！」

「今はもう、迷いなく言える！　オレには君が必要なんだ！　大切なんだ！　いやだったらもうちょっとちゃんとしろよと言われればそれはもう善処しますとしか言えないのが辛つらいというかオレのそういうところがダメなんだとなじられててもそうでございますオレはゴミですとしか答えようがないんだけども！」

　オレはゆっくりと顔を上げ、リルカに叫んだ。

「どうか実家に帰るのだけはご勘かん弁べんください!!」

「え……っと……？」

　渾こん身しんの願いに対して当とう惑わくした様子を見せるリルカ。

「……あの、わたし、実家に帰ってはいけませんか？」

「いけないということはない！　それはリルカの自由！　本当にそう！　選せん択たくをされたらそれはもう全責任がオレにあるわけで止めることなど出来ない！　出来ないけど、しかし！　しかし、今一度だけ、一度だけでいい、汚お名めい返上の機会を！」

「あ！　えと、旦那さま？　なにか勘かん違ちがいをされてませんか？」

「勘違い!?　あ、そ、そうか、勘違いか！　リルカの優しさに甘あまえて仕事ばかりにかまけていたオレの勘違いという！　確かにそれは仰おつしやる通りでして――」

「いえ、そうではなくて！　わ、わたし、大事な用事があって少しだけ実家に帰らせて頂きたいんですが！」

「…………え？」

　ん？　オレなんか、滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしい早とちりをしてない？

「……離り婚こんして実家に戻るとか、そういうことではなく？」

「違います！　わ、わ、わたしがそんなこと、するわけありません！」

　小さな手を懸けん命めいに握って、リルカは全力で訴うつたえかけてきた。

「わたし、旦那さまが大好きですからっ!!　絶対にありえませんっ!!」

　口にした後で、「あっ」と自分の迂う闊かつさに気付いたように、みるみる赤くなっていく。

「あう。あうあうあう。あの、違うんです。いえ、違わないんです。違わないんですけど、今のは違うというか。ああ、もう……はう」

　まともにこちらと目を合わせられないというように、リルカは視線を伏ふせた。

「あ……ありがとう」

　オレもどう対面していいか分からなくなって、ただ、ただ、下を向く。

「い、いえ、わたしこそ……大切だなんて言って下さって……嬉しかったです」

　いかん。こっぱずかしい。これほどこっぱずかしいことなんてあるだろうか。

　しかし焦った。本当に焦った。こんなに焦ったのは、魔法学校時代、材料の配分を間ま違ちがえてとんでもない異い臭しゆうをする魔法薬を作ってしまった時以来だ。あれはもう本当に臭くさかった。隣にいたザックなんて、白目を剥むいたまま怯おびえるように震ふるえ、意味不明なことを延々と呟き続けていた。

　後で訊いたところ、とんでもなく妖よう艶えんな顔をしている美女だけど上半身が筋骨隆りゆう々りゆうで下半身が虫のヤツに迫せまられる幻げん覚かくを見ていたらしいが、いやまあ、それは今いい。

「あ、あの、大切な用事って？」

　場の空気を誤ご魔ま化かすために、オレから会話を切り出してみた。

「え？　ええ、えっと、お友達と約束があって……」

「ああ、そうなのか。それなら別に構わないけど。いつから？」

「そうですね。来週の頭くらいには」

「来週の頭か。って、ああ、言い忘れてたけど、オレも休みなんだよ。その日から」

「え、そうなんですか!?」

　オレは事の経けい緯いを説明した。リルカは「まあ」と手を叩き。

「でしたら、もし宜よろしければ、旦那さまもわたしと一緒に行きませんか？」

「ん、でも、いいの？　友達は？」

「ええ。旦那さまにも会って欲しいです。それに……あの、家族にも紹しよう介かいしたいですし」

　朱しゆに染まった頬に両手を当て、俯くリルカ。

　いかに勘かんの鈍にぶいオレだって、それが何を意味しているかくらい分かった。

「あ……ああ、そうだね。その通りだ」

　オレの両親には先だってリルカを会わせていたが、彼女の方はまだだ。

　何分と住んでいる村がかなり遠いところにあるらしく、中々機会を設けられなかったのである。

「確かにせっかくの休みだし、そうした方がいいかもね」

「本当ですか!?」

　リルカは顔を輝かがやかせて、オレの手をとった。

「ありがとうございます！　旦那さまと行けるなんて、夢みたいです！」

　いや、そんな大げさな……と思ったけど、よく考えればいつも忙いそがしさに翻ほん弄ろうされているオレがまとまった休暇をとれるなんて、それこそ奇き跡せきみたいなものだった。

　これは神様が、そうしろと働きかけてくれたんだろう。

「うん、行こうよ。君の実家に」

　オレはリルカの小さな手を自分の手で包み込み、笑いかけた。




　リスティールから乗合馬車に乗り、交易都市バスチアと呼ばれる街で別に乗のり換かえ、更さらにファイソンという村にて下車。

　歩いて山を少し登っていくと――そこが、リルカの暮らしている村だった。

　土地は広いけど、家の数はそれほどなく、ほとんどが畑だ。

「お疲つかれ様さまでした。わたしの実家は村の奥になります」

　ここではリルカの方が勝手知ったるなんとやらというやつだ。オレはただついていくだけだった。

「良いところだね。なんだか、空気も澄すんでいる気がするし」

　深呼吸して、オレは感想を述べる。ずっとリスティールで暮らしていた為か、遮さえぎる物がほとんどない光景は新しん鮮せんに思えた。

「ふふ、良い空気と美味しい野菜くらいしか、自じ慢まんできる物はありませんが」

　そうリルカは謙けん遜そんするが、のんびりするという意味で言えば、これほど理想的な場所もない気がする。後はオレが完全に仕事を忘れられれば言うことはないんだけど……まあ、こっちは自分次し第だいか。

「ありゃ？　ありゃありゃ、まあまあまあ、リルカちゃんじゃない！」

　なんてことを考えていると、早さつ速そく、声をかけられた。井い戸どの傍そばで洗い物をしていた女性だった。年の頃は四十歳くらいだろうか。まるまると太ってはいるけど、艶つやのある肌は健康そうだった。

「お久ひさし振ぶりです、ジーナおばさま！」

　リルカが親しげに声をかけると、ジーナと呼ばれた女性は前まえ掛かけで手を拭ふきながら寄ってくる。

「ほんっと、久し振りじゃない。エイダさんから結婚したって聞いたけど、どうしたの。あ、旦那と喧けん嘩かして帰って来ちゃったとか？」

「ち、違います！　旦那さまはここにちゃんといますから！」

　身を引いてオレを紹介するリルカ。

「ど、どうも、ジェイク＝レイランドです」

　急いで頭を下げたけど、こういう時、どういう顔をしていればいいのか全く見当がつかなかった。とりあえず、曖あい昧まいな笑えみを浮うかべることにする。

「ありゃ。この人がそうなのかい。へー」

　じーっとこちらを見つめてくるジーナさん。うう。なんかこう、試験されているような気分だ。

「顔はいいけど、なーんかひょろっちいねえ。ちゃんとごはん食べてるのかい！　あっはっは！」

　ばしばしと遠えん慮りよなく体を叩かれた。痛い。

「いいかい、あんた、リルカちゃんを幸せにしないと承知しないからね！　この村の人間は、全員がこの子を愛してるんだ。何かあったら全員でクワもって押しかけるよ！」

「は、はい、分かりました！　もちろんです！」

　その図を想像するだけでぞっとするな。というか以前、パン屋の女将おかみさんにも同じようなことを忠告された気がする。リルカがそういうことを言いたくなる子なのか、それともこれくらいの年代の人の決まり文句なのか、どっちだろう。

「おばさま、旦那さまはとっても優しいので、大丈夫ですよ」

「ならいいけどねえ。覚えておきな、リルカちゃん。男ってのは結婚すると変わるんだよ」

　ご自身の経験談ですか。……とはさすがに訊けないな。

「おっと、いけない。いつまでも引き留めてちゃいけないね。早く行ってあげな」

　ジーナさんははっとしたように手を振ると、また井戸へと戻っていく。

　が、それからも、リルカは通りがかる村人全員から挨あい拶さつをされては、ある人に頭を撫でられ、ある人に抱きしめられた。皆に愛されているというのは、本当なんだろう。

　どうにか辿たどり着いた先にあったのは、一軒けんの家屋だ。

　小さくはあるが、庭先に花が咲いていたり、壁かべや窓に飾かざり付けがしてあったりと、絵本の中に出てくるような可愛らしさがあった。

「ここがリルカの実家？」

「ええ、そうです。事前に連れん絡らくはしてあるので、母はいるはずですが」

　リルカは扉の前に立って、軽くノックする。

　しばらく沈黙が続いたけど、やがて、返事があった。

「だーれー？」

　舌っ足らずで、幼い声だ。リルカは口元を緩ゆるめた。誰だれか分かったらしい。

「さて、誰でしょう。ユキちゃんは、声だけで分かるかな？」

「……あーっ！」

　派手な音を立てて、扉が開いた。中から現れたのは、リルカと同じ銀の髪を短く切った女の子だ。どんぐりのような大きな目を、一いつ杯ぱいに見開いている。

「ねーねちゃんっ！」

　ユキと呼ばれた女の子は、勢いよくリルカに飛びついてきた。

「ねーねちゃんだ！　ねーねちゃん！　ねーねちゃんが帰ってきたー！」

　リルカの服に顔を押し付け、嬉しそうな声を上げる。すると、

「え、ねーちゃん？」「おねちゃん帰って来た!?」「おねーちゃん！」

　家の中から次々と子ども達が出てきた。男の子、女の子、男の子の順だ。詳しよう細さいな年ねん齢れいはよく分からないけど、皆、十歳より下であることは確かだった。

　子ども達は、ユキに続くよう、後から後からリルカに抱だきついていく。

「あはは。みんな、ただいま！　しばらく会わない間に、また大きくなったねぇ」

　リルカは、順番に子ども達の頭を撫でて行く。そして、オレの方を振ふり向むいた。

「ご紹介します、旦だん那なさま。わたしの妹と、弟達です。左から、ユキ、マーサ、ディオ、エドです」

　それまでリルカに夢中になっていた子ども達が、一いつ斉せいにオレの方を見る。

「男の人だ！」「だれー？」「おねちゃんの友達!?」「おともだちだー！」

　わらわらと寄ってきて、口々に声を出してきた。

「ねえ、だーれ？」「なんできたの!?」「ねーちゃんといっしょにきたの!?」「泊とまっていくの!?」

　一斉に喋しやべるから、誰が何を言っているのかさっぱり把は握あくできない。これは困った。元々小さい子どもを相手にするのは苦手なので、対応の仕方も分からない。

「はーい。皆、まずはご挨拶でしょ。はじめましては？」

　が、リルカが絶ぜつ妙みようの時機で促うながすと、子ども達はぴたりと静まり返って、同時に一礼した。

『はじめまして！』

「よくできました！」

　拍はく手しゆをしたリルカに子どもたちが笑顔を見せる。さすが長女というべきか。

「この人は、ジェイクさんっていうんだよ。えっとね……お姉ちゃんの、旦那さま」

「だんなさま？」「だんなさまってなんだっけ」「おいしい物じゃなかった？」「違うよ、結けつ婚こんした人をそう呼ぶんだよ」「結婚？　じゃあ、ジェイクさんはわたし達のお父さん？」「おねーちゃんの旦那さまだから、そうじゃないよ」「じゃあ誰のお父さん？」「わかんない。だれだろ」「ぼくお腹なかすいたなぁ」「あ、あたしも」「すいたよねー」「すいた」

　子ども達の話題の流れにずっこける。なぜ空腹オチになるんだ。

「ジェイクさん、おなか空いてない!?」

「お腹ね。お腹は空いてるけど……」

　ユキからの質問に答えると、子ども達は再び、にぎやかになる。

「ジェイクもおなかすいてるんだってさー！」「ぼくねー、ぼくねー、パンが好き！」「あたしはクッキー！」「ジェイクさん、かっこいいローブ着てる！」

「ああ。オレは魔ま導どう士しだから」

　また話題が変わったなと思いつつ、答えた途と端たん、全員の目の色が変わった。

「えー！　魔導士！　はじめてみた！」「ジェイクさん魔導士！」「かっこいー！」「炎ほのおだせる!?」「氷は!?」「風おこして！」「害がい獣じゆうみたことある!?」「あのね。近くのね、森にねー！」「魔ま法ほうつかって魔法つかって魔法つかって！」「使ってー！」「使ってー」「ジェイクさん魔法使ってー！」

　ああ、もう、何がどうなっているのかさっぱり分からん！　誰か助けてくれ！

「コラー！　あんた達、お客さんに迷めい惑わくかけちゃダメでしょー！」

　と、そこで助け船が出た。手を叩たたく音がして、別の誰かが姿を現す。

　ユキと一緒で鮮あざやかなまでの銀色の髪かみを後ろで短く縛しばっていて、顔つきは幼さを残しているものの、他の子達よりは大人びている。面おも影かげはリルカを彷ほう彿ふつとさせるけど、彼女よりは少し気が強そうだった。いや、今現在、眉まゆをつり上げて怒っているから、そう見えるだけかもしれないけど。

「イリーナねーねだ！」「イリーナねーちゃん！」「おねちゃんおこってる！」「おこってる？　イリーナおねーちゃん？」

　子ども達が、今度はイリーナと呼んだ女の子の元へと寄っていく。なんとなく蜜みつに集まる蜂はちを思わせる光景だ。

「えー、えー。怒ってるわよ。今日は大事なお客さんが来るから大人しくしてなさいって、おねえちゃん、言ったでしょ。おぼえてる？　おぼえてる人いたら手をあげなさい」

「はーい」「はい」「はーい」「はい！」

　四人がほぼ同時に挙手をした。が、

「だったらなんでさっき騒がしくしてたのーっ！」

　イリーナから雷かみなりが落ちると、『わーっ！』と雨降りを恐おそれる農民みたいに家の中へと駆けこんでいった。

「まったくもう。ちっとも言うことを聞かないんだから」

　両手を腰こしに当て、ため息をつくイリーナ。

「ふふ、お疲れさまだね、イリーナちゃん」

　先さき程ほどまでの光景を微笑ましそうに眺ながめていたリルカが、声をかけた。

「ほんとに大変よ。あいつら、あたしのことなんて、完全に嘗なめきってるんだから。やっぱり一番上が居ないとダメなのよ――リルカお姉ちゃん」

　振り返って、イリーナが笑いかけてくる。

「久し振り。元気だった？」

「うん。こっちは大だい丈じよう夫ぶ。そっちはどう？」

「見ての通り、いつもと変わりないわよ。……ところで、そっちの人が？」

　イリーナの視線がオレへと向いたことをきっかけに、リルカが紹介してくれた。

「うん。ジェイクさん。えっと、わたしの、旦那さま」

　リルカの頬ほおがぽっと赤く染まる。

　子ども達たちの時は平気だったけど、こうして改まられると、なんだかむず痒がゆい気がした。

「は、初めまして。ジェイク＝レイランドです。魔法薬士をしています」

「初めまして。イリーナです。メーア家では次女に当たります。今年十二歳さいになります」
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　丁てい寧ねいな挨拶と一緒に深々と頭を下げられて、当惑する。

　リルカの妹というからには多分、それくらいだろうなとは思ってたんだけど、年齢に比べると考えられないくらい落ち着いている。下に弟や妹が四人いると、こうもしっかりするものだろうか。

「本日は遠いところをわざわざありがとうございました。狭せまい家ですが、ゆっくりしていって下さい」

「は、はあ、どうも。ありがとうございます」

　大人顔負けの対応だ。正直、オレの方が礼れい儀ぎがなっていない気がする。

「イリーナちゃんは、とっても頭が良くて、よく気が付く子で、自慢の妹なんですよ。弟や妹たちの面めん倒どうもよく見てくれてるし」

　リルカが我わがことであるかのように嬉しそうに言った。

「なに言ってるの。リルカお姉ちゃんの方がよっぽど優ゆう秀しゆうじゃない。……まずはお入りください」

　案内されるまま、オレはリルカの実家に足を踏ふみ入れた。

　中は確かに広いとは言えない。でも日当たりが良くて明るいし、掃除が行き届いていて、台所の調理器具や子ども達の玩具おもちやも綺き麗れいに整せい頓とんされていた。

　加えてあちこちに花が飾られていたり、人形が置いてあったりして、なんだか温かな気持ちになれる。さすがリルカが育った家だな……。

「ところでジェイクさん、少しお訊ききしたいことがあるのですが」

　ぼんやり家の様子を眺めていると、イリーナがそう言って来た。

「ん？　なに？」

「はい。お姉ちゃんは、そちらで上手うまくやっているでしょうか？」

　また唐とう突とつだな。しかも割と漠ばく然ぜんとしている。

「えーと。うん。すごく良くしてくれてると思うよ。オレの方が面倒ばかりかけていて、申し訳ないというか」

「そんなことありませんよ。旦那さまにも良くして頂いています」

「いや、でも、仕事で遅くなってもちゃんと出迎えてくれてるし、毎日、美味おいしいご飯を作ってくれたり家事をしてくれたり、感謝の次第もないんだけど」

「でも旦那さまが働いて下さるおかげで、わたしも生活が出来ていますし……」

「あー。すみません。そういうことじゃないんです」

　オレとリルカが言い合っていると、イリーナが割って入って来た。

「お姉ちゃんが主婦として完かん璧ぺきだろうなっていうのは見当がついているので。そこは疑ってませんし、心配もしてません」

「は、はあ、そうですか」

　信用度がすごいな。

「ただお姉ちゃん、結構な欠点がありましてですね」

「欠点？　そんなのあったかな？」

「はい。はっきり言って、恋れん愛あい方面では初心うぶもいいとこなんです。初心っていうか、まあ、もう、ほんと、赤ちゃんくらいな段階で」

　リルカが噴ふき出だした。

「ちょ、ちょっと！　イリーナちゃん!?」

「だからそんなお姉ちゃんが男の人のお嫁よめさんになるって聞いて、あたし、まず、そっちの方が不安になったんですね。どうですか？　ちゃんとやれてますか？」

「え、えーと。ちゃんとやれてるっていうのは、その」

　オレは十二歳の子になにを訊かれてるんだ。

「あ、大丈夫です。具体的に話させるような野や暮ぼな真似まねはしませんので。でも、なんとなくですけど、ほっぺたに口づけするだけで全身真っ赤になって飛とび跳はねて遠ざかった後で、自分の顔を両手で覆った後にうずくまったりとかしてません？」

　か、完璧だ！　完璧に当ててきた！

「……その顔を見る限り、的中してたみたいですね」

　はあ、と大きなため息をつくイリーナ。

「すみません。まあ、あたしも別に経験があるってわけでもないですけど。それでもお姉ちゃんは別格っていうか、十三歳……あ、十四歳になりましたよね。どちらにしろ、もう少し知識があっていいと思うんですけどねえ」

「そ、そう、なのかな？　オレにはよく分からないけど……」

「だからね、ジェイクさん、お姉ちゃんにはあなたの方から積極的に色々としてあげて下さい。そうしないといつまでも同じままですよ。妹としてはもちろん、優しくしてあげては欲ほしいですけど、でも時には大だい胆たんに迫ることも関係を発展させる上では必要かと――」

「イリーナちゃん！　もういいってば！」

　顔を赤くしたリルカに口を塞ふさがれ、イリーナは「ふが。ふふがふが、ふが」とそれでもまだ何かを喋っていた。

「だ、旦那さまとは、その、ちゃんとやれてるから！」

「なにをちゃんとやってるの？」

　リルカから手を離はなされ、自由の身になったイリーナが首を傾かしげる。

「それは……その……えっと……て、て、手を、繋つないだり、とか？」

　かなり一いつ生しよう懸けん命めい考えた上で、これなら満足だろうと言う感じで、リルカが答える。

　が、イリーナは複雑そうな顔をして、天てん井じようを仰あおいだ。

「あー。うん。そうだと思ったよ」

「そ、それだけじゃないよ！　い、一緒にベッドで寝てるから！」

「ほう！　それはお姉ちゃんにしては思い切ったじゃない！」

「そうだよね！　今は二人で並んで眠ねむってるんだよ！」

「やだ、大胆！」

　なんか二人で盛り上がってるけど、肝かん心じんの部分が曖昧というか不ふ透とう明めいというか。イリーナもなんだかんだでそういった行こう為いのことまでは知らないのかもしれない。そこだけ年齢相応でなんかちょっとほっとした。

「ところで……あー、イリーナって呼んでいいかな？」

「ええ、どうぞ。どうかしました？」

「いや、リルカのお母さんはどこにいらっしゃるのかなって」

　見たところ、姿がないように思える。いつのまにか子ども達も居なくなっていた。向こうに扉があるので、そこだろうか。

「ああ。そうですね。そろそろご紹介します。こちらにどうぞ」

　案の定、イリーナは居間の奥おくへと進んだ。扉を開いて声をかける。

「お母さん、ジェイクさんとお姉ちゃん来たよ」

　彼女の後に続いて入る。鏡台だけが置いてある質素な部屋にベッドが備え付けてあり、子ども達はその周りに居た。

「ああ……おかえりなさい、リルカ」

　ベッドに横たわっていた女性が微笑んだ。少し艶を失っているものの、やはり銀色をした髪を後ろで纏まとめていて、リルカと同じ瞳ひとみの色をしていた。肌はだがひどく青白く、体も痩やせている。

「母です、旦那さま」

　隣となりに居たリルカが囁ささやき掛かけてきた。そうだろうと思ってたけど、いざ実感すると緊きん張ちようが高まる。オレは姿勢を正し、頭を下げた。

「初めまして、ジェイク＝レイランドです！　あの、この度たびは娘むすめさんと結婚させて頂きまして、誠まことに感謝していますというか、オレなんかに勿もつ体たいないといいますか……」

　ダメだ。こう言おうと何度も思っていたことがあるのに、まるで口から出てこない。頭の中が真っ白だ。

「まあ。初めまして、エイダ＝メーアです。こちらこそ娘と結婚して下さいまして……」

　身を起こし、エイダさんが一礼してくる。

「おかさん、ジェイクさん、魔導士なんだよ！」「魔導士！」「炎とかだしてくれるかな？」「すごく偉えらいんだよね！」

　子ども達から言われて、エイダさんは微笑ほほえんだ。

「ええ、ええ、そうらしいわね。本当にありがたいわ。そんな方がリルカをお嫁さんにして下さるなんて」

「いえ、とんでもないです。オレこそ娘さんにはいつもお世話になっていまして」

「そう仰って下さるとうれしいわ。ごめんなさいね、こんな格好で。私、昔に病気をしてから体が弱くなってしまって、すぐにこうして調子を崩くずしてしまうの」

　それは、事前にリルカから聞いていた。

「だから、数年前に夫を亡なくして以来、ずっと娘や息子むすこ達たちに頼たよりっぱなしで……リルカなんて、家を支える為ために奉ほう公こうにまで出てくれて」

「……ええ、リルカが話してくれました」

「本当にこの子には感謝しているんですよ。……どうか、末長くよろしくお願いしますね」

　そう告げて、エイダさんは咳せき込んだ。リルカとイリーナが駆け寄って、背中を摩さする。

「もちろんです。……ところで、あの、お義母さん、もしよろしければなんですが」

　オレはエイダさんに近付きながら、ローブの懐ふところに手を入れて、瓶びんを取り出した。

「これ、試ためしてもらえませんか。ご存知かもしれませんが、オレ、魔法薬士をやっていまして。魔法薬を作ったんです。お湯に溶とかして飲むと冬でも体が温まりますし、ちょっとした風邪かぜなんかの治ち療りようにも効果があります」

「まあ……わざわざ、私の為に？」

「はい。お義母さんの御ご事じ情じようを聞いて、お渡わたししようと持ってきました。後、こちらのクッキーには魔法薬が練り込んでありまして、滋じ養よう強きよう壮そうの効果があります。リルカの発案で作ったんですよ」

　以前に祭りで売り出した魔法クッキーの入った袋ふくろも渡す。

「リルカがこれを？……すごいのね」

　目を細めたエイダさんが、リルカに慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしを送った。

「そ、そんなことないよ！　わたしは少しお手伝いをしただけで、旦那さまとセシリアさん達……同どう僚りようの方々がほとんど作ったんだから」

　照れくさそうにはにかむリルカの肩かたに、オレは手を置く。

「いえ。リルカは私生活だけじゃなく、仕事でもオレを助けてくれてます。……本当に、良い子ですよ」

「旦那さま……」

　オレのことを見上げた後、リルカは、嬉しそうにこちらの手を握にぎった。

「ふふ、本当に良かったわ、こんな素す晴ばらしい方がリルカの旦だん那な様さまになって。ジェイクさん、今日はゆっくりしていって下さいね」

　微笑んだエイダさんに、オレも「はい。ありがとうございます」と口元を緩める。

「ジェイクさん、あたしにはないのー！」「おみやげー！」「ジェイクさん、ぼく、おかしー！」「おれ、おもちゃー！」「おっみやげ！」「おっみやげ！」「おっみやげ！」「おっみやげー！」

「ああ、もう、うるさい！　ねだるんじゃないの！」

　イリーナから叱しかられ、子ども達は再び『わー！』と居間へと逃にげていった。

　それを見て、オレとリルカ、それにエイダさんは、声を上げて笑い合う。

　いつのまにか、不安と緊張は、自分の中から消えていた。




　その後、オレは子ども達からせがまれ、彼かれらと遊んだり、リスティールの話などをした。陽ひが暮れるとイリーナやリルカの作った夕食をご馳ち走そうになり、村の名物だという薬草酒を飲んで心地ここち良よいままに、就しゆう寝しん。

　次の日は、村の近くにあるという森へ、リルカと共に赴おもむくことになった。

　森の中は林立する木々に遮られて太陽の光はあまり届かず、外とは比べ物にならないくらいに気温が低い。

　加えて不気味なほどに静まり返っていて、先程まで子ども達の騒さわがしい声を聞いていた身としては、まるで別世界に来てしまったかのようだった。

　ただ、日常の喧けん騒そうから離れた空間はとても心地ここちよい。仕事ずくめで酷こく使しした体が安らいでいくようだった。

　隣を歩くリルカが、時折足を止めては葉っぱを拾い、「ほら、珍めずらしい形ですよ、旦那さま」と宝物のように見せてくれるのもいい。

　その屈くつ託たくのなさを見守ることが、オレにとって、なによりの休養となった。

「子どもの頃ころ、よくここにきていたんです」

　と、不意にリルカが森を仰ぎながら言った。

「この辺りで遊ぶところなんて、ここくらいしかなくて。だから、木の実を使って首くび飾かざりを作ったり、花で出来た冠かんむりを被かぶってお姫ひめ様さまごっこをしたり、色々と楽しみましたね」

「へえ……思い出の場所ってことか」

　なんだか不思議な気がした。オレの知らない頃のリルカが、ここにいたんだ。

「でもある日、とっても美味しいキノコがあるって聞きまして。妹や弟達に料理を作ってあげたくて、行ったんですけど、中々見つからなくてですね。意地になってどんどん奥まで行って、気が付いたら迷ってしまったことがありました」

「はは、リルカらしいというか、なんというか」

　その頃から料理は得意だったのか。

「旦那さまの小さな頃は、どうでした？」

「オレ？　オレはそうだな……」

　視線を上げつつ、記き憶おくの棚たなを探さぐってみる。

「なんだろう。色々と物を作ってた気がするな。木材でへんてこな椅子を組み上げたりとか。見たことがあるものを使って、見たことのないものが出来上がるのが楽しかった」

「へえ。じゃあ、その頃から今の片へん鱗りんがあったんですね」

　確かに言われてみればその通りだな。やってることは魔法薬作りと同じだ。

「後は、まあ、姉さん達から色々と弄もてあそばれてたような……」

　その辺のことは思い出したくない。あんまり。いや、絶対に。

「姉さん達、ですか？」

「あ、言ってなかったっけか。オレ、もう一人姉がいるんだよ。魔ま獣じゆう狩しゆう士しをしてて、あちこち放ほう浪ろうしてるから、滅めつ多たに帰ってこないんだけど」

「そうだったんですか！　魔獣狩士と言えば……ええと、魔法を使って害獣を倒たおされてる方の事ですよね」

「うん。結構そっちの業界じゃ有名みたいだな」

「どんな方なんですか？」

「……まあ。なんていうか。あれ。色々と、派手な人」

「派手、ですか？」

「奔ほん放ぽうとも言えるかな。自由だし。好き放題やって生きてるって感じ」

「まあ、素す敵てきですね！」

　手を合わせて、にっこりと笑うリルカ。素敵。素敵ね。

「今の言い方だとそう思うよね。はは。はははははははは」

　渇かわいた笑いを上げるオレ。

「ど、どうされました、旦那さま!?」

「いやなにも。ちょっと昔にあったことが脳のう裏りを過よぎってね」

　ここ数年は会ってないけど、再会したらどうせ同じことしてくるんだろうな。あの人は。

「……なんだか、いいですね。旦那さまと小さな頃のお話をするなんて、今までなかったですから。また違ちがう一面を知れた気がします」

「そうだね。結婚して一いつ緒しよに暮らしてはいるけど、まだまだ知らないところが沢たく山さんあるのかもしれない」

　そういうことを教え合っていくのも、また、夫ふう婦ふになった楽しみだろう。

「……ん、ああ、思い出といえば。今回帰って来たのは、リルカの友達との約束を果たす為なんだっけ？」

「そうです！　そのお友達も、魔獣狩士を目指しているんですよ」

「へえ。奇き遇ぐうだな」

「ええ。以前にもらった手紙には、資格をとる為に大きな街へ行くって書いてありました」

「なるほど……ちなみにどんな子なの？」

　オレの質問に、リルカは小さく笑った。

「ふふ。わたしと同じで村に戻もどってくるはずですから、近く、旦那さまもお会いできると思いますよ」

　楽しみだな。リルカの友達なんだから、彼かの女じよと同じように可愛かわいらしい子なんだとは思うけど。

「……あっ！　旦那さま、ちょっと来て下さい」

　と、そこで不意にリルカがオレに呼びかけ、小走りである場所へ向かった。ついていくと、小さな花が咲さいている。

「これ、昔から村に伝わる薬草なんですけど、魔法薬に使えますか？」

　オレはしゃがみこんで、手で花を触さわる。

「見た目はグエナイ草に似てるな。これ単体だとどんな効果があるの？」

「ええと、磨すり潰つぶして傷口に塗ぬったり、火傷やけどにも効くと言われています。後、煎せんじて飲むと咳せきを止めるとか」

「なるほど。そっちもグエナイ草に似てるな。使えそうだね。摘つんでもいいかな？」

「はい、ご遠慮なく！　この森には沢山生えていますから」

　では、とオレは薬草を採った。

「この薬草は、この森特有のものなのかな」

「いいえ、この辺り一帯に生えていたと思います」

　だとしたら、とりあえず事務所に帰ってから試してみて、成功したら知り合いの魔道具屋にでも仕入れを頼たのんでみよう。

「外的な傷に効くならエキスの実と相あい性しようがいいかもしれないな。ただ、咳止めならパルミアの枝って手もあるし……いや、ひょっとしたら意外にファリエン系の別の薬草と組ませるっていうのも可能性としてはあるか……」

　ぶつぶつ呟つぶやいていたところで、はっとした。リルカがじっとこちらを見つめている。

「ご、ごめん。またやっちゃったよ。ザックからは仕事のことなんて忘れてゆっくりしてこいって言われてたのに」

　もはや職業病だな、これは。

「いいんですよ、わたしの住んでいたところに生えている薬草が旦那さまのお仕事の役に立つなんて、嬉うれしいです。それに……やっぱり、仕事のことを考えておられる旦那さまの顔は、か、格かつ好こいいですから」

　リルカが照れくさそうに口にした言葉で、自分の顔が一気に熱くなるのが分かった。

「は、ははは。また君はそういうことを。調子に乗っちゃうよ？」

「ぜひとも乗って下さい！　旦那さまは、もっと、もーっと、も――――とっ、ご自身の才能を誇ほこるべきです！」

　ずん、ずん、と重々しさを感じるような足取りで、一歩ずつこちらに迫せまってくるリルカ。

「は、はい。分かりました」

　何か言い知れぬ圧力のようなものを感じて、そう素す直なおに答えてしまった。基本的には控ひかえ目めなんだけど、この子、たまに物もの凄すごく押おしが強くなる時があるな。

「他にも薬草が生えている場所があるんです。ぜひとも、ご紹しよう介かいさせて下さい！」

「うん、ありがとう。じゃあ、お言葉に甘あまえて――」

　とオレが言いかけた時だった。

　近くの草むらが、葉を揺ゆらすような音を立てる。

　てっきりウサギか何かが出てきたのかなと視線を向けて、瞬しゆん間かん、体が硬こう直ちよくした。

　毛むくじゃらの、犬を思わせるような生き物がそこにいる。

　四本の太い足でしっかりと大地を踏みしめていて、長い顎あごと鼻を持っていた。口元と足先に生えた鋭するどい牙きばと爪つめは、それぞれ、ぞっとするほどに鋭く長い。

　長い毛に覆おおわれて目はわずかにしか見えないけど、それでも十分なくらい、瞳が不気味に赤く光っていた。

「リルカ、下がって！」

　オレは咄とつ嗟さに指示して、リルカを庇かばうように立つ。

「だ、旦那さま、あれは……？」

「害獣だ。まさかこんなところで出で遭あうなんて……」

　確かモウドキバオオカミと呼ばれている種で、大体の場合はもっと山やま奥おくに生息しているはずだ。ごく稀まれに人里へ降りてくることもあるって聞いたことがあるけど……。

「気を付けて。こいつは視力はそれほどでもないけど、聴ちよう覚かくが優すぐれてるんだ。大きな物音を立てたら、すぐに襲おそい掛かってくる」

　リルカが無言で頷うなずいた。こちらのローブの裾すそを掴つかんで震ふるえている。

　害獣はこちらの動向を気にしているように、じっとしたままだった。でも、多分、逃げようとしたら途端に追ってくるだろう。

　……参ったな。オレも一応、基本的な攻こう撃げき魔ま法ほうは使えるけど、専門職じゃないから上手くない。

　せめて、動きを止めるくらいのことが出来れば、その間に距きよ離りをとれるんだけど。

　と、考えていると、害獣が身を屈かがめた。不味まずい。こっちが何の手も打たないので、向こうから仕し掛かけてくるつもりだ。

「リルカ、オレがこいつを惹ひきつけるから、君はその隙すきに家まで逃げるんだ」

　小声で話しかけると、リルカは首を振った。とんでもない、といっているような顔だ。

「ダメだ。いいかい、オレにはそれなりに対たい抗こう手段がある。でも正直言って、君を庇って戦えるほどじゃないんだ。分かるね」

「……。……はい。分かりました」

　少しの沈ちん黙もくの後。こちらの想おもいを察してくれたのか、リルカはようやく頷いてくれた。

「で、でも、旦那さま、無む茶ちやしないで下さいね。絶対に帰って来て下さいね。絶対ですよ……？」

　ほとんど泣きそうになって懇こん願がんしてくる彼女を安心させる為に、笑う。かなり無理はしていたが、ここで無理しないで、いつするっていうんだ。

「もちろん。これでも魔導士だよ。なんとかしてみせるさ」

　手を伸のばして、リルカの頭を撫なでる。彼女は俯うつむいていたが、やがて、目元を拭ぬぐってこちらを見上げてきた。

「では、行きます。旦那さま、お気をつけて」

　うん、と頷こうとしたところで、空気を震わせるような巨きよ大だいな異音が鳴って、思わず体を竦すくめる。

　害獣が宣戦布告と言わんばかりに咆ほう哮こうし、こちらに向かって走ってきたのだ。

「くそ、リルカ、早く行って！」

　オレは手の平に光の粒りゆう子し――魔ま力りよくを集めながら、そう指示した。

　しかし、結論から言えば、オレが戦う必要はなかったのだ。

「はっはっは！　あーっはっはっは！　あーっはっはっはっはっは！」

　突とつ如じよとしてバカでかい声が上がって、害獣の背中が爆ばく発はつした。勢いに押されたまま、相手は倒れる。

「罪無き人々に危害を加えようなどと、とんだ愚おろか者ものも居たものだ！」

　頭上から気配を感じて見ると、近くに生えた木の枝に誰かが立っていた。

　女の子だ。橙だいだい色いろの髪を一本の三つ編みにしていて、上から三角帽ぼう子しを目ま深ぶかに被り、オレと同じく魔導士を示すローブを背せ負おっている。手には樫かしで出来た杖つえを持っていた。

「そんな奴やつはこの私が成敗してくれる！　とぅっ！」

　勢いよく跳ちよう躍やくし、女の子はローブをはためかせながら、華か麗れいに着地――。

「みぎゃ!?」

　しなかった。思いっきり顔面を地面に打ち付ける。

「…………」

「……あの、大丈夫？」

　思わず心配して声をかけた。だって全く微び動どうだにしなかったから。

「う、うるさい！　今のは計算してたんだ！　初めからこういう流れにしようと思ってたんだぞ！　思ってたんだからな！」

「いや無理があるだろ。みぎゃって言ってたし」

「あれは、この地方におけるあれだ、方言なんだ！　みぎゃで『命は全すべて平等なれど、それを侵おかそうとするのであれば、こちらもまた相応の処置をとらざるを得ない。恨うらむのならば、私と出会った運命そのものを呪のろうがいい』ということを意味するんだ！」

「長い長い長い」

　そんなわけあるか。

「と、とにかく！　おい、そこの害獣！　あたしが来たからにはもう悪さ出来ないぞ！　大人しく――へみゃっ！」

　立ち上がろうとした女の子は、ローブの裾を踏んで、もう一度転んだ。

「……今のは？」

「えーと……なんかこう、良い感じの台詞せりふの意味」

　いきなり面倒くさくなって放ほうり投なげるなよ。

「ああ、もう！　どうでもいい！　いくぞ！」

　女の子はどうにか態勢を立て直すと、樫の杖を振り上げた。害獣の方も起き上がり、彼女に向かって歯を剥むき出しにする。完全に対象がそちらへ移ったようだ。

「っていうか、危ないぞ！　下がってるんだ！」

　オレが注意したが、女の子はにやりと笑った。

「嘗めるなよ。――雷よ」

　杖を害獣に突つきつけ、凛り々りしい声で唱える。途端に先せん端たんへ、見覚えのある光が集まり始めた。あれは……魔力か!?

「弾はじけて、貫つらぬけ！」

　閃せん光こうが迸ほとばしり、辺りが真っ白に染まった。あまりの眩まぶしさに視界を腕うでで塞ぐと、轟ごう音おんが鳴なり響ひびく。耳みみ障ざわりな絶ぜつ叫きようが森中へと渡っていった。

　ようやく世界の色が元通りになったところで、腕をどける。そこには黒くろ焦こげになって倒れる害獣の姿があった。

「……君、本職の魔導士か」

　てっきり、憧あこがれて似たような格好をしているだけかと思ってた。

「当たり前だ。あたしは優秀な魔獣狩士だぞ！……まだ見習いだけど」

「ああ……なるほど。それで樫の杖を使ってるのか」

　樫には魔力伝導性――つまりは、体外に放出する魔力量を増加させる効果がある。

　魔法薬士なんかの場合は、逆に魔力の微び調ちよう整せいが上手くいかなくなるので扱あつかってはいないのだが。魔法の威い力りよくが高まるので、戦せん闘とうを行う魔導士には便利な代しろ物ものだった。

　ただし、安価で性能もそれほどではない為、主に初心者用とされている。

　独立して一人で活動している魔獣狩士は大体の場合、もっと他の、より強い効力を持った材料の杖を使用していた。

「なんだよ、見習いで悪いか！　助けたんだから礼くらい言ったらどうだ！」

「あ、ああ、ごめん。ありがとう」

　慌あわてて頭を下げると、女の子は腕をくんで、ふんすーっと鼻息を出した。

「……あの、すみません」

　そこで、さっきから黙だまり込んでいたリルカが声を出す。

「あなたが被っている帽子、わたしがお友達にあげたものに似ているんですが……ひょっとして……」

「……んん？」

　女の子も怪け訝げんな顔でリルカを見つめた。

「あれ？　んん？　でも……いや！　もしかして……リルカ？」

「えっ！　じゃ、じゃあ、やっぱり！」

　自分の中で疑念が確信に変わったのか、リルカが顔を輝かがやかせる。

「アネスちゃん!?」

　そのまま、両手を広げて駆かけ出していった。

「アネスちゃーんっ！」

「リルカー！　リルカーっ！」

　二人は互たがいに手を取り合うと、その場で回り始める。

「アネスちゃんだ、アネスちゃんだ、アネスちゃんだー！」

「リルカー！　なんだよ、誰だれか害がい獣じゆうに襲われてると思って助けたら、リルカだー！」

「前と変わってたから全然気づかなかったよー！　もう帰って来てたんだねー！」

「学校が少しの間、休みになったからさ！　それを利用したんだー！」

「そっか！　でも、すっごく大人っぽくなったねー！」

「それはこっちの台詞だよ！　昔と全然違うじゃないか、リルカー！　すごく可愛い！　超可愛い！　口づけしてやるー！」

「やめてよー！」

「良いではないか良いではないかー！」

　じゃれあう二人と、一人、取り残されるオレ。

「……あの、リルカ？　お知り合い？」

「あ！　ごめんなさい、ご紹介が遅おくれました！　こちら、アネスちゃんです。わたしの幼おさな馴な染じみなんです」

　アネス、と呼んだ女の子から手を離すと、リルカは慌てたように彼女の肩に手を置いた。

「わたしがメーヴィスさんのところへ奉ほう公こうに行った後、魔獣狩士になる為に村を出まして。今は魔ま法ほう学校に通っているんですよ」

「ああ、じゃあ、この子がさっき言ってた……」

　資格を得る為に大きな街へ行った、リルカの友達か。

「初めまして！　っていうか、この人、誰？　リルカんところのお客さん？」

「あ……えっとね、アネスちゃんにも紹介するね。この人は、ジェイクさんって言って」

　小走りでこっちまでやってくると、リルカがオレの隣に並んだ。一つ軽い咳せき払ばらいをし、頬を朱しゆ色いろに染めながら告げる。

「わ……わたしの、旦だん那なさまです」

「ん？　リルカ、奉公先変えたのか？　手紙にはメーヴィスっていうおばあちゃんの魔法薬士って書いてなかったっけ？」

「あ、ち、違うの。そういう意味じゃなくて」

　首を横に振ふると、リルカは改めて言い直した。

「わ、わたしね。この人と……結けつ婚こんしたの！」

「え、なんだ、そうか、そういうことか！　結婚したのか、リルカー！」

「そうなの。色々忙いそがしくて、お手紙送るの遅れてごめんね」

「はははは、いいよ、いいよ。そっか、結婚かー。そっかー」

　朗ほがらかに笑って、アネスさんは杖を地面に突き刺さす。

「あのな、リルカ、ちょっといい？」

「うん？　なに？」

「――あたし、多分、気絶するから。後よろしく」

　言うが早く、アネスさんはそのまま、仰あお向むけに倒れ込んだ。

「ちょ……えええええ!?　アネスちゃん!?　アネスちゃーん!?」

　リルカが急いで介かい抱ほうするが、目と口を半開きにしたまま、アネスさんは本当に気を失っていた。

「気絶するって言ってから気絶する人も珍しいな……」

　オレは懐ふところから魔法薬を取り出した。職しよく業ぎよう柄がら、何かあってもいいように幾いくつかの薬を携けい帯たいしていて良かった。

　気つけ薬をアネスさんに無理やり飲ませて、安静にさせること、数分。ようやく彼女は目を覚ました。

「アネスちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　気分とか悪くない？」

　アネスさんを膝ひざ枕まくらしていたリルカが尋たずねると、彼女は目を擦こすりながら、

「なんだ、リルカか。うん、なんともない。でも変な夢みてさ。リルカが結婚するとかなんとか。いやぁ、参ったよ、あはは」

「夢じゃないよ？」

「……え？」

「えーと。どうも。その……リルカの夫のジェイクです」

　妙みような心地を味わいながらも、オレはアネスさんに向かって頭を下げた。

「…………もう一回気絶していい？」

「だ、ダメだよ！　しっかりして！」

　リルカにせがまれて、アネスは渋しぶ々しぶといった感じで体を起こす。

「くそ、現実じゃないと信じたかったのに、現実だった。なんだよもう。しっかりしろよ、現実。あたしの都合が良いいように変われよ……！」

　とんでもないことを当たり前のように言うな、この子。

「っていうか、なんで!?　なんで結婚なんてしたの、リルカ!?」

「な、なんでって……えっと、あの……旦那さまが……す、好き、だから？」

　自分で言っていて恥はずかしくなったのか、語ご尾びを上げるようにして答えるリルカ。オレも何となく居いた堪たまれなくなって、視線を逸そらし、咳払いする。

「なんだよ！　なんだよそれ！　じゃああたしだってリルカのこと好きだよ！　あたしと結婚してよ！　リルカ！」

「む、無理だよ」

「なんで!?　リルカ、あたしのこと嫌きらい!?」

「好きだよ！　好きだけど、あの、アネスちゃんと旦那さまは違うっていうか……つまり、あ、あ、あ、あい、あいあい、あいあいあいあい……」

　滅め茶ちや苦く茶ちや言いづらいことをなんとか口にしようとして、結果的に意味不明な単語を連呼するリルカ。これはこれで可愛いなぁ、もう。

「こら！　でれっとすんな！　あたしのリルカだぞ！」

　気持ちが表情に出てたのか、アネスさんに怒おこられる。でも君の物でもないと思う。

「ひゃ、百億万歩ほど譲ゆずって、リルカが結婚するのはいいとしてもだ！」

　どれくらい譲じよう歩ほしたくないんだよ。

「どうしてこの男なんだよ！　なんかこう、物凄く頼りなさそうに見えるぞ、こいつ！　いや、なさそうじゃない、頼りない！　頼りないね！　あたしには分かる！」

　初対面で滅茶苦茶失礼なこと言われた。

「どうせあれだろ、生活能力皆かい無むなんだろ！　家の中はゴミだらけで、食事もろくなもの口にしてなくて、仕事ばっかりしてるから、ほとんど机の上で寝ねてるんだろ！」

　その通りでしかないので、反論できない。イリーナといい、リルカ関係の人は勘かんの鋭い子が多いな。

「そ、そんなことないよ、旦那さまはとっても頼りになるよ。優やさしいし、いつもわたしのこと、気き遣づかってくれるし」

「それならあたしだって頼りになるし、優しいし、いつもリルカのこと気遣ってるし！」

「それだけじゃないよ！　あの、いつも一生懸命だし、凄すごい功績をもってるのに少しもそのことを自じ慢まんしたりしないし、誰かの笑え顔がおを作る為に毎日頑がん張ばってるし！　そ、それにうたた寝していたり、朝に目が覚めた時にちょっとぼーっとしているところとか無防備で可愛くて！　わたしのご飯を美味おいしいって言いながら夢中で食べてくれるところとか、良い魔法薬が出来たんだって教えてくれる時の表情とか、すっごく素敵なんだよ!?　他にも、どんなに疲つかれてても笑顔で接してくれたり、わたしが会話の中でちょっと言っただけのお菓か子しをお仕事帰りに買ってきてくれたりとか、そういう小さなところもちゃんと覚えてくれてるところも良いと思うし、それに後は――あ、ああ!?」

　力説している途と中ちゆうで、リルカは、我に返ったような表情をした。

「わ、わたし、つい……思ってること、言っちゃった……」

　真っ赤になって、オレのことを見てくる。

「だ、旦那さま、聞いちゃいました？」

「え、いや、まあ、そりゃ……」

　ばっちり耳に届いたので、なんていうか、こう、どうしていいのか分からなくなってますけども。わ、割に細かいところまで見られてたし、そんな風に思われてたのか、オレ。嬉しくはあるんだけど。

「ひゃあああああああああああ！」

　顔を両手で覆い、その場で蹲うずくまるリルカ。

「い、いや、いいんだよ。ありがとう」

「違うんです、いえ、さっきのは本当のことなんですけど、でも、言うつもりなくて。でも、アネスちゃんが旦那さまのことを悪くいうから、つい、ムキになってしまって！　ああ、でも、ひゃ、ひゃあああああああ！」

「だ、だからいいって！　ね、気にしないで。リルカがそんな風に思ってくれて、嬉しかったから！」

「…………ほ、本当ですか？」

　恐おそる恐るといった感じで、リルカはこちらを見上げてくる。

「う、うん、もちろん。嬉しくないはずないだろ」

「そ、そうですか。それなら……良かったです。え、えへへ」

「あ、あはは」

「えへへへ……」

「イチャイチャすんなああああああああああ！」

　ずっとオレとリルカの間に挟はさまれていたアネスさんが、いきなりキレた。

「あてつけんな！　あたしにあてつけんな！　今、あたし、いたよな!?　ここにいたよな!?　見えてる!?　ちゃんと見えてる!?」

「み、見えてる、見えてるよ、アネスちゃん！」

「ああ、良かった！　本気で存在が消えたのかと思った！」

　アネスさんは、立ち上がると、オレのことを指差してきた。

「リルカがどう思っているかは、この際、置いておいて！　あたしは絶対にお前のことなんて認めないからな！　リルカの結婚相手はもっと、こう……すごく良い感じの人じゃないとダメだ！」

　滅茶苦茶漠ばく然ぜんとしてるな。

「そんなこと言われてもなぁ……。なあ、アネスさん」

「気軽に名前を呼ぶな！　敬意を払はらえ！」

「アネス様？」

「……。……アネスでいい。今後それで呼ばれると思ったらちょっと嫌いやだ」

　わがままな人だ。

「大体、魔ま導どう士しの癖くせに害獣一匹ぴきも倒せないなんて、なってない！」

「そう言われると返す言葉もないけど、オレ、魔法薬士だからなぁ」

　物事には適材適所ってものがある。そこを違えると、どの結果も中ちゆう途と半はん端ぱな物になりかねない。ある要素を満たす為、ある要素を削けずることも時には必要なのだ。

「ふん、リルカが功績をもってるって言ってたけど、どうせ、大したことないんだろ！　星はもってるのか？　もってたとしても幾つなんだ？」

「一応、七つだけど」

「ほら見たことか！　七つくらい、卒業したらあたしだってすぐにとれる……ぞ……え？　七つ？」

「七つ」

「……星七つ？　待って。ジェイク？　え、あの、七ツ星のジェイク＝レイランド？」

　ああ、知ってくれてたのか。

「うん、まあ、そのジェイク＝レイランドだけど」

「……えーと」

　アネスさん……いや、アネスが視線を逸らした。何かを考え込んでいる。

　しばらく経たった後、ようやく、こちらを向いた。

「……ウソ？」

「ウ、ウソじゃないよ。旦那さまは本当に星を七つ持ってるんだよ！」

　必死で訴うつたえかけるリルカに、アネスは目を見開く。

「ええええええ！　本当に!?　本当にあのジェイク＝レイランド!?　史上最年少で七ツ星を授じゆ与よされた!?　難病を根幹治療する魔法薬を幾つも開発したっていう、生ける伝説の!?」

　生ける伝説とは、また、大げさだなぁ。

「そうだよ！　ね、旦那さま、すごい方でしょう？」

　我わがことのように胸を張るリルカ。ひょっとしたら、オレよりこの子の方が、オレのことを誇りに思ってくれているのかもしれない。

「……なんでだ!?」

　いきなりオレに詰つめ寄よってくるアネス。

「なんで偉えらそうにしない!?」

「ええ!?」

「分かりやすく上から目線で話せよ！　事あるごとに鼻持ちならない態度をとれよ！　君達たちとオレとは違うんだって感じでいけすかない野や郎ろうになれよ！　選民主義はどうした!?　傲ごう岸がん不ふ遜そんって言葉知ってる!?」

「君が抱いだいてる七ツ星の人間像は、かなり偏かたよりがあるな……」

　どこのなにを参考にしたんだ。

「別に、オレはやりたいことをやってきただけだしなぁ。評価されたこと自体は有あり難がたいとは思ってるけど、それが目的ってわけでもないし」

「完かん璧ぺきかっ!!」

　アネスが、びしっ、と体に手刀を喰くらわせてきた。痛くはないが、どういう突っ込み方なんだ。

「なあ、完璧なのかって！　非の打ちどころがないのかって！　もっとあたしに付け入る隙を与あたえろよ！　ずるいぞ！」

「ずるいって言われても」

「あー！　もう！　あー、もー！」

　なにかやりきれない感じで天を仰あおぐアネス。なんだろう。オレは全然悪くないと思うんだけど、よく分からない罪悪感が沸わいてきた。

「い、いいだろう。魔導士として優ゆう秀しゆうなのは認める。認めるけど、でも、それとこれとは別問題！　リルカがお前の嫁よめであることは、あたしは決して、絶対に、金輪際、今後一いつ切さい、認めないからなっ!!」

「え、えええええ」

「ばーか！　ばーかばーかっ！　えっと、あと……ばーかっ！　リルカ、ばいばい！」

　好きなだけ悪態をつくと、アネスは全力疾しつ走そうして、場から去っていった。

「ええええええ……」

　オレとしてはそう言うしかない。

「すみません、旦那さま……あの、本当は良い子なんですよ？」

　擁よう護ごするように、リルカが口くち添ぞえしてきた。

「うん、まあ、それはなんとなくわかったよ」

　全ては、リルカに対する類たぐいまれなる愛情からくるものだろう。

「アネスちゃん、気が強いから、小さい頃、同じ年の子達に遠ざけられていて……。でもわたし、一人ぼっちで寂さびしそうに見えたから、声をかけたんです。そこからお友達になって、しょっちゅう、二人で遊んでいました。だから、突とつ然ぜんに旦那さまが来て、びっくりしちゃったんだと思います」

「……そうか。寂しくなったんだろうね。オレにリルカをとられたみたいで」

「かも、しれません。そんなことないよって、ちゃんと伝えてあげたかったんですけど」

　まあ、取り付く島がない感じだったしなぁ。

「魔獣狩士になったのだって、昔、さっきみたいに二人で居る時に害獣に襲われたことがありまして。その時、たまたま村に滞たい在ざいしていた魔獣狩士の方に助けてもらったんです。それで、自分もあんな風に、わたしや大切な人を守れるような存在になるんだって思うようになったそうで」

　なるほど。確かに優しい子だ。

「あの、失礼があったと思いますが、どうか、許してあげて下さい。後でわたしから、言っておきますから」

「別に気にしてないよ。……まあ、ゆっくり分かってもらおうよ」

　オレだって、リルカの幼馴染にいつまでも嫌きらわれたくはないしな。

「ところで……さっきみたいな害獣って、この森にはよく出るの？」

　ふと思い出して、オレは尋ねた。

「いえ、そんなことありません。わたしも驚おどろいてしまって。昔、アネスちゃんと居る時に襲われたのは、もっと奥おくの方でしたから」

「ふうん。……何かあるのかな」

　害獣――というより動物が本来の生せい息そく圏けん内ないから離はなれるというのは、あまりないことだ。

　それこそ、離れざるを得ない事情でもない限りは。

「まあ、ひとまず家へ戻った方が良さそうだね。また害獣に出てこられても困るから」

「はい、そうですね！」

「……じゃあ、なにかあったらすぐ守れるように、オレの傍そばにいて」

　オレはリルカに手を差し出した。彼女は顔を赤らめたものの、やがては握にぎってくる。

「またアネスに会えるかな」

「ええ、きっと、近い内に」

　ならいいけど――。

　と希望を含ふくめて思っていたが、再会は意外に早く訪おとずれた。

　というか。

「お、リルカ、おかえりー」

　なぜかリルカの実家に帰ったら、アネスが食しよく卓たくに座すわっていた。

「いや、もう!?」

　幾らなんでもこれは想像してなかったんだが!?

「なんだよ、ジェイクも一緒か。チッ」

　しかも露ろ骨こつに舌打ちされる。

「ああ、お姉ちゃん、おかえり。アネスさんきてるよ」

　アネスにお茶を出していたイリーナが言った。

「う、うん。ただいま。アネスちゃん、どうしたの？」

「いやぁ、あたしも今日帰って来たところでさ。お母さんにはもう会ったから、今度はリルカのとこに挨あい拶さつしとこうと思って」

「そうだったんだ。イリーナちゃん、お母さんは？」

「ジェイクさんにもらったお薬が効いたのか、寝ちゃったよ。すごく調子が良くなってた。ありがとうございます、ジェイクさん」

「いや、気にせずに。お役に立てたなら、なにより」

　オレが笑って返すと、アネスが頬ほおを膨ふくらませた。

「知らない内に点数稼かせいでるし。ゆめゆめ油断ならぬ奴め……」

　そんなつもりは毛頭ない。

「アネスさん、良かったら、うちで夕食食べてってね。せっかく、お姉ちゃんも帰って来てるし」

「うん、呼ばれるぞ！……ジェイクも居るの？」

　そりゃ居る。昨日から泊とまってるし。

「あ、あのね、アネスちゃん、旦那さまと仲良くしてね？」

「……うん。リルカがいうならそうするよ」

　若じやつ干かんの躊躇ためらいを挟んだ後で、アネスは言った。

「だが――あたしにとって仲良くとは、戦いと書いてそう読む！」

「いやオレは戦うつもりないけど」

「そんな軟なん弱じやく者ものは、去れ！」

「ここ君んちじゃないよな？」

　オレがアネスとやりとりをしていると、扉とびらが開く。

「あー！　アネスがいるー！」

　ユキが嬉しそうに叫さけんで、後から子ども達がぞろぞろと現れた。昼ひる寝ねでもしてたんだろうか。

「おー、ユキー！　それにマーサ、ディオ、エド！　久ひさし振ぶりだなー！」

　椅い子すから降りると、アネスは両手を広げた。子ども達が次々と飛び込んでいく。

「アネス、帰って来てたんだ！」「アネス、魔獣狩士になれた？」「かっこいい魔獣狩士！」「害獣とか倒たおしたのー？」

「もちろん、ばんばん倒したぞ！　学校でもあたしは将来有望だって言われてるんだぞー！」

「すごーい！　ゆうぼうってなに？」

「超ちよう格かつ好こ良いいってことだ！」

「ちょう！」「かっこいい！」「ちょうかっこいい！」「アネス超ちようカッコいい！」

「そうだろう、そうだろう、あっはっはっはっは！」

「わー！　アネスー！」「かっこいいー！」「ゆーぼーな魔獣狩士だー！」「きゃああああ！」

「あっはっはっは、あ、ちょ、まて、あんまり乗っかってくるな、お前達も成長して重くなってるんだから、あ、ちょ、だから、ああああああああ！」

　あっという間に押し倒され、子ども達にもみくちゃにされるアネス。

「お、おぼれる、子どもの海におぼれる！　リルカー！　リルカー！」

「ああ、もう、ダメだよ、皆みんな。アネスちゃんが苦しんでるから」

　慌てたように、リルカが子ども達を引ひき剥はがしていく。

「ふう……死ぬかと思った。ま――これくらい、あたしはリルカの弟や妹に人気があるってことだな！」

　きりりとしたキメ顔でオレを見てくるアネス。が、

「あ、ジェイクさん！」「ジェイクー！」「ジェイクさん、またリスティールのおはなし聞かせてー」「こっちきてー！」

　子ども達がこちらの方にわっと集まって来て、引っ張ってくるので、オレははいはいと言いながらついていった。

　その光景を見て、アネスは、唇くちびるを噛かみ締しめる。

「くっ……か、勝ったと思うなよ!?」

　いや、別に勝負してないって。

　それからしばらく後、二日目の夜――アネスを含めた夕食となったのだった。

　食卓の上には、昨日と変わらず、リルカとイリーナによる手作りの料理が並ぶ。

　どれもこれもかぐわしい香かおりが漂ただよっているので、腹の虫が騒さわぎ始めた。

「まったく、もぐ、毎度ながら、ふが、リルカとイリーナの飯は、がふがふ、美味うまいな、もがふ」

　アネスは夢中で、手て当あたり次し第だいに料理を口にしている。

「ほら、焦あせって食べたら喉のどに詰まるよ、アネスちゃん」

　リルカに注意されると、アネスは豪ごう快かいに笑った。

「リルカは心しん配ぱい性しようだな、そんなことあるわけないげぼふげぼば」

　大体そんなことになるだろうと思ってたけど、やっぱり途中で咳せき込んだ。咄嗟に口を押おさえて中身が出ないようにしたのだけが正解だ。

「ちょっと、アネスさん、やめてよ。妹や弟達が真似まねするから」

　イリーナから注意されて、アネスは涙なみだ目めになりながらも、「ごめん、ごめん」と謝あやまった。オレ以外の人に関しては基本的に素す直なおなんだよな、この子。

「……あ、そうだ、アネスちゃん。いいものがあるんだよ」

　アネスの背中をさすっていたリルカは、彼かの女じよが落ち着いたのを見て台所の方へと行った。間もなくして戻もどって来た手には、大きな皿に載のった黄色い何かがある。

「おお！　それはもしかして、木の実のパンケーキじゃないか!?」

　アネスが色めき立った。子ども達も盛り上がって、それぞれに手を叩たたく。

「木の実のパンケーキ？」

　リルカの料理は色々と食べたけど、それは知らなかったな。

「この近くで採れるカシュの実というものを使った、昔からあるお菓子なんですよ。とっても美味しいから、ぜひお食べになって」

　エイダさんが柔やわらかな笑えみと共に勧すすめてくる。

「カシュの実でないと、独特の香こうばしさと微かすかな塩気が出なくて、リスティールでは作れなかったんです。すみません」

　パンケーキを切り分けながら、リルカが頭を下げた。そういうことだったのか。

「アネスさんの大好物なんだよね。今はわたしもお姉ちゃんも作れるけど、昔はお母さんが良く出してくれて、一いつ緒しよに食べたな」

「そうそう、そうなんだ！」イリーナの話に何度も頷うなずくアネス。「リルカ達とあたしの大切な思い出だな！　大切な！　思い出！　リルカと！　あたしの！　なー！」

「ああ、リルカ、オレはその小さいのでいいよ。後は子ども達に分けてやって」

「聞けよおおおおおおおおおおおお！」

　聞こえてるけど面めん倒どうなことになりそうだから、相手にしていなかっただけだよ。

「ぱん・けーき！」「ぱん・けーき！」「ぱんけぇき！」「ぱん！」

　節をつけて歌う妹や弟達にリルカがパンケーキを配り、上から瓶びんに入った蜜みつをかけていく。これも村で飼っている蜂はちからとれたものらしい。地産地消の見本だな。

　オレの前にも、黄金こがね色いろに焼かれたパンケーキが載った皿が置かれた。焦こげ目め一つなく、そこにとろけるようなバターと琥こ珀はく色いろの蜜がかけられると、極ごく上じようの香りが漂い始める。

「いただきます」

　早さつ速そく、ナイフとフォークを使って一口大にしたパンケーキを口に入れた。途と端たんに、卵や牛乳に合わせて、蜜の爽さわやかな甘あま味みが広がり、思わず顔を綻ほころばせてしまう。ふわふわとした感かん触しよくが心地ここちよくて、舌の上で幸せが躍おどるようだった。かと思えば、かりっとしたカシュの実の歯は触ざわりが弾けて、丁度良い塩気が、たっぷりの甘あまさでだるくなりそうな口の中を刺し激げきする。永遠に食べていられそうだった。

「ふまい、ふまい！　ふまい！」

　アネスはこれまで以上に無む我が夢む中ちゆうでパンケーキをむさぼっていたけど、こればかりは仕方ない。子ども達も無言で食べるのに集中しているし、オレだって許されるなら、そうしたいところだ。

「そういえば、ジェイクさん。またお聞きしたいことがあるんですが」

　弟達の蜜でべとべとになった口元を拭ぬぐっていたイリーナが、こちらを振り向いた。

「なんです？」

　オレは振ふる舞まわれた葡ぶ萄どう酒しゆの入ったグラスを、少し傾かたむけていたところで。

「お姉ちゃんの、どの辺を可愛かわいいと思います？」

　唐とう突とつ過ぎる問いかけに、口の中にあったものを吹ふいてしまった。

「ああ！　旦那さま!?」

　隣となりに居たリルカがさっとハンカチで拭ふいてくれた。オレの間ま抜ぬけな姿を見た子ども達が爆ばく笑しようする。いやまあ、受けたのなら良かったけど。

「イリーナちゃん、どうしたの、いきなり。そ、そんなこと訊きいちゃダメだよ」

　顔を赤くしているリルカに、イリーナはにこにこしながら、

「え、だって、気になるじゃない。大事なお姉ちゃんの心を射止めた男の人が、お姉ちゃんのどこを好きなのかって。ねえ、お母さん？」

「そうねえ。とっても気になるわねえ」

　エイダさんまで、話に乗ってくる。

「良かったら、聞かせてもらえないかしら。ジェイクさんが、どうしてリルカを好きになったのか」

「お、お母さん！　だから！」

　止めようとしたリルカを、イリーナが「まあまあまあ」と止めた。完全に面白おもしろがってるな。

「ね、皆も聞きたいわよね」

　エイダさんから言われて、妹や弟達が一いつ斉せいに喋しやべり出した。

「聞きたい！」「ききたいなー！」「なにをききたいの？」「わかんない！　でもききたい！」「ききたいなー！」「ききたいよねー」「ききたい！」「ジェイクさん、きかせてー！」

　絶対に意味が分からず場の雰ふん囲い気きに合わせてるな、この子達。まあいいけど。

「ああ……えっと、ですね」

　お義母さんからそう言われてしまっては、答える他ないだろう。リルカの好きなところ、か……改めて言語化するのは、初めてだろうか。

「あの、リルカの身内の人にこんなこと言うのもどうかと思うんですけど、オレ、すごくだらしないんですよね。仕事にかまけて私生活をおろそかにしちゃったりして」

「なんだ、やっぱり当たってたんじゃないか」

　なにやらアネスが自慢げな顔をするが、ひとまずは流しておく。

「でもリルカはその点、年下とは思えないくらいにしっかりしているし、家事も完璧だし、料理は上手うまいし、ご近所付き合いもちゃんとしてるし。その辺は、すごく尊敬してます」

「ふんふん。じゃあ、それがジェイクさんの、お姉ちゃんを気に入ったところ？」

　イリーナが興味深そうに相あい槌づちを打ってきた。

「……いや。そう言われると違ちがうな。なんていうか、そういうリルカなんですけど、たまにすごい勘かん違ちがいをしてたり、暴走しちゃったりするところがあって。後でそのことを、恥ずかしがったりして。そんな……ええと、たまに隙すきを見せてくれるところが、可愛いと思います。それにすごく無む邪じや気きで、純じゆん粋すいで、どんなことにも興味をもって積極的に取り組んでて……そういう姿が、好きですね」

　言ってる途中で居た堪れなくなって、俯うつむいてしまった。臆おく面めんもなく口にしてしまったことが、今いま更さらだけど、照れくさくなってきた。さっきアネスにオレのことを言っていたリルカと違って、こっちは冷静な状態だから、余計に恥ずかしい。

「きゃあああああああああ！」

　と、イリーナがいきなり黄色い声を上げた。

「やったじゃない、お姉ちゃん。すごく愛されてる！　ねえ、良かったね、お姉ちゃん！……ん？　あれ？　お姉ちゃん？」

　リルカの肩かたを叩いていたイリーナが、怪け訝げんな顔で姉の表情を覗のぞき込んだ。オレも気になって見ると、リルカはこちらから顔を背そむけて、震ふるえている。

「どうしたんだ、リルカ……」

　様子を確かめようとしたら、イリーナから止められた。

「あ、ダメです。今みちゃダメ。ジェイクさんが見たら、お姉ちゃん、死んじゃいます」

「え、なんで!?」

「恥ずかしさが限界超こえたみたいで、見たことないくらい全身真っ赤になってますから。このままいくと、沸ふつ騰とうして爆ばく発はつするかもです」

　いやいやいや、そんな馬ば鹿かな――と思って、リルカがわずかに露出している肌はだを見たら、本当にその通りだった。

「はきゅ……イリーナちゃん、胸貸してぇ」

　リルカは消え入るような声で言って、イリーナの胸に飛び込んだ。妹が、姉の背中を「よしよし」と撫なでている。

「お姉ちゃんにはジェイクさんの言葉は刺し激げき的てき過ぎたみたいですね。いやでも、朴ぼく訥とつとしているように見えて、言う時は言いますねえ、ジェイクさん」

　褒ほめられてるのか、それ。

「良かったわねえ、リルカ。お母さん、とっても安心したわ」

　エイダさんが優しく言うのに、リルカはイリーナの胸に顔を埋うずめながら、何度も頷いた。

「不ふつ束つかな娘むすめですが、今後とも、何なに卒とぞよろしくお願いしますね」

「え、ええ、もちろん、こちらこそ！」
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　頭を深々と下げてくるエイダさんに、オレも倣ならう。

「おねーちゃん、どしたの？」「ねーねちゃん、かぜ？」「あったかくして寝るといいんだよ」「毛布もってこようか？」

　子ども達が心配するのに、イリーナがにこやかに首を横に振った。

「お姉ちゃんは今、幸せに浸ひたっているだけだから、大丈夫よ」

「……うん。とっても幸せ」

　心からであるように、リルカが呟つぶやく。その反応に、オレもほっこりしてしまった。やっぱり想おもいっていうのは、ちゃんと口にした方が良いのかもな。

　心なしか家全体の空気もさっきより温かになった気がして、和なごやかな雰囲気が漂い始めた。

「…………」

　訂てい正せい。約一名を除いては。

「……あの。アネス。なんでオレを睨にらんでるんだ？」

　突つき刺すような眼まな差ざしを感じつつ、なんとなく予想はついているものの、一応訊いてみた。

「は？　これがあたしの顔の基本だが？」

　嘘うそつけ。どう考えても滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこってるだろ。

「すまないなー！　恐こわい目をしていてなー！　別にこれ、感情が荒あらぶってるとかないから！　なにあたしの前でのろけてんだコノヤロウ消し炭にして火にくべてやろうかさぞ良い肉が焼けることだろうよとかそういうことは思ってないから！　別に！」

　やけに具体的に危険なことを言われてしまった。

「アネスさん、ダメだよ、嫉しつ妬としちゃ。ジェイクさんとお姉ちゃんが相思相愛だから悔くやしいのは分かるけど」

「は、はあああああああああああ!?」

　イリーナの言葉にアネスが立ち上がる。

「なななな、なに言ってんのー!?　全然そんなことないし！　言われるまで全然思いもしてなかったし！　いやー！　びっくりしたなー！　イリーナはたまに訳の分からないこと言うよなー！」

　びっくりするくらい目が泳いでるぞ。

「しっとってなんだっけ？」「くやしーってことじゃなかった？」「アネス、くやしいの？」「くやしがってる？」「ジェイクさんとお姉ちゃんが仲良しだから、くやしいの？」

「そこ！　うるさい！　悔しくなんかないぞ！」

　びしっとアネスから指差され、囁ささやきあっていた子ども達がきょとんとした。

「だ、大体、あたしが嫉妬する必要も、悔しがる必要もないし！　ジェイクよりあたしの方がリルカと付き合い長いし！」

「でもこれからはアネスさんよりジェイクさんの方が、お姉ちゃんと一緒に居る時間長くなるかもよ。末長くって、さっき、お母さん言ってたし」

「わああああ！　こら！　イリーナ！　なんでそういうこと言うんだ！　なんでそういうこと言うんだ!?」

　聞きたくないことを聞いてしまったというように焦るアネス。

「こら、イリーナ。あまりアネスちゃんをからかうんじゃないの」

　エイダさんから叱しかられて、イリーナは舌を出した。

「えーと、あのー、えーと、あ……あれだ！　そうだ！　リルカ、あたし、間に合って良かったよ。なにせ、明日がいよいよ、あれの日だからな!?」

「え？　あれ？」

　ようやく元の状態に戻ったらしいリルカが、イリーナの胸から顔を上げた。

「ほら、セイレンの花だよ！」

「あ……う、うん、そうだね！　とっても楽しみだね！」

「そうか！　そうだよな、楽しみだよな！　やっぱりなー。あたしとリルカの絆きずなは深いからなー！　強固だからなー！」

　腕うでを組んで、自分を納なつ得とくさせるみたいに頷くアネス。

「セイレンの花ってなに？」

　聞き覚えのない単語にオレはリルカへ尋たずねた。が、なぜかアネスの方が答える。

「いやー、それはな！　さすがにそれはなー。教えるわけにはいかないな。二人だけの秘密だからな！」

「今日行った森の最さい奥おうで、百年に一度だけ咲さくといわれている綺き麗れいな花なんです」

「うおおおおおい！　なんで言う！　リルカ!?」

「え、で、でも、別にわたし達だけの秘密じゃないというか……この村の人ならみんな知ってるよ？」

「でもジェイクは知らないだろ!?　知らないのに！　なぜ言ってしまう!?」

「旦だん那なさまにこの村のこと、もっと知って欲ほしくて……ごめんね」

　リルカがシュンとなると、アネスはたじろいだ。

「あーあ。お姉ちゃんいじめちゃった」

「いーじめたー」「アネスはわるいー」「わるいのはーアネスー」「アネスー」

　イリーナをはじめとするリルカの弟妹達から責められて、アネスは頬を膨らませた。

「なんだよ！　分かったよ、教えてやるよ！　その百年目っていうのが明日で、あたしとリルカは二人で、いいか、ここ重要だぞ。ふ・た・りで見るって、そう約束してたんだ。今よりずっと小さな頃ころにな！」

「ああ、じゃあ、リルカの言ってた君との約束ってのはそのことか」

　昔のことをちゃんと覚え続けていた上、わざわざリスティールから戻るなんて、リルカらしいというか、なんというか。

「時機良く学校が休きゆう暇かになったのは、正に天の采配だ！　というわけで、明日、リルカとあたし、二人で森の奥に行くぞ！」

「うん、一緒に観みようね！」

　アネスを見つめるリルカの目には、オレに向けるのとも、エイダさんや、妹弟達に向けるのとも違う物が宿っていた。それは多分、親友に対して抱く特別な感情なのだろう。

　だとすればオレが邪じや魔まするわけにはいかない。明日は二人きりにしてあげよう。

「……水を差すようで申し訳ないんだけどね、アネスちゃん。それは無理かもしれないわ」

　と思ってたんだけど、エイダさんがそう言ったことで、状じよう況きようは変わってきた。

「え、な、なんで!?」

　分かりやすいくらいに動どう揺ようするアネス。

「以前はそれこそ、子どもでも森の奥に行けたのよ。でも最近は害がい獣じゆうが出しゆつ没ぼつするようになって……ジェイクさんやリルカが襲おそわれたと聞いて、ぞっとしたわ。そんな入り口にまで出るようになったのかって」

「ああ、では以前は出なかったんですね。……ひょっとしたら、そのセイレンの花が影えい響きようしているのかもしれません。匂においか、もしくは他の何かが原因となって、害獣を呼び寄せるようになった可能性があります」

　幾いくつか似たような事例があることを、人づてに聞いたことがあった。

「まあ。言われてみれば、突然何もなくそんなことが起こるはずないですものね」

「ええ。ってことは……リルカには残念かもしれないけど、奥にはいかない方がいいかもしれない。入り口以上に危険な可能性がある」

「そう……なんですか」

　リルカは落ち込むように下を向いた。可哀かわい想そうだけど、もし危険を冒おかして彼女やアネスが怪我けがでもしたら、それこそ大問題になる。

「な、なんだよ、それ、適当なこと言うなよ！」

　いきり立つアネスに、オレは冷静に告げた。

「そう思うのは君の自由だけど、仮にリルカを連れていって、彼女に被ひ害がいが出てもいいっていうのか？」

「うっ……」

　こういった子には、自身がどうというよりも、大事な人が傷つくかもしれないと忠告した方が効果がある。

　やはりというべきか、唇を噛み締めてしばらく俯いてはいたものの、やがてアネスは呟いた。

「……分かったよ。諦あきらめる」

　意固地になられなくて良かった。オレは胸を撫で下ろす。

「……さ、料理はまだあるわ。冷めないうちに、夕食を再開しましょう」

　とりなすようにエイダさんが言ってくれたおかげで、気まずくなりかけていた空気は霧む散さんした。

　オレはそれから、長い時をかけ、メーア家の料理を堪たん能のうする。

　アネスもしばらく考え込むようにそっぽを向いていたものの、やがてはいつもの調子を取り戻して。

　全すべては片付いたと――そう思っていた。




　が、事件が起こったのは、次の日の晩のことだ。

「アネスちゃんが、帰ってない？」

　玄げん関かん先さきに立ったリルカが、びっくりしたような声を上げた。

「ええ。朝から居なかったんだけど、あの子はリルカちゃんも知っての通り、気ままな性しよう分ぶんだから。どこかその辺で魔ま法ほうの練習でもしてるんだろうって思ってたのよ」

　メーア家にやってきたのは、アネスの母親だ。彼女に似た顔を、今は曇くもらせている。

「さすがに夕食の時間になっても帰ってこないっていうのは、今までなくてね。少し心配になって。こちらに伺うかがってないかしら」

「いえ……来ていませんが」

「そう。どうしたのかしら……ごめんなさいね、他の家も廻まわってみるわ」

　そう言って、アネスの母親は、村の中へと消えていった。

「どうしたんだろうね、アネスさん」

　妹弟達の相手をしていたイリーナが眉まゆを顰ひそめる。

「……旦那さま、まさか」

　どうやら、リルカも気付いたようだった。オレもさっきから多分、同じことを考えている。

「うん。セイレンの花を探しに行ったのかもしれない」

　彼女の性格的に、害獣が居るような場所へリルカを連れて行くことは出来ないだろう。

　でも、それなら、自分で採りにいって見せてあげればいい――そう思ってもおかしくはなかった。

「旦那さま、わたし、森へ行きます！」

　今にも駆かけ出しそうなリルカをオレは抑おさえる。

「ダメだよ、君まで危ない目に遭あったらどうする!?」

「で、でも、でも、アネスちゃんが！　どうしよう、どうしよう……！」

　珍めずらしいくらい、リルカがうろたえていた。無理もない。魔獣狩士といっても、アネスはまだ見習いだ。一匹ぴきや二匹なら何とかなるかもしれないが、それ以上となると対応しきれないだろう。

　それに害獣には色んな能力を持った奴やつがいる。不意を突かれてしまうことだってあるに違いなかった。

「落ちついて、リルカ。……オレが行く」

　そうするのが一番いい。害獣は専門外とは言え、この村に魔ま導どう士しは今のところ、オレ一人なのだから。

「で、ですが、旦那さま……！　旦那さまだって、魔法薬士で……！」

「うん。でも大だい丈じよう夫ぶ。別に正面切って戦うつもりはないよ」

「そ、それでも、もし沢たく山さんの害獣に襲われたりしたら、わたし、わたし……！」

　オレのローブにしがみつき、涙を浮うかべるリルカを、抱き締める。

「……大丈夫だよ。君を置いて居なくなったりしない」

「旦那さま……」

「頼たよりないかもしれないけど、信じて。オレは君の夫だ。君が大事にしているものは、オレの大事なものでもある。だから……何があったとしても、オレも、アネスの命も、必ず守ってみせるよ」

　しばらく、リルカは震えたままで、じっとしていた。

　しかしやがて、こちらから、ゆっくりと離れる。

「……分かりました。待ってますから」

「うん。行ってくる」

　リルカの頬に手を添そえて、彼女の温かさを感じる。そうすることで、勇気がもらえる気がして。

「イリーナ、リルカを支えてあげてくれないか」

「は、はい、もちろんです！　これ、カンテラです。使って下さい！」

　イリーナが差し出した照明器具を受け取り、頷いた。

「旦那さま、セイレンの花はとっても大きな木の根元に咲くんです。道は複雑ではありませんから、入り口からまっすぐ進んで、石せき碑ひのようなものが建っているところを右に折れて下さい。そこからすぐです」

「分かった。ありがとう」

　オレは助言してくれたリルカに微笑ほほえみかけて、踵きびすを返した。

　太陽はとっくの昔に地平線の彼方かなたに沈しずんでいて、村は宵よい闇やみに沈んでいる。

　それでも、構わずに、森へと向かった。

　カンテラに魔法で火を灯ともすと、ぼやりとした明かりが、わだかまった闇やみをほんのわずかに払ふつ拭しよくしてくれる。

　昼間は静かで穏おだやかな場所だと思ったけど、夜に訪れると、一転して不気味で冷ややかな世界に変わっていた。

　オレは慎しん重ちように足を踏ふみ出し、奥へと向かって行く。出来るだけ気配は消したかったけど、木の枝や葉っぱが落ちていることもあって、わずかに音が出てしまうのは否いなめなかった。

　石碑、石碑ね……見み逃のがさないようにしないと。

　辺りをきょろきょろと見み渡わたしながら、進んでいたが、

「……とっ」

　オレは咄とつ嗟さに木の後ろに隠かくれた。カンテラの火を消す。

　間もなく――すぐ横を、針のような鋭するどい毛が無数に生えた巨きよ大だいな獣けものが通り過ぎていった。害獣だ。

　それだけでなく、耳を澄すませば、そこかしこから唸うなり声ごえや咆ほう哮こうが聞こえてくる。魔ま獣じゆうが徘はい徊かいするようになったというのは、間ま違ちがいではないようだ。

　こっそりと、気づかれないように、その場を離れた。

　幸いなことに害獣に見つかることなく、それからしばらく、距きよ離りを稼ぐことが出来る。

「やれやれ。この分なら、なんとかなりそうだな……」

　一息ついて、オレは傍にあった岩をなんとなく触さわった。

　ぶにょん、という感触が伝わってくる。随ずい分ぶんと柔らかい岩だな。

　……。……ん？　え？　岩？

　恐おそる恐る振ふり返かえる――すると、そこには、闇やみ夜よで輝かがやく赤い目があった。

　カンテラで照らすと、浮かび上がったのは、毛むくじゃらの体に、鋭い牙きばと爪つめ。

　昼間に出で遭あったモウドキバオオカミだった。

「は……ははは……あの……」

　オレは、少しずつ下がりながら、頭を下げる。

「無ぶ遠えん慮りよな真似をして、どうも、すみません」

　誠意を込めた謝罪に対し、返って来たのは、

「――ッ！」

　身の毛もよだつような、雄お叫たけびだった。

「で、で、ですよね――ッ！　ぎゃあああああああああああ！」

　オレは全力疾しつ走そうで逃にげ出だす。後ろから猛もう烈れつな勢いで追いかけてくる荒い足音がした。

　しかも一匹だけじゃない。モウドキバオオカミの声に惹ひかれて、次から次に、色んな害獣が現れては追走してくる。

「ちょ、ちょっと待ってえええええええ！　団体様はお断りだからああああああ！」

　自分でも何を言っているか分からなくなりながら、ただひたすらに、夜の森を駆け抜ぬけた。息が切れる。肺が呼吸を求めてひどく痛んだ。酸素不足で頭の働きが鈍にぶってくる。こんなことなら、もっと運動しておけばよかった。走り込みでもしていればよかった。魔法薬士だからって、油断しなきゃよかった――ッ！

「ああ、もう、勘かん弁べんしてくれええええええ！　はっ!?　そうだ！」

　オレは懐ふところから魔法薬の入った瓶を取り出した。これは人体に投とう与よするものではなく、害虫退治等に使うものだ。ただし、もちろん害獣にまで効果があるわけじゃない。

「この、くらえっ！」

　振り返り様、薬の瓶を投げた。地面に当たって砕くだけ、液体が流れ出る。

　次いで指を鳴らすと、魔法で火花が弾はじけ、薬に引火した。

　わずかに火が燃えた後、異い臭しゆうと共に、大きな煙けむりが噴ふき出し始める。

　本当はやってはいけない行こう為いなんだけど、緊きん急きゆう事態だから、勘弁してもらおう。

　視界を遮さえぎられた害獣たちが、臭においと共に混乱をきたし、右往左往し始めた。

　その隙にオレは、どうにか、逃げ出すことに成功する。

「……くそ、はあ、なんとかなった……」

　さすがに限界を迎むかえて、地面に座すわり込んだ。呼吸が整わずに激しく咳き込む。

「早めにセイレンの花まで辿たどり着つかないと、アネスを助ける前にオレが倒れるぞ……」

　どうにかわずかに体力が回復してきたので、再び立ち上がった。カンテラを持ち上げて火を灯し――目を見開く。

　そこには、石碑が立っていた。元は何かが書かれていたようだが、文字が掠かすれて見えない。とは言え、リルカが言っていたものに違いないだろう。

　オレは安あん堵どして、右に曲がった。しばらく歩いていくと、巨大な木がそびえ立っているのが目に入った。

「……ここか」

　どうにか到とう着ちやくできた。後はアネスを探さないと。

　巨きよ木ぼくの根元には、セイレンの花と思わしきものはなかった。

　代わりに――見覚えのある姿が倒れている。

「おい、アネス!?　大丈夫か!?」

　近寄って様子を確かめる。微かではあるが息はしていた。ただし、全身に脂あぶら汗あせを掻かいていて、肌は血の気が引いたように真っ青だ。ぱっと見て外傷がないところを見ると、怪我が原因ではないようだった。

「……ジェイク……どうして……ここに……」

　閉じていた目を開き、アネスが苦しげに声を出す。

「君がここに来たんじゃないかって、探しに来たんだ。どうしたんだ？」

「……害獣に、手をかまれて……そうしたら……」

　アネスの手首を掴つかんで、ひっくり返す。わずかな咬かみ跡あとがあった。多分、毒だろう。

「どんな奴だった!?」

「紫むらさき色いろの……蛇へびみたいで……頭に、角があって……」

　見当がついた。マダラケンドキヘビだろう。遅ち行こう性せいではあるものの、猛もう毒どくをもっていて、時間が経たつごとに症しよう状じようが悪化する。放ほうっておけば死亡する恐れさえあった。

「解げ毒どく薬やくを作らないと……でも、さすがに手持ちはないか」

　マダラケンドキヘビの毒には、グエナイ草とシュシュルの葉が必要になる。シュシュルの葉はそれほど珍しいものでもないので、この辺りにもあるだろう。ただ、グエナイ草は生息地が限られている為ために、手に入れるのは難しい。

「なあ、辛つらいところ、すまない。この森にグエナイ草はあるか？　単体じゃ、火傷やけどや咳せき止どめの効果があるんだけど」

「……いや……知らない……」

「そうか……くそ！……あ、まてよ」

　思い出した。リルカが昼間、教えてくれたじゃないか。村で昔から使われている薬草だ。あれが確か、グエナイ草と似た効果があったはずだ。

　種類が違っても、似た成分を持つものなら、合成して同じものになる可能性は高い。試ためしてみる価値はあるはずだ。

　ただ、シュシュルの葉も持っていないし、薬草もリルカの家に置いてある荷物の中だ。どの道、両方とも探しにいかないと。

「待ってろ。今、薬を作ってやるから」

　オレは早速行こうとしたが、ローブの裾すそを掴まれた。

「……あたしのことは……いい……これ、もって……逃げろ……」

　振り返ると、弱々しく上げたアネスの手には、見たことも無い綺麗な花が握にぎられている。花弁がカンテラの明かりに照らされて、七色に輝いた。

「セイレンの花だ……リルカに……」

「二人でした約束なんだろ!?　それは君が渡わたせ！　オレは受け取らない。材料を取りに行って、治してやる！」

「ここは……危険なんだ……お前だけでも……逃げろ……」

「悪いが、そんな命令は聞けない」

　オレはアネスの手を解ほどくと、立ち上がった。

「君は安静にして、オレのことを待ってるんだ。……いいね」

　強く言い聞かせ、オレは害獣に見つからないよう、アネスを抱き上げて木の陰に寝かせた。
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　そして、駆け出してからしばらく――。

　害獣の目がそこかしこにあって、肝きもが冷えはしたものの、なんとか材料を調達することが出来た。

　急ぎ戻ってくると、オレはその場で魔法薬を合成。

　幸い、グエナイ草でも上手くいったみたいで、無事に解毒薬が出来上がった。

　アネスに飲ませると、彼女の症状は目に見えて沈ちん静せい化かしていく。

　とは言え、このままにしておくわけにはいかない。オレは、慎重にアネスを背せ負おった。

　それから――今度はリルカの実家へと帰る為、森を抜けることにした。




　正直、生きて帰れたのは奇き跡せきに近かったかもしれない。

　それでもどうにかリルカの実家の扉とびらを叩き、オレはアネスを運び込んだ。

　こちらも疲つかれ果はてていたので、椅い子すに座って大きく息をついた。

　ベッドに寝ねかされていたアネスは、状態が落ち着いてきたのか、薄うつすらと目を開ける。

「ここは……」

「わたしの家だよ、アネスちゃん。無事で良かった……！」

　アネスの手をずっと握っていたリルカが、涙なみだ目めで呼びかけた。

「そうか……あたし……ジェイクに……」

　呟くように言って、アネスがこちらを横目で見てきた。

「間に合って良かったよ。あのまま放っておいたら、危なかった」

　オレが微笑みかけると、アネスはそっぽを向く。

「……ふん。お人ひと好よしな奴だな。別に頼たのんでないぞ」

「アネスちゃん！　ダメだよ！」

　が、珍しく本気で怒おこったリルカに叱られた。

「旦那さまは、アネスちゃんを助ける為に頑がん張ばってくれたんだよ。それなのに……」

「いいんだよ、リルカ。……本当に素す直なおじゃないな」

　オレは口元を緩ゆるめた。彼かの女じよの本心は分かっている。横顔が赤く染まっているのを見たからだ。

「……ありがとう。助けてくれて」

　やがて、囁くような声で、アネスは呟いたのだった。

　その言葉に、リルカは目をしばたたかせ、やがては微笑んだ。

「あ……リルカ、これ、受け取ってくれ」

　アネスが差し出した七色の花を、リルカはそっと手にとった。

「綺麗……これがセイレンの花？」

「うん。リルカに見せることが出来て、良かった」

　心から喜んでいるかのようなアネスの声。自分が死にかけて助かったことより、リルカに花を渡せたことの方が嬉うれしそうだった。

　この子は本当にリルカのことが、好きなんだな。

「ありがとう！　でも……もう、危険なことはしないでね。アネスちゃんが苦しそうにしてるの、わたし、見るの嫌いやだから」

「……うん。分かった。もうしない。ごめんね、リルカ」

　アネスが眉まゆ根ねを下げて、沈ちん黙もくした。何かを迷うような間だったけど、やがてオレの方に眼差しを向けてくる。

「なあ、少し訊いてもいいか」

「ん？　オレ？　なに？」

「どうして、お前はあたしをあんなに一いつ生しよう懸けん命めい、助けようとしたんだ？」

　オレは首を傾かしげた。質問の意味するところが分からなかったからだ。

　するとアネスは、躊躇ためらうように口をつぐんだ。が、やがて、思い切ったように言う。

「その……あんなにひどいことを言ったり、嫌きらったりしただろ。それなのにお前は、あたしの為に薬を作ってくれただけじゃなく、害獣がうろつく中、背負って森を抜けてくれた。お前も怪我したり、疲れたりしなかったのか？」

　ああ、そういうことか。

「まあ、君ほどじゃないけど、それなりにね」

「どうしてそこまでするんだ？　あたしのことを、怒ってないのか？」

「怒ってるか怒ってないかで言えば、別に怒ってないよ。オレが君の大切な人と結けつ婚こんしたのは事実だし、そんなことをいきなり知らされれば、反発だってするさ」

「……なんだよ、大人みたいなこと言って」

　一応、君よりは年上なんだけどね。

「後、どうしてそこまでするのかっていうことについては……簡単な話だ」

　オレはアネスに微笑みかけながら言った。

「オレは魔法薬士で、君はリルカの親友だ。理由なんて、それで十分だろう？」

　目を丸くするアネス。

「旦那さま……ありがとうございます」

　リルカが噛かみ締しめるようにそう口にしながら、オレを見つめてきた。仄ほのかに染まった頬ほおと、真まっ直すぐな目に、少し動揺する。

「え？　あ、い、いや、そんな大したことでも」

「いえ。わたし、やっぱり、旦那さまのお嫁よめさんになれて、良かったです」

　そっと手を握られて、心臓が跳はね上がった。なんだろう。いつもと違うというか、いつも以上に彼女から熱を感じるというか。こっちまでドキドキしてしまう。

　森を駆け回った疲ひ労ろう感かんなんて、即そく座ざに吹ふっ飛とんでしまった。

「……やれやれ」

　不意に、アネスが呟いた。視線を向けると、彼女は天てん井じようを向いたまま、自分の目を腕で覆おおい隠している。

「リルカが好きになるわけだ。完敗だよ」

「へ？　え？　どういうこと？」

　オレがきょとんとしていると、アネスはシーツを被かぶり直して、こちらに背中を向けた。

「うるさい。少し休みたいから、そっとしておいてくれ！」

　何がなんだか、訳が分からない。なんかオレ、変なこと言ったかな。

「お姉ちゃん？　アネスさん、大丈夫？」

　首を傾げていると、後ろの扉が開いてイリーナが顔を覗かせた。

「アネス、だいじょーぶ？」「だいじょぶ？」「アネス、げんき？」「へいきー？」

　子ども達まで問いかけてきて、アネスは叫さけんだ。

「ああ、もう、平気だよ！　ジェイクのおかげで、完全回復だぞ！」

　その、なにかを誤ご魔ま化かすような必死さに――。

　オレとリルカは顔を見合わせて、笑った。

　そして、次の日。

　オレとリルカは、リスティールへと帰ることになった。

　実家の前で、イリーナに子ども達、エイダさんが揃そろって見送ってくれる。

「元気でね、ジェイクさん、お姉ちゃん。またいつでも遊びにきてね」

「ねーねちゃん、行っちゃやだー！」「ずっといてー！」「ジェイクさんもここに暮らそうー！」「くらしてー」

　子ども達はさっきから泣きっぱなしで、リルカにしがみついている。

「ごめんね、皆みんな。また来るから、いい子にしていてね。泣かないで」

　一人、一人の頭を撫でながら、諭さとすリルカ。

「ほら、お姉ちゃん、困ってるわよ。行かせてあげなくちゃ」

　しゃがんだエイダさんから説得されて、子ども達はしゃくり上げながら、名残なごり惜おしそうに離はなれた。

「リルカ、お母さん、あなたがちゃんとやってるって分かって、安心したわ。無理をしなくてもいいけれど、出来る範はん囲いで頑張ってね」

「うん。ありがとう！」

　リルカとオレは頭を下げ、手を振る皆に別れを告げた。

　乗合馬車を捕つかまえるには、ここから少し離れた町まで歩いていかなくてはならない。

　とは言え天気は良いし、気候も穏やかだから、散歩気分で道を楽しむことが出来そうだ。

「リルカの家族に受け入れられて、ほっとしたよ」

「ふふ、お疲れさまでした。でも旦那さまのこと、お母さんやイリーナちゃんも褒ほめてましたよ。他の妹弟達にだって、懐かれてましたし」

「まあ、信用はしてもらえたようで、なによりだ」

　後はそれを裏切らないように努めないとな。

「それにしても……アネスは来なかったな」

　村を振り返るが、やっぱり、あの見覚えのある三角帽ぼう子しは見当たらない。

「ええ。どうしたんでしょう……旦那さまのお薬のおかげで、体調は改善したと思っていたんですが」

「あの後見せたお医者さんにも、もう大丈夫だって言われたからね。毒は消えたみたいだし、一晩経てば問題ないと思うんだけど。……まあ、なんだ。宿敵であるオレに助けられたのが、やっぱり悔しかったから、顔を合わせ辛いとかなのかな」

「そ、そんなことありませんよ！　アネスちゃんは、確かにちょっと気が強くて意地っ張りなところはありますが、で、でも！」

「はは、ごめん。冗じよう談だんだよ。まあ、なにか、都合があったんじゃないかな」

　と、オレが青空を仰あおいでいると、

「……おぉ……」

　背後から何か声が聞こえてきた。忘れ物でもしてイリーナが届けてくれたのかと思って振り返ると、

「おお……おおおおおおおおおおおおおおおいっ！」

　凄すさまじい勢いで、アネスが突とつ撃げきしてくるところだった。

「ええ!?　なに!?　なになになに!?」

　鬼き気き迫せまる表情にオレは思わず身を引いてしまう。

「待て待て待て待て、待て――ッ！」

　オレ達のところまで全力疾走してくると、アネスは砂すな埃ぼこりを立てながら止まった。

「待てっ！」

「いや、待ってるけど」

「どうしたの、アネスちゃん」

「あ……あの……ジェイ……リル……」

　何かを伝えようとしてるようだけど、完全に息切れしているので、まともに喋しやべれてない。

「お水飲む？」

　リルカが肩かたから下げていた鞄かばんから、皮かわ袋ぶくろに包まれた飲料水を渡した。アネスは手に取って蓋ふたを外すと、一気に飲み干す。

「――ぷはっ！　助かった。ありがとう、リルカ！　ジェイク、待て！」

「さっきからずっと待ってるって」

「そうか！　あの……あれだ。今日で帰るんだろ。ジェイクに渡すものがあったんだ」

　言って、懐ふところを探さぐるアネス。取り出したのは布製の袋に包まれた何かだった。

「オレに？　なに？」

「……あのな！　その前に言っておくぞ。これは別にジェイクを認めたとか、そういうことじゃないからな！　ただ、お前だけのけものにするのもなんだなというか、可哀想というか、あたしの矜きよう持じが許さないというか、そういう諸もろ々もろの理由があってだな！」

「……はあ」

　一体何だろう。

「後、調子に乗るなとも言いたいし、これで距離を縮められたと思ったら大おお間ま違ちがいだし、挙句の果てにあたしへ友情を感じてあだ名をつけたりなんかしたら、言語道断だからな!?　そういうの、甘あまいぞ!?　分かってるか!?」

「分かってる、分かってるって」

　どこまで不安を発展させてるんだ。

「よし――なら、やる！」

　アネスから突つき出された布袋に、オレは眉を顰める。

「あの、これ、なに？」

「開けてみれば分かる！」

「そりゃそうだけど、なんか、こう、恐こわいんだが」

「な、なんだと!?　あたしが変なものを贈おくると思うか!?」

　思わないけど、あれだけ前準備を置かれたら、警けい戒かいもしようというものだ。

「旦那さま、開けてみましょう？」

　リルカがにこにこしながら勧すすめてくる。なんとなく、中身が分かっているような感じだ。まあ、そう言われるなら、やってみるか。

　オレは布袋の紐ひもを解いて、手の上に振った。中身が零こぼれ出て、幾つかが掌てのひらの上で転がる。あれ、これは……。

「カシュの実？」

「そうだ！　それ、持って帰れ！」

「え、いや、どうしてこれを……あ」

　そういえば昨日、カシュの実はこの辺りでしか採れないって言ってたっけ。

「それがあれば、家でも木の実のパンケーキが焼けるだろ。リルカに作ってもらえばいい。いや、お前も手伝え。いいな？」

「あ、ああ。……もしかして、これを探す為に村に居なかったのか？」

　アネスが顔といわず全身を真っ赤に染めた。急に震ふるえ始める。

「そ、そ、そ、そそそそそそ、そ、そ、そ！」

「そういうことだよね、アネスちゃん」

　親友が口に出来ないことを代弁し、リルカは彼女を抱だき締めた。

「ありがとう、アネスちゃん。旦那さまのために」

「べ、べ、別にジェイクの為じゃないからな！　リルカが悲しそうにしてたから、その為にやったんだからな！　勘かん違ちがいするなよ!?」

　どういう対応をとればいいか分からなくなったらしく、アネスが鋭く睨にらみつけてくる。

「ああ。感謝するよ、アネス」

「…………うん」

　が、オレがごく普ふ通つうに礼を述べると、彼女は俯うつむいて、小さく頷うなずいた。

　そのままちょっと心配になるくらい、沈黙する。でも、

「……その……リルカ……」

　やがて、ぼそぼそと喋り始めた。

「えっと……元気でな」

「……うん」

「また手紙送ってな。あたしも送るから」

「うん」

「今度、そっちの街に遊びに行くな。リルカも時間があったら、こっちに来て」

「うん」

「……リルカ……」

　次し第だいにアネスの声に、震えが起こり始めた。

　と思っていると――嗚お咽えつを上げる彼女の気き丈じような顔に、一筋の涙が伝う。

「……リルカ、幸せになってね。沢山、一いつ杯ぱい、幸せになってね」

「うん。……うん」

　再びの沈黙。そして、リルカが、か細く告げた。

「また会おうね……アネスちゃん」

　そのことが、きっかけになったかのように。

　抱き締め合う二人は、やがて、大声を上げて泣き始めた。

　オレが踏み込むところなんてあるはずがない。親友同士で築き上げた、絶対で、不ふ可か侵しんで、尊重すべき物が、そこにはあった。

「……頼りないかもしれない。でも、リルカのことは、任せてくれ」

　紡つむいだ言葉がアネスに届いたかどうかは分からない。だが、それでも良かった。

　これは――オレの、決意でもあったのだから。




　こうしてリルカの里帰りは、あっという間に、終わった。







[image: ]







第二章　弟子希望と安らぎのスープ







「ジェイク＝レイランドさん！　自分を弟子にして下さいっす！」

　突とつ然ぜんの訪問者は、事務所の扉を開けるなり言い放った。

「……へ？」

　対応していたコニーが、目を丸くして固まる。

「ジェイク＝レイランドさん！　自分を！　弟子にして下さいっす！」

　その訪問者――小こ柄がらな体にだぶつき気味のローブを羽織り、大きな眼鏡をかけた女の子は、コニーに詰つめ寄よった。

「ちょ、ちょっと待って、え、なに？　あなた、誰だれ？」

　困こん惑わくする――そりゃ誰だってするだろう――コニーが尋たずねるも、女の子は聞く耳をもっていない。

「ジェイク＝レイランドさん！　自分を！　弟子にして欲ほしいっす！」

　加えてそれしか言わなかった。

「ジェイク＝レイランドさん！」

「ああ！　もう、ちょっと！　あたしはお兄ちゃんじゃないわよ!?」

「え！　そうなんすか!?　じゃあ、あなた、誰っすか!?」

「あたしはコニーよ。ジェイク＝レイランドの妹！」

「なんだ、そうっすか。よろしくっす！　自分、サーヤ＝イレブンっす！」

　腰こしも折れよとばかりに頭を下げると、サーヤと名乗った女の子は「失礼するっす！」とコニーの傍そばを通り抜けて、事務所の中に入ってくる。

「あなたが、ジェイク＝レイランドさんですか!?」

　真っ直ぐ向かったのは、アイラの席だ。

「え、いや、違ちがうわよ。わたしはアイラ」

「なんと!?　ならば……あなたっすか!?」

　次いで標的を姉さんに定める。

「違うわよぉ。私は、この事務所の所長でぇ、セシリアよぉ」

「え、所長さん！　それは、ごめんなさいっす！　でも、あなたも違うんすか！　ええ、困ったな、この事務所にいるって聞いてたんすが……」

　サーヤは事務所内を見回し、ザックのところで視線を止めた。

「あなたは……」

「ふふ、ようやく探し当てたみたいだな、子こ猫ねこちゃん。そう、俺おれこそがジェイク＝レイランド――」

「あなたは違うっすね！」

　なぜかオレの名を騙かたろうとしたザックは、華か麗れいに流されて、椅子から転げ落ちる。

「いや、なんで!?　なんで俺だけ!?　コニーでさえ勘違いしたのに!?」

「でさえってなによ。ザックが魔ま法ほう薬士っぽくないからそう思われたんでしょ」

　鼻を鳴らしたコニーに、アイラも、うん、うんと同意した。

「中々見込みのある子じゃない」

「どういう意味だよ!?　俺、これでもそれなりに経験積んでるんですけど!?」

　ザックがわめくのを、セシリア姉さんが「まあまあ」と抑おさえる。

「じゃあ……あなたが、ジェイク＝レイランドさんっすか！」

　それほど広くも無い事務所を全力で走り抜けてこちらまで来ると、サーヤさんはオレの手を握って、ぶんぶんと勢いよく振って来た。

「ああ、まあ、そうだけど。君、誰？」

「お、これは失礼したっす！　自分、リスティール魔法学校の生徒で、魔法薬士希望っす！」

「ああ、そうなのか。じゃあ、オレの後こう輩はいだ。ところで、弟子って？」

「はいっす！　自分、そろそろ卒業で、師し匠しようを探さなくてはいけないんすが、ジェイクさんを希望してるんす！　その為に、まずはご尊顔を拝見しつつお伺うかがいを立てようかと、事務所にお邪じや魔ましたんす」

　なるほど、そういうことか。

　魔法学校に通う学生は、卒業と共に、本職として活かつ躍やくする先せん輩ぱいの下で弟子として働くのが通例となっている。そこで色々と学んだ後、師匠が許可を出せば、独立できるというわけだ。

　オレもメーヴィス師匠に習ったし、コニーも現在、姉さんの下で修しゆ行ぎよう中ちゆうだった。

「自分、ジェイクさんに心底、しんっそこ、憧あこがれてるんっす!!」

　サーヤさんは、事務所中に響ひびくようなでかい声を上げる。まともに浴びせられて、オレの耳がきーんっと鳴った。

「そ、そうなのか。それは、ありがとう」

「ええ！　だから、弟子に！　自分をどうか弟子に！　して下さいっす！」

　突然に一定の距離をとったかと思うと、サーヤさんはひざを折った状態で床ゆかに座り、手をつくと、深々と頭を下げてくる。不自然な態勢だけど――そういえば、以前に聞いたことがあったな。確か、東方の国では有名な『土下座』というやつだ。

　心の底から詫わびを入れたい、あるいは何かをお願いしたいと思う相手にするものだっけ。

　初めてされたけど、あんまり良い心地ここちはしないな。物もの凄すごく悪いことを相手に強しいている気分になる。

「あの、とりあえず頭を上げて、立ってもらえないかな。やりにくいから」

「いえ！　ジェイクさんの前で同じ立場から物を言うなど、恐れ多いっす！　むしろこの床を掘ほって、縄なわでつり下げられながら、二階と三階の中間あたりで話をしたいぐらいっす！」

「それはオレだけじゃなくて、下の人もびっくりしちゃうからね」

　見かねたアイラが寄って来て、サーヤさんの肩を叩たたいた。

「あのね、ジェイクはそういうの苦手だから、普通にしてあげて。あなたも憧れの人の気分を害したくないでしょう」

「はっ!?　それもそうっすね！　これは盲もう点てんというやつでした……では、恐れながら普通に地べたに座らせて頂くっす！」

「いや、椅子に座ってくれ」

　やりにくいな、この子。

「ほら、これ使えって。幸い、今はデカい仕事も無いし、こいつも話くらい聞けるから」

　ザックが自分の椅子を持ってきて、サーヤを座らせた。ついでに姉さんの方を振り返る。

「いいですよね、所長」

「いいわよぉ。なんだか面白おもしろそうだしねぇ」

「いや、面白がらないで欲しいんだけど」

　オレの返しに、姉さんはにこにこしながら、無言で珈琲コーヒーを啜すすった。こうなると何を言っても無む駄だだ。

「……とりあえず、えーと、サーヤさん」

　オレは、サーヤさんと向かい合いながら話し始めた。

「どうぞ、サーヤとお呼び下さいっす！　自分の呼び方は、ジェイク究極頂点大王神アルテマ・キング・オブ・ゴツドでいいっすか!?」

「良くない」

　全然良くない。

「え、じゃあ、ジェイク超越奇跡天王神ゴツド・オブ・ゴツド・オブ・ゴツドではどうっすか!?」

「いいって言うと思ったのか!?」

　周囲でアイラとザックが必死に笑いをこらえていた。どうしてか分からないけどオレが恥はずかしい。

「いいじゃない、ジェイク究極頂点大王神」

「いや、超越奇跡天王神も捨てがたいな。いっそ、混ぜて究極頂点奇跡天王神アルテマ・キング・オブ・ゴツド・オブ・ゴツドとかどうだ？」

　どうだじゃない。二人ともにやにやするな！

「普通に、ジェイクでいいから」

「そうっすか……では、ジェイクさんと呼ぶっす」

「そうしてくれるとありがたい。ええと、でもな、サーヤ。弟子って言われても、オレは今のところ、魔ま導どう士し協会の指導役には登録してないんだよ」

　通常、魔法学校の卒業生が師匠を斡あつ旋せんしてもらおうとするなら、協会に申し出る必要がある。

　協会は保管されている登録名めい簿ぼから希望に合う魔導士を選び、卒業生の了りよう解かいが得られれば、その人物を紹しよう介かいする、という手て筈はずになっていた。

　残念なことに、魔導士になっている全員が、善人とは限らない。中には卒業生をいいように扱あつかって使い潰つぶしたり、優ゆう秀しゆうな人間を手元に置いておきたいが故ゆえ、いつまで経っても独立許可を出さないところもあった。

　そういった問題を防ぐ為にも、師匠――つまりは見習いへの指導役には、協会から実力以外にも幾いくつかの面接をされ、社会的にも人間的にも信用に足ると判断された者しかなることが出来なかった。

　まあ、中にはオレのメーヴィス師匠のように、協会側から請こわれて登録しているような人もいるけど、これは特例中の特例だ。

　で、オレは今のところ、指導役に登録希望は出してない。

「そ、そうなんすか!?　でも、七ツ星を授じゆ与よされた魔導士ともあろう方が……」

「実際、協会からは何度か打だ診しんがあったんだけどね。断ってるんだよ。オレは姉さんのところで働いている、一いつ介かいの雇やとわれ魔導士だからね」

　弟子をとれるような身分じゃない、というわけだ。

「……そうなんすか……」

　目に見えてがっくりと落ち込むサーヤ。

「ごめんな。君の気持ちはありがたいけど、そういうわけだから、他の人を探してくれ」

「ううー。で、でも、自分、ずっとジェイクさんみたいな魔法薬士になりたいって思ったんっすよ。だから、卒業できて、ようやく弟子入り出来るって思ったんすが……」

　そう悲しそうな顔を向けられると、こちらとしても困ってしまうな。

「どうにかならないんすか!?　別に登録してなくていいから、自分の師匠になってくれないっすか!?」

「いやいやいや。そうしたら、オレが許可を出したところで、君は独立できないよ。協会が公こう認にんしてるわけじゃないんだから」

「そこをなんとか！　道理を捻ねじ曲まげて下さいっす！　七ツ星の力で!!」

　無む茶ちや苦く茶ちや言うな……星はただの称しよう号ごうであって何かの権利を持ってるわけじゃないんだが。

「ねぇ、ジェイクちゃん。ここまで言ってるんだから、受け入れてあげたらどうかしらぁ」

　姉さんまでとんでもないことを言いだした。

「無茶言わないでくれよ。オレが良くても公的にダメなら意味がないし」

「要するに、サーヤちゃんは、ジェイクちゃんの元で学べればいいんでしょぉ？」

「はいっす！　そうっす！」

　椅子をがたりと揺ゆらして、姉さんに向き直るサーヤ。

「なら、弟子入りしなくても、とりあえず一週間だけ傍に居て色々と吸収しちゃえばいいんじゃないかしらぁ」

「一週間だけ……？」

「もしかしてお姉ちゃん、体験所属のこと言ってる？」

　コニーの発言に、オレは、ああ、と呟つぶやいた。そういうのもあったな。

「体験所属って、あれでしたっけ。卒業間近の学生が、希望する事務所がどんなところか知る為ために、仮で入所するやつ」

　アイラが思い出すように告げると、ザックが手を打った。

「あーあー。やったやった。懐なつかしいな。それでいいんじゃないか？　気に入ったのなら、そのままうちに所属すればいいよ。ジェイクもいるし」

「お前がそれを言うなよ。決めるのは姉さんだぞ」

　オレの指し摘てきに姉さんは「あらあら」と微笑ほほえんだ。

「もう一人くらいなら、うちは大だい丈じよう夫ぶよぉ。サーヤちゃん、どうかしら？」

「は、はいっす！　それでいいっす！　いや、それがいいっす！」

　勢い良く立ち上がると、サーヤは頭を下げた。

「では、皆さん、よろしくお願いするっす!!」

　……なんか、また、ひと騒そう動どう起きそうな気がするなぁ。




　なんていう、オレの心配を他所に。

　数日後、無事に学校側から認にん可かが下りたサーヤの体験所属が始まった。

「さて……サーヤ？　一週間とは言え、この事務所に見習いとして所属したということは、当然、分かってるわよね？」

　朝、事務所に来ると、コニーが何からサーヤを相手に調子に乗っている。

「あたしはあなたよりずっと早くから、この事務所に居るの。ということは、どういうことかしら？　どういうことかしら？　言ってごらんなさい、サーヤ！」

「えっと、先輩ってことっすか？」

　無意味なくらい居い丈たけ高だかなコニーに、サーヤはぽかんとしたまま対応した。

「そう！　先輩！　なんて……なんて良い響きかしら！　つまり、あなたはあたしの言うことを聞かないといけないの！　だってあなたは後輩、先輩のわたしより、何も知らないのだから！」

　オレは珈琲を飲んでいるザックに近付いて、囁ささやいた。

「なにやってるんだ、あいつ」

「さあ。今までずっと下だったから、偉えらぶれるのがうれしいんじゃないのか」

　ああ、そういうことか。分かりやすい奴やつ。

「そうと決まれば、基本的なところから教えていくわね！　ついてらっしゃい、サーヤ！　まずは、魔法薬の瓶びんに貼はる紙の角度についてよ！　簡単だけどこれが実は相当に難しくて、斜ななめになり過ぎず、かと言って真っすぐ過ぎず、絶ぜつ妙みような感覚で――」

「あああああああ！　ジェイクさん、おはようございまっすっ！」

　が、何やら決め顔で説明を始めたコニーをまるっと無視して、サーヤが超ちよう特とつ急きゆうでこちらに向かってきた。

「お、おはよう」

「いやー、今日もジェイクさんにお会いできて、光栄っす！　感謝の極みっす！　今生の喜びっす！」

　また大げさな。

「ちょ、ちょっと！　こら！　あたしの話を聞きなさいよ！」

「先輩、後でいいっすか!?　ほら、ジェイクさんがいるので！」

「いるからなによ!?」

「いるから、すみません、先輩、後で！」

「だから、それがなんなのって言ってるのよ、ウキーッ！」

　コニーが暴れて地じ団だん駄だを踏ふみ、アイラから「どうどう」と馬のように宥なだめられていた。

「仕方ないわよ、ジェイクを尊敬してたっていうんだから。しばらくはあいつに任せておきましょ」
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「ううううー。せっかく、せっかく後輩が出来たのに……」

　頬を膨ふくらませてむくれるコニーに、罪悪感のようなものが芽生えた。

「ジェイクさん、今日も魔法薬を作るんすか!?」

「う、うん、そのつもりだけど」

「なら、自分。横で見てていいっすか!?　色々と学びたいので！」

「いいけど、仕事を頼たのまれたらちゃんとしてね。仮とは言え、君もうちで働いてるんだから」

「了解っすっっ!!」

　滅め茶ちや苦く茶ちや声でかいな、この子。意気込みは買うけど。

　オレはやれやれと思いつつ、今週中に終わらせなければならない、魔法薬の製作を始めることにした。

　…………んだけど。

「…………」

「…………」

「…………あの」

「…………」

「……あの、サーヤ？」

「はい、なんすか!?」

「熱心なのはいいことだとして、そんなにじっと見られると、やりにくいんだけど」

　それこそ、密着せんばかりに接近されてるから、どうも落ち着かなかった。

「でも、自分！　ジェイクさんに憧れてますから！　その全すべてを！　吸収したいっす！」

「それは分かるけどね。でも、もう少し離れてもらっても……」

「これは何の薬を作ってるんっすか!?」

「ああ、これは、医院に送る為の骨折回復薬と、瞼まぶたの腫はれに効くやつを」

「材料は!?　材料はなんなんすか!?」

「パルプの実とカネモの木炭にディルク液っていう、虫からとれるやつを組み合わせたりとか」

「ほうほう！　なるほど！　なるほどー！　さすがジェイクさんっす！」

　サーヤは羽ペンと紙を取り出すと、何やら書き込み始めた。

　……どうも、思い込んだら一直線な子みたいだな。こりゃ、今日はずっとこの調子かも知れない。

　という予感が見事に的中し、他の所員や姉さんから頼まれた仕事をしながらも、サーヤはずっとオレに張り付いていた。

　一挙手一投足を見ては、逐ちく一いち、メモしていく。

　昼になって、皆が休きゆう憩けいを取り始めても、それは変わらなかった。

「えーと、オレ、お昼食べるけど。君はどうするの？」

　オレがリルカに作ってもらった弁当を取り出すと、サーヤもローブのポケットから何かを取り出した。黄色く三角形で適度な厚さがある――チーズ？

「ん？　それをどうするの？」

「食べるっす。お昼っす」

「え、お昼、チーズだけ？」

「はいっす。大丈夫っす、デカいっすから！」

　なにが大丈夫なのか。多分、量はあるからって意味だろうけど、栄養とかそういうことを考えると、大きな問題がある。

「随ずい分ぶんと質素な食事をしてるのね。わたし、今から屋台に麺めん買いに行くけど、あなたの分も一いつ緒しよに買ってこようか？」

　アイラが気を遣つかって声をかけたが、サーヤはゆるゆると首を横に振ふった。

「お気き遣づかいありがとうございますっす！　でも自分はこれでいいっす！　お腹なかが満たされればそれで充じゆう分ぶんっすから」

　言って、サーヤはチーズにかじりついた。一心不乱に食べて行く様は、物が物だけに、ネズミに似ている。

「なんつうか、とんでもねえ奴が来たな。さすがジェイクの弟子志望」

「なにを意図した言葉だそれは」

　オレが眉まゆを顰ひそめるとザックは肩を竦すくめた。大体分かるだろ、という仕草だ。本当に大体分かるだけにちょっと腹が立つ。

「ふん、じゃあ、勝手にすればいいわ。あたしは今からパン屋に行ってくるから。今日から限定発売される苺いちごクリームカスタードメロンバターデニッシュにするわよ！」

　誰も訊きいてないのに自分が購こう入にゆうする予定のパンを大声で主張するコニー。っていうかそれ、どんなパンなんだよ。

「あらあら。いいわねぇ。わたしも行くわ、コニーちゃん」

　姉さんが席から立って、コニーと一緒に事務所を出て行った。アイラやザックも一緒だったので、所内にはオレとサーヤ、二人だけになる。

「皆さん、色々と食べたいものがあるんすねぇ」

　既すでに半分以上無くなっているチーズを手に、サーヤが言った。何やら別世界の出来事を見たような口調だ。

「君は無いの？　そういうの」

　オレは弁当の蓋をあけながら訊いた。今日はサンドイッチだ。厚く焼いた卵と、ハンバーグとチーズが挟はさまれたものの二種類。添そえられたサラダは丁てい寧ねいに切られたトマトの赤がよく映はえている。美味うまそう。

「特にないっすね。嫌きらいな物はないっすけど、好きな物もないっす。食事している時間があれば、その分、魔法薬の研究に当てたいっす！」

「…………そう」

「ん？　どうかしたっすか!?」

「ああ、いや、なんでもないよ」

　なんか、こう、少し前の誰かを彷ほう彿ふつとさせるな。誰かっていうか、オレだけど。

「ところでジェイクさん、さっきの魔法薬の合成についてなんすけど、一いつ般ぱんでは違う素材を使ってますよね」

「ああ。そっちの方が手に入りやすいからね。たださっきオレのやった方が効果は高まるし、値段もそんなに変わらないから……って、昼休憩の時くらい、仕事の話はやめようか」

「なんでっすか!?」

「なんでっすかって……そう言われると困るんだけど。ほら、休む時は休まないと、ずっと張りつめたままってのも疲つかれないか？」

「……そう……すか？」

　なんだか不思議そうな顔をされた。そんな変なこと言ったかな、オレ。

「ところで、ジェイクさん、すごく豪ごう華かなお弁当っすね。ご自分で作られたんすか？」

「いや、これはオレの――」

　と答えようとしたところで、扉とびらが開いた。

「お仕事中、すみません。失礼します」

　リルカだ。どうしたんだろう。

「あ、旦だん那なさま！　良かった、おられましたね。これ、今朝、机の上に置いてあったので、ひょっとしたらお忘れになったのかと思いまして」

　駆かけ寄ってきたリルカは、オレに魔法薬の瓶を渡わたしてきた。

「あれ!?　これ、もってきてたと思ったんだけど」

　慌あわてて鞄を探るが、見当たらない。朝バタバタしていて、入れるのを失念していたらしい。

「ありがとう、助かったよ！　試験用に作った魔法薬で、空いた時間に姉さんに見てもらおうと思ってたんだ。わざわざ、ごめんな」

「いえ、とんでもないです。その……お仕事中の旦那さまに、お会いすることも出来ましたし」

　頬ほおを赤く染めてはにかむリルカに、オレも思わず笑えみがこぼれた。……本当にいじましいな、この子は。

「うわ、なんかすっごく可愛かわいい子っすね！　どなたっすか!?」

　サーヤが両手にチーズをもったままで目を丸くした。

「ああ。オレの奥おくさん。少し前に結けつ婚こんしてね。このお弁当もリルカが作ってくれたんだ」

「ええ!?　ジェイクさん、結婚されてたんすか！」

「初めまして、リルカ＝レイランドです」

　丁寧に頭を下げたリルカに、「どうもっす、サーヤっす！」と不慣れな動作で一礼するサーヤ。

「はー。びっくりしたっす。ジェイクさん、そういうの興味ないと思ってたっす」

「ああ、まあ、間ま違ちがってはいないというか……なんだろうね」

　答えるのが非常に難しい。

「いやー、それにしても可愛いっすねー。おいくつなんすか!?」

「えっと、十四歳さいになります」

　サーヤの動きがぴたりと止まった。……うん。言いたいことは分かるけど。

「…………さすがっす、ジェイクさん！」

　そこで褒ほめるのかよ。

「世間の声など気にしない、独自の道を行き、己おのれの夢を叶かなえる。それこそ自分が憧れたジェイク＝レイランドっすよ！」

　すごいな。称しよう賛さんされてるのに、なんだか全然うれしくないぞ。

「旦那さま、こちらの方は？」

　おっと、紹介するの忘れてた。オレはざっとリルカに説明した。

「はー……旦那さまのお弟子さんに」

「そうっす！　よろしくっす！」

「弟子じゃないんだけどね。とりあえずうちの事務所で預かることになって」

　話している内に、サーヤは「ごちそうさまっす！」と手を叩く。

「ジェイクさん、お昼を食べたから、魔法薬のことをもっと教えて欲しいっす！」

「え、もう？　そりゃ、オレもそろそろ食べ終わるけど」

　昼休憩はまだ残ってるぞ。

「無理を承知で、お願いするっす！　自分、一秒も無駄にしたくないんす！　先さき程ほどのこともそうですけど、ジェイクさんは既き存そんの魔法薬であっても場合によっては材料を変えることがあるんすか!?」

「そうだね。君もある程度は知ってると思うけど、魔法薬と一口に言っても合成によってその効果や持続時間が大きく変わることがあって」

「ふむふむ！」

「過去には一いつ般ぱん的てきに大きく広まっていて、もはや改善の余地はないと思われたものでも、ちょっとした工く夫ふうで劇的に変化したりとかあってね。だから新しい物の開発ももちろんだけど、既にあるものでも完成されているということはなくて――」

「ほうほう！」

　あの、感心する度に詰め寄ってくるのは勘かん弁べんしてもらえないかな。

「それからそれから、どうしたんすか、ジェイクさん！」

「ああ、いや、えーと。だから、魔法薬ってのはね……というか、近いよ、サーヤ」

「なにがっすか!?　自分の夢が叶うのがっすか!?」

「今の状じよう況きようでそんな捉とらえ方かたがあるとは思わなかったよ。物理的な距きよ離り、距離」

　ほとんどオレにくっついているような感じだ。頭一つ分かそれよりもっと低い位置に顔があるから、なんとかなってるが、そうでなければ大変なことになってたかもしれない。

「君も女の子なんだから、もうちょっと気を付けないと」

「え、どういうことっすか!?　自分が女だったら、なにか魔法薬の製作に影えい響きようが!?」

「そうじゃなくて」

　一いつ旦たん、魔法薬から離はなれてもらいたい。

「ただいまー。あれ、リルカちゃん」

　と、そこでザックとアイラが帰って来た。後ろから姉さんとコニーも続く。

「ああ！　ちょっと、サーヤ！　なにお兄ちゃんにもたれかかってるのよ！」

　コニーは買ってきたパンの袋ふくろを放ほうり投なげると、怒ど涛とうの勢いで駆け寄り、サーヤの首根っこを掴つかんだ。

「見習いの分際で、十年、いや、百年早いわよ!?」

「なにがっすか!?　離して下さいっす！」

　全く自覚がないのか、サーヤはばたばたと暴れる。

「ジェイクちゃん、ダメじゃない、奥さんの前でぇ。リルカちゃん、怒おこっちゃうわよぉ？」

　姉さんから注意をされて、オレは、はっとなった。

　見れば――リルカが、思いっきり頬を膨らませている。

「い、いや！　違うんだよ、リルカ。今のはそういうことじゃなくて！」

「え!?　あ……やだ。べ、別に怒ってないです！」

　自分で自分の行こう為いを意識していなかったようで、リルカは急いで自分の顔を叩いた。

「大丈夫よ、リルカちゃん！　とっても可愛かったから！」

「おう、いつも落ち着いているから、そういう年とし頃ごろの女の子みたいな反応、お兄さんもっと見たいな！」

　アイラとザックから訳の分からない擁よう護ごをされて、リルカが余計に慌てふためく。

「はわわわ、いえ、別にわたしは！　だ、旦那さまが別の女性にくっつかれているのが嫌いやだとか、あんな大だい胆たんなことしてちょっと羨うらやましいとか、そういうことではなくて！」

「いいわよ、自分の気持ちが全部口から出てる、いいわよ、リルカちゃん！」

「お兄さん、お昼食べる前にお腹なか一いつ杯ぱいになっちゃいそうだぜー！　ひゅーっ！」

　二人からはやし立てられ、リルカは顔を真っ赤にして、その場に蹲うずくまった。

「いいから、こっちに来なさいってばーっ！」

「いーやーっすー！　ジェイクーさんーっ！」

　一方、コニーにぐいぐいと引っ張られ、それでもオレにしがみつくサーヤ。

「ちょっ、ローブが伸のびる！　伸びるって！　っていうか、リルカ！　そういうことじゃないからね!?」

「そう、そうよ、ジェイク！　そこで『オレが好きなのは君だけだよ』と囁くように！」

「『だけど君を心配させてごめん。オレは馬ば鹿かな男さ』とつけ加えるのも忘れずに！」

「お前達たちはさっきからこの状況を楽しむな!!」

　オレが怒ると、アイラとザックは揃そろって舌を出した。こういう時だけびっくりするくらい気が合うんだからな、こいつら……。

「はいはい。そろそろやめましょうねぇ、サーヤちゃん」

　姉さんがのんびりやってくると、サーヤの体を掴んで抱だき上あげた。

「ああ！　所長さん！　そこをなんとか！」

「だめよぉ。それに、もうお昼休みはお・わ・り。お仕事沢たく山さんあるから、やってちょうだいねー」

「ああああああ！　ジェイクさーん！　っていうか、え、なんすか、なんすかこの力!?　全然抵てい抗こうできない!?　所長さん、そんな細い体でどこからこんな力を!?　おっぱいっすか、そのおっぱいからあふれ出てるんすかー!?」

「うふふー。サーヤちゃんも大人になれば、分かるわよぉ」

　いいや、分からない。現にオレも姉さんの理解できない部分が沢山ある。

「しかし、なんとか離れてくれたか……」

　どうなることかと思ったよ、実際。

「だ、旦那さま、今日は家に帰ってこられますか？」

「え？　ああ、うん。そうするつもりだけど」

　リルカから突然に訊かれて答えると、彼かの女じよはほっと息をついた。

「わ、わたし、旦那さまのお嫁よめさんですから。今日もお出で迎むかえします！」

「う、うん。ありがとう」

　なんだろう、改めて。

「あと、えっと……あの、今日は、いつもより長く……長く……」

「長く？」

「…………抱き締しめて欲しいです」

　消え入るようなか細い声で言われて、オレは自分の顔が熱くなるのを感じた。

「は、はい。そうします」

「お、お願いします！　では、わたし、失礼します！　皆みなさん、お邪魔しました！」

　事務所の全員に頭を下げると、リルカは気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすみたいに、急いで出て行く。

「……は、ははは。ちょっと嫉しつ妬とさせちゃったかな」

　申し訳なさに、オレは頭を掻かいた。

「オラァッ！」

　いきなりザックに蹴けられる。

「なんだよ!?」

　威い力りよくは加減していたようで痛くはなかったけど、びっくりはした。

「『参ったねどうも、こりゃ今日はいつもより可愛がってやらないと』みたいな顔してたから蹴った。悪いか」

「悪いわ！　勝手な主観で蹴るな！」

「客観的に見てもそうだったわよ。ザックがやらなきゃわたしがやってた」

　アイラまで本気の目をしている。お前達は煽あおりたいのか、憎にくらしいのか、どっちなんだ。

「ジェイクさぁん、魔法薬のこと、教えて欲ほしいっすぅ」

　サーヤは泣きそうな声で言いながら、瓶に薬の名がついた紙を貼っていた。

「無む駄だ口ぐち叩たたかない！　きりきり働く！」

　コニーから厳しく命じられ、彼女は再び単純作業にとりかかる。

「がんばれ、サーヤ。君がやっているのも、魔法薬士に必要な仕事だ」

　オレは苦く笑しようして言った。

　が、それからもサーヤは隙すきあればオレのところに来て、何かと色々質問してきたものだ。

　とは言え、こちらの作業の合間を縫ぬってのことだったので、それほど負担にはならなかった。意外にそういうところはよく見ているのかもしれない。

　しかも更さらには、オレの横で作業を見ながら、手伝いで魔法薬を作り始めた。

　本来、見習いが実際に人へ使う魔法薬――つまり世間に流通する商品となる物を作るのは、弟で子し入りしてから最低でも半年程度はかかる。

　その間はコニーのように、単純作業をしたり、書類整理やちょっとしたお使いなどをしながら、師匠や先せん輩ぱい達たちのやっていることを見たり、教わったりして、ある程度の経験を積んでいくというわけだ。

　が、体験所属の場合は限られた時間しかない為、試験的にある程度の魔法薬製作を任されることも多かった。

　加えてサーヤがこの事務所を希望したのはオレから学ぶ為だということもあり、その辺りを姉さんも配はい慮りよしてくれたというわけだ。

　尤もつとも、やらせているのは極ごく々ごく簡単な傷の治ち療りよう薬やくや、魔ま法ほう道具屋で市し販はんされているような栄養薬などでしかない。

　つまりは失敗する可能性が限りなく低く、見習いでも満足に作れる物だ。

　それでも、オレのやり方を見ながら自分でも実じつ践せん出来るのは殊ことの外ほか、ありがたかったらしく、サーヤは夢中になってやっていた。

　ただ、最初は調子よく合成をしていったものの、次し第だいに動きが衰おとろえ始める。

　元々はオレが三つ作る間に一つ程度だったのが、四つに一つとなり、五つに一つとなっていった。

　無理もない。魔法薬の合成というのは、想像以上に集中力を必要とする。分解した素材を使い、魔ま力りよくを媒ばい介かいに再構成する過程で、少しでも何かを失敗すれば、求めていた結果と全く違ちがうものが出来上がることもあった。それでも薬ならばまだいいが、時に毒を生み出してしまうこともあるのだ。

　だから、慣れていない大たい抵ていの見習いは、徐じよ々じよに疲ひ弊へいしていく。

「あの……ジェイクさん、全然休まないんすね」

　重いため息をついたサーヤが、オレの手元を見ながら訊いてきた。

「ん？　辛つらいなら休憩していいよ」

　オレは言いながら次の素材を手に取り、分解、合成、再構成をして薬を作った後、また同じことをやり始める。

「い、いえ、そんなことないっす！　自分もジェイクさんと同じようにするっす！」

　サーヤは首を勢い良く振り、自分に与あたえられた魔法薬作りに再び没ぼつ頭とうしようとした。

「引け目を感じる必要なんてないよ。それに集中力の欠けたままで魔法薬を合成するのは危険だ。いくら君の作っているものが合成し易やすい物だとしてもね」

「問題ないっす、集中力びんびんっす！　まだまだやれるっすよ！」

「ならいいけど。今、なにを作ってるの？」

「ええと、擦すり傷きず用の薬っす！」

「じゃあ、そっちじゃなくて、ガド草とドルモグラの尻尾しつぽだから」

「あ、ああ!?　す、すみませんっす！」

　素材をとり違えていたサーヤは、急いでオレが言ったものを持ってくる。

「無理しちゃダメよ、サーヤちゃん。魔法薬士によって合成できる速度は全然違うんだから。人より遅おそくてもいいの。納品日に間に合えばいいんだから」

　アイラがこちらを向いた。

「そうそう。大体、ジェイクを真似まねしようなんてのはどだい不可能な話なんだよ。こいつ、本当、化け物級だからな」

　失礼なことを言ってくるザック。いや、失礼っていうか、どういう表現だよ。

「オレだって普ふ通つうにやってるだけだぞ。別に特別なことなんてしてない」

「普通にやってる奴は、喋しやべりながら手だけ気持ち悪く動かして魔法薬を合成しねえんだよ」

「珍めずらしくザックが正論言ってる」

　アイラまで頷うなずく始末。そう言われても、オレは気がついた時からこうだからな。

「す、すごいっす。素す晴ばらしいっす、ジェイクさん。自分も、なんとかやってみせるっす……！」

　呆あつ気けに取られていた様子のサーヤは、気合を入れるように拳こぶしを固めると、また作業を開始した。

　そして――数時間後。

「はーい。今日はここまでにしましょうねぇ」

　姉さんが手を叩たたいて立ち上がった。時刻は七時半。ある程度の目標は達成したし、良い頃ころ合あいだろう。

「ちょっと、サーヤ。あなた、生きてるの？」

　コニーが、椅子の背にもたれかかって、ぼんやりした顔で天てん井じようを見上げているサーヤの体を突つついた。

「まあ……それなりには……多分……」

　はなはだ不安になりそうな答えだ。

「やり過ぎよ。お兄ちゃんに追いつこうと必死になるのはいいけど、そんな調子じゃ、一週間も経たたずにぶっ倒たおれちゃうわ」

　妹までオレを人外の者であるかのように。

「いえ……それなりには慣れてきたので、明日はもっと効率を上げるっす……」

　よろよろと体を起こすと、サーヤは姉さんに声をかけた。

「所長さん、少しだけ残業してもいいっすか？」

「ん？　いいけどぉ、サーヤちゃんに頼んでた分は、もう終わったでしょ？」

「そうなんすけど、明日もう少し上手うまくいくように、ここで練習していきたいんす。自分、それ用の素材もってきてるんで」

「あらあら。でも、相当に頑がん張ばってたでしょう。まだやるの？」

「はい。ジェイクさんの負担になりたくないんで！」

　熱意は良いけど、やり過ぎじゃないのかな。

「あなたねえ。数をこなせばいいってもんじゃないのよ。全力を出す為にもちゃんと体を休めることも大事なの。そんなことも分からないの？」

「お、コニーが良いこと言ってるぞ」

「下手すればザックより稀まれね。三カ月ぶりくらいかしら」

「コ、コラ！　もうちょっと頻ひん繁ぱんに言ってるでしょ!?」

　こそこそ話していたザックとアイラに、コニーがいきり立った。

　姉さんは「うーん」と逡しゆん巡じゆんするように視線を上げていたが、やがて告げる。

「そうねえ。せめて、夕ご飯だけでも食べにいってはどうかしらぁ？」

「あ、それは心配いらないっす。ここで食うんで」

　首を横に振って、サーヤはまたローブのポケットからパンを取り出した。何も挟まれていない、素っ気ないものだ。

「おいおい、それだけかよ」

「あなた、昼もチーズだけだったでしょ。もたないわよ。味気ないし」

　ザックとアイラから言われるも、サーヤはふがふがとパンを咥くわえながら返した。

「別にいいっすよ。自分、食事してる時間を作業に当てたいんで！」

　その言葉を聞いて、ザック、アイラ、それにコニーと姉さんがこっちを見てくる。

「なんだよ」

「いや、誰だれかに似てるなーと思って」

「ジェイクの隠かくし子ご？」

「お兄ちゃん、ふ、不潔だわっ！」

「あらあら。リルカちゃんに知られたら大変ねぇ」

　全員揃ってとんでもないことを告げてくる。そんなわけあるか。

　ただ、まあ、昼にも思ったけど、確かに昔のオレみたいだな。親近感が湧わくというか、それだけに放っておけないというか。

「あー……サーヤ？　良かったら、この後、うちにこないか？」

「え!?　ジェイクさんの家っすか!?　いいんすか!?」

「うん。まあ、君の参考になるものがあるかもしれないから、見せてあげるよ」

「やったっす！　すごいっす！　感動っす！　すぐ行くっす！」

　サーヤはパンを飲み込んだ後で、落ち着かない様子を見せた。

「ただ、条件がある。うちで夕食を一緒にとること。嫌ならこの件は無しだ」

「夕食？　なんでっすか？」

「質問は受け付けません。どうする？」

　意図が分からなかったのかサーヤは首を傾かしげる。が、間もなく頷いた。

「それくらいなら、全然問題ないっす。お邪じや魔まさせて頂くっす！」

「ん、じゃあ、決まりだ。行こうか。皆、お疲れ様」

　オレはセシリア姉さんを始めとする面々に別れの挨あい拶さつをしてから、事務所を出た。

　いつもの帰り道を歩き、家へと向かう。

　その間も、サーヤはずっとオレが作った魔法薬についての質問攻ぜめをしてきた。

　それに答えている内、玄げん関かんまで来る。

「ここがジェイクさんちっすか！　七ツ星なのに小さくないっすか？」

「君は遠えん慮りよがないなぁ。まあ、その通りだけど。魔法薬の研究にお金を使ってるから、そんなにもってなくてね」

「は!?　な、なるほど！　そこまでやるからこそ、ジェイクさんはジェイクさんたらしめられているわけっすね！　自分、浅はかっした！　寧むしろ七ツ星なのに貧しいことを誇ほこるべきなんすね!?」

「別に誇る必要は全然ないと思うけど」

　なんか会話がずれるな、と思いつつ扉のノブを握にぎった。

　……今日はサーヤがいるし、さすがにリルカに抱きしめてもらったり、頭を撫なでてもらうのは無理かな。あれやってもらうと、仕事の疲ひ労ろう感かんが一気に消えるんだけどなぁ。仕方がないか。

「ただいま、リルカ――」

　なんて思いながら、扉を開けると、

「旦那さま！　おかえりなさい！」

　途と端たんに飛びつかれる。リルカがオレのローブに顔を埋うずめてきた。

「リ、リルカ!?」

　随分とまた大胆な。いつもと違うぞ。

「お待ちしていました。あの……お願い、聞いて頂けますよね？」

「え？　あ……そ、そうか」

　昼間に抱きしめて欲しいって言われてたんだ。

「も、もちろんいいけど、ええと、でも、あのね」

　今の状況が状況だけに戸と惑まどっていると、

「……ダメですか？」

　リルカがそっと見上げてくる。その、残念そうな、でもこちらの判断には逆らいたくないというような、それでもやっぱり悲しいような、かと言って離れがたいというような――とにかく色んなものが反発し合っているだろうという、顔。

　そんなものを見せられたら……見せられたら……。

「……逆らえるわけないだろ、もう」

　オレは顔が熱くなるのを感じながら、膝ひざをつき、リルカを強く抱きしめた。

　でもやっぱり、彼女の温かさを、柔やわらかさを感じていると、癒いやされていくのは確かだ。これがあるのとないのとでは、明日の活力が全く違ってくる。

「ふふ……やっと旦那さまを近くに感じることが出来ました。今日も一日、お疲れさまです」

　耳元で囁ささやかれる言葉に、オレは無言で、リルカの背中を軽く叩いた。

「いやー！　仲が良いっすねー！」

　が、場ば違ちがいなほど大きく発せられた声に、リルカがびくんと体を竦すくませる。

「え……ど、どう……どうして、サーヤさんが……ここに……!?」

「ええと。ごめん。ちょっと彼女に夕飯をご馳ち走そうしたいと思ったんだけど、いいかな？」

「い、いいですけど……いいですけど……旦那さま？」

　ふるふると子犬のように震ふるえながら、リルカが涙なみだ目めになる。肌はだという肌が真っ赤になっていた。

「旦那さま、どうして言ってくれなかったんですか……？」

「……その。言い出す機会を逸いつしてしまって」

　後、ずっと家でオレの帰りを、今か今かと待っていたんだろうなっていうリルカの姿を想像したら、愛いとおし過ぎて。
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「大だい丈じよう夫ぶっすよ！　自分、そういうの、気にしないんで！」

　挙句の果てに、サーヤがダメ押おしみたいな発言をして。

「は……はわ……はわわわわわわわわわわわーッ！」

　リルカは飛とび跳はねると、踵きびすを返し、全力疾しつ走そうで寝しん室しつに逃にげた。

「おわ、リ、リルカ!?　リルカ！　リルカーッ！」

　急いで扉を叩いて呼びかけるも、中からは「はわわわ。はわわわわ」という反応が返ってくるだけだった。……こりゃダメだな。

　結局、リルカが元の状態に戻もどって出てくるまで、十分以上はかかった。

「し、失礼しました……」

　リルカは恐おそる恐ると言った感じで出てくると、オレとサーヤに頭を下げる。

「いえいえ、どういたしましてっす！　奥さん、今日はお招き頂いて、ありがとうっす！」

　朗ほがらかに笑うサーヤに、リルカは「とんでもないです……」と、どうにか返しながら台所へと向かった。

　オレとサーヤが席につくと、しばらくして、料理が運ばれてくる。

「今日はお魚が安かったので、パイ包みにしてみました。少し大きいかなと思っていたので、三人だとちょうど良いですね。後、ご近所の方から林りん檎ごを沢山頂いたので、そちらはサラダにしてみましたよ。夕食後にはケーキも焼きましたので、どうぞ、召めし上がって下さい」

「わーっ！　豪華っすねー！」

　サーヤは、夢中になって食べ始めた。

「美味いっす、すっごい美味いっす、久ひさし振ぶりにまともなもの食べた気がするっす！」

　こうして見ると、食にまるで興味が無いってわけでもないんだな。とにかく魔法薬が優先ってことか。ますますオレと同じだ。

「ところで今日は、どうしてサーヤさんがうちに？」

　リルカが、自分の分の魚をナイフで切りながら言った。

「ああ。実はこの子、昼も夜もまともなもの食べてなくてさ。それを見かねて」

「いやー、自分はあれでも十分なんすけどねー！　でも奥さんの料理も最高っす！」

　林檎のサラダをフォークで突き刺さして、豪ごう快かいに食べるサーヤ。顔は可愛らしいのに、行ぎよう儀ぎをまるで気にしていない様は、野生児のようだ。

　でもまあ、確かに今日の夕食は美味い。特に魚のパイ包みは、ぱりぱりした生き地じを破ると、ふわりとした良い香かおりが途端に漂ただよって、心地ここち良よい気分に浸ひたれる。中身も脂あぶらの乗った白身魚がとろけるような食感と、あっさりしているけど濃のう厚こうという矛む盾じゆんしたような良い味がして、食べる手を止めることが出来なかった。

「ありがとうございます。……あの、サーヤさんは旦那さまに憧あこがれてらっしゃるんですよね？」

「そうっすね！　世界で一番尊敬してるっす！」

「なにか、理由がおありなんですか？」

「ん？　あー。そうっすね。そういえば、それ、言ってなかったっす」

　口の周りにパイの欠片かけらを張りつけながら、サーヤが喋り始める。

「自分、元々は小さな村に住んでたんす。で、両親とも一いつ般ぱん人じんなんすけど、なぜか自分だけ魔力が芽生えたんすよね。それも魔ま導どう士しになれるくらいの」

　そういうことはたまにあるという。恐らく彼女の祖父母か、あるいはもっと前の世代に魔導士が居たんだろう。

「で、元から何かを作るのが好きだったんで、じゃあ、魔法薬士になろうと思って、魔法学校に通い出したんす。その時は、誰かみたいになりたいとか、そういう願望はなかったんすけど……ある日、実家の母親が病気になりまして」

　サーヤはある病名を告げた。滅めつ多たに罹り患かんする人はいないが、かかれば症しよう状じようが極きわめて重く、亡なくなる人も多い難病だ。

「まあ……あの、お母様は？」

「はい。寝ねたきりになっちゃって、どうしたものかなって思ってたんすけど、幸いなことに治療薬が見つかったんす。そのおかげで無事に回復したんすけど」

「それは良かったです！」

　リルカが、ほっと胸を撫で下ろしたように、顔を綻ほころばせた。今日あったばかりの人だというのに、まるで身内の話を聞いているような反応だ。彼女らしいと言えばそうなんだけど。

「はいっす。でも、後で分かったんすけど、母親の病気って最近まで不治の病ってことで知られていたんすよね！」

「それでは、どなたかが魔法薬を開発されたんでしょうか？」

「そうなんす！　それが、まさに、ジェイクさんだったんす！」

　熱を込めて、サーヤは机を叩いた。

「そうなんですか、旦那さま!?」

「あ、ああ、まあ、そうだね」

　まさか話がそこへ行くとは思っていなくて、オレは戸惑いながらも頷く。

「自分とそう歳の変わらない人が、前ぜん代だい未み聞もんの偉い業ぎようを成なし遂とげた。自分はそこに、そ・こ・に！　大いに！　大いに感動したんすっ!!」

　興奮しながら魚を突き刺して、大きな身に噛かぶり付つくサーヤ。熱くないんだろうか。

「それから自分は、母親の命の恩人でもあるジェイクさんを尊敬……いや、崇すう拝はいし、崇あがめ奉たてまつり、信しん仰こうし始めたんすよ!!」

　大体、全部同じ意味だよ。

「いつかジェイクさんのような魔法薬士になりたい、その一心で魔法学校に通い、勉学に努めたっす。そうしたら、ジェイクさんがこのリスティールに住んでいるって話じゃないすか！　これはもう運命、弟子入りしろという天命だと、自分、思ったんす！」

「まあ……誰かのことをここまで突き動かすなんて、旦那さまは本当にすごい方ですね」

　リルカがにこにこして褒ほめてくれるけど、オレとしては照れるというよりも、当とう惑わくの方が先に立つ。

　オレはあくまでオレに出来ることに、全力で取り組んできただけだ。その結果が優すぐれた物であったことは否定しないし、仕事を続ける意欲に繋つながって来たことも事実ではある。

　ただ、ここまで過か剰じように持ち上げられると抵抗があるというか、そんな大した人間でもないんだが、という気持ちの方が浮うかび上がるというものだ。

　決して不ふ愉ゆ快かいだったりするわけではないんだけど。

「……でも、ちょっとだけ意外だったことがあるんす」

　と、そこで一転、サーヤの声が落ち着いた。

「自分、周りからジェイクさんは仕事一筋で、それ以外の一いつ切さいは目に入らなくて、どうでもいいとさえ思っていると聞いてたんす」

　うーん。当たらずとも遠からずといったところか。さすがにそれほどじゃなかった。と、思いたいんだけど。どうだろう。

「だから自分もそうあるべきだと思って、ジェイクさんのように延々と魔法薬作りだけに集中して、次々と成果を上げる魔法薬士になりたいし、なるべきだと思ってたんすが」

　サーヤはオレとリルカを見比べる。

「今日、お昼にきちんと休んでお弁当を食べていたり、ちゃんと結婚していたり、奥さんと触ふれ合あったり、夕食を堪たん能のうしている様子を見て、思っていた方と違う気がしたんす。なんていうか……もっと魔法薬作り一本にこだわっていて、息いき抜ぬきとかされないのかと」

「つまり、オレが君の思う魔法薬士のあるべき姿とは違ってたと？」

「そこまでではないんすが、違い和わ感かんを覚えたことは確かっす」

　首をひねるサーヤに、オレは笑った。

「まあ、そうだね。以前のオレは確かに、仕事以外に対して関心を向けていなかったかもしれない。一つでも新しい魔法薬を生み出すことが出来れば、他には何も要いらないとすら思ってた」

「以前は、ということは、今は違うんすか？」

「うん。ちょっと考え方が変わってね」

　オレは魚の白身をフォークで突き刺して、一口食べた。体中に染しみ渡わたるような旨うま味みを噛かみ締める。

「今だって仕事が一番であることは変わりない。ただ、言うまでもないことだけど、魔法薬を作るのはオレだ。オレの生みだす魔法薬は、オレしか生み出せない。だったら、その自分自身を気き遣づかうのは、とても大切なことだと思わないか？」

「……それは……」

「加えてオレはこの仕事を、後何十年も続けていきたい。だったら、尚なお更さらのこと、今の時分を大切にしなきゃいけない。明日のオレは、今日のオレの続きだからね。……そのことを、結けつ婚こんして気付かされたんだ。リルカのおかげでね」

　目を合わせると、リルカは微笑ほほえんだ。その慈いつくしむような眼まな差ざしと、包み込むような優やさしさに、どれだけ助けられてきたことだろう。

「君の生き方に意見する権利なんて、オレにはない。だけど、君が憧れているというオレは、今のところ、こういう人生を送ってるんだ。そのことだけ、覚えてくれるとありがたい」

「……そうっすね」

　サーヤが食事の手を止め、黙だまり込んだ。考え込んでいるような間を、オレはそっとしておいて、夕飯を食べる手を再開させる。

　でも、しばらくして彼女は、口を開いた。

「確かに、ジェイクさんの言う通りだとは思うっす。ただ……自分はやっぱり、魔法薬作りだけしていたいっす。先のことを考えると、ちゃんとしなきゃいけないのかもしれない。けど……まだ、自分、未熟っすから。少しでも、ジェイクさんに追いつきたいんす」

「……そうか」

　何となく、懐なつかしい気がした。オレも学生の頃ころはこんな感じだったはずだ。いや、師し匠しようのところに弟子入りしてから独立するまで、サーヤみたいに生き急いでいたのかもしれない。

「分かった。でも、今日みたいな無む茶ちやには気を付けた方がいいね。いくら若いからって、あんなやり方ばっかりしたら、潰つぶれてしまうよ」

「…………」

「ん？　サーヤ？」

　全く反応がないことを訝いぶかり、顔を覗のぞき込むと、サーヤは目を閉じていた。

　しかも、

「……むにゃむにゃ」

　何やら意味不明なことを呟つぶやきながら、寝ね息いきを立てている。

「旦だん那なさま、寝てます」

「寝てるね」

　椅子に座すわって、フォークとナイフをもった状態で熟じゆく睡すいするとは、また器用な真似をする。

「よっぽど疲つかれたんだろう。今日のところはうちに泊とめてあげるか」

　一室だけ使っていない部屋がある。来客用にとベッドも置いてあるので、そこを使ってもらえばいいだろう。

「しかし、どうにも危あやうい子だな……」

　こんな調子で、ちゃんとやれるんだろうか。

　オレは苦笑しつつ、サーヤを寝室へと運んだ。




　次の日からも、サーヤはそれまでと同じような調子で仕事をこなしていった。

　周囲からやんわりと止められ、気を付けると返事をして、少しの間はその通りにする。だが、やはり気が付けばオレの速さに何とか合わせようとしていた。

　かと言って納品日の都合があるので、オレの作業を遅おくらせるわけにはいかず――仕方なく、様子を見るしかないということになる。

　でもそれが、二日、三日と続くと、明らかに変調をきたし始めた。

「……おはようございますっす」

　事務所に来たサーヤはやけにふらふらとした足取りで自分の席についた。目元には隈くまが出来ていて、肌も心なしか青白い。

「……具合が悪そうだな。帰った方がいいんじゃないか？」

　見かねてオレが声をかけるも、彼女はとんでもないというように首を振ふった。

「所長さんの好意で事務所に置いてもらってるのに、見習いの自分が休むなんて、そんなわけにはいかないっす！」

「いやでもお前、実際、無理し過ぎだぞ。昼間は自分の仕事以外にもジェイクに張り付いて作業しっ放しだし、その分だと、帰って家でも魔法薬の研究をやってるだろ」

　ザックの指し摘てきに、サーヤはバツが悪そうに頭を掻く。

「まあ……そうっすね」

「本当にどうにかなっちゃうわよ。ちゃんと寝てるの？」

　アイラも腕うでを組んで、心配顔を作った。

「ええ、寝てるっす！　昨日はしっかり、一時間くらい眠ねむれたっすよ！」

　しっかりって時間じゃないぞ、それは。

「ダメよぉ、サーヤちゃん。自己管理をするのも、社会に出たら必要なことよぉ」

「そうよ！　適度にサボ……休息するのだって、大事な仕事なんだからね!?」

　姉さんの言葉に、コニーが立ち上がり、クッキーを齧かじりながら同意した。

「今サボるって言わなかったか、お前」

　聞きき逃のがさなかったぞ、オレは。

「い、言ってないわよ！　なによ、お兄ちゃん！　普ふ段だんは聞いて欲しいことを聞いてくれない癖くせに、こんな時だけ耳ざといんだから！」

「悪かったな。っていうかそのクッキーはお前のじゃないだろ。アイラが買ってきたものだったはずだ」

「ああ！　本当だ、ちょっとだけ無くなってる!?」

　自分の机の上に置いていた袋ふくろの中を覗いたアイラが、悲鳴を上げた。

「こら、コニーちゃん！　それ、高いんだからね!?」

「え、えへへ。いやほら、なんだかおいしそうな匂においがするから、疲れた心をほぐすのにも自分の欲求を満たすのも大事かなって、思って……」

「いいように言ってるけど、単に欲望に忠実なだけじゃねえか」

　ザックが突っ込み、アイラは「この食くいしん坊ぼうがあああ」とコニーの両りよう頬ほおを手でつまんで伸ばした。

「まあ、問題ないっすよ！　自分、これでも体だけは丈じよう夫ぶなんで！　ほら、元気、元気！」

　サーヤが席を立って、謎なぞに細かな動きをとる。

「というわけで所長さん、今日の分のお仕事を下さいっすー！」

　叫さけんで所長席まで飛んでいったサーヤは、姉さんに向かって手を伸のばした。

　が、そのまま勢い余って転び、机に額をぶつけてしまう。

「いだいっ!?」

「あらあら、まあまあ。サーヤちゃん、怪我けがはない？」

　姉さんが様子を窺うかがうと、すぐに体を起こし、

「いやあ、元気があり余っちゃったっす！　大丈夫、大丈夫……だい……じょうぶ……」

　平気さを強調しようというのか、その場で回り始めたが――。

「……らいじょうぶれす」

　直後、サーヤはそのままぶっ倒れた。

「お、おい!?」

　オレは慌あわてて駆かけ寄よると、様子を確かめる。ぐったりとしていて、意識がなかった。これは不味まずい。

「姉さん、ちょっと医者に診みせてくる！」

「ええ、分かったわ。一人でいけるかしら？」

　サーヤは小こ柄がらだし、なんとかなるだろう。オレは頷いた。

「ああ、もう、だから言わんこっちゃない……！」

　いや、こうなる予感がしながら、無理にでも止めなかったオレにも責任があるだろう。

　とにかく――サーヤを担かつぎ上あげると、事務所を出た。




　幸いなことに、サーヤを知り合いの医者に診せたところ、ただの過労だろうとのことだった。

　慣れない環かん境きようと、許容量を超こえた仕事、それに睡すい眠みん不足が重なっていて、こういった結果になってしまったようだ。

　体験所属をする前に提出された学がく籍せき書しよを見たところ、サーヤの家は事務所からやや遠かったので、ひとまずオレの家に担ぎ込んだ。

　仕事に行ったはずのオレがサーヤを抱かかえて帰って来たのだから、リルカは驚おどろいたが、事情を手短に話すと、すぐにベッドへ寝かす手伝いをしてくれた。

　目を覚ますまでは傍そばにいようと椅子に腰こしかけていると、やがて彼かの女じよは意識を取り戻す。

「本当に、申し訳ないっす……」

　ベッドに身を起こして、サーヤは項うな垂だれた。

「いや、君の状態を見てたのにきちんとした対応をとらなかったオレも悪かった。ごめん」

　頭を下げると、サーヤが「と、とんでもないっす！」と激しく手を振る。

「全部、自分が不ふ甲が斐いないせいっす！　後で皆みなさんに、ご迷めい惑わくをおかけしたことを謝あやまらないと……！」

「うちにはそんなこと気にするような奴やつはいないから、別に構わないよ」

「そういうわけにはいかないっすよ！……でも、今日ほど自分が情けなくなったことはないっす」

　はあ、と重いため息をついて、サーヤは唇くちびるを尖とがらせた。

「ジェイクさんみたいになりたくて、必死で頑張ったのに、この体ていたらくっすよ。ついていくどころか、振り落とされて転んでしまうような真似をしてしまったっす」

「オレだって別に、昔から今みたいな感じだったわけじゃないよ」

「いや！　それでも、自分みたいじゃなかったはずっす！　もっと努力して、もっと魔法薬作りが上手くなって、もっともっと、ジェイクさんに近付かなきゃいけないのに……」

　頭を抱えて、落ち込むサーヤ。

「こんなんじゃ、夢は程遠いっす……」

　……やれやれ。

　気持ちは分からないでもないけど、ちょっと、無理し過ぎだな。

　体だけじゃない。心その物にも、鞭むちを打ち過ぎだ。

「サーヤ。君の魔法薬作りは、とても丁てい寧ねいだね」

「……え？」

　前まえ振ふりなくオレが褒ほめたからか、サーヤはきょとんとした。

「魔法薬の製作は、素材をただ合わせるだけじゃなく、媒介とする魔力量の調整も重要になってくることは知ってるね？」

「え、ええ。もちろん。その如何いかんで同じ魔法薬でも、効果や持続時間に差が出てくるっす」

　その通り。世間が魔法薬士に求めるのは、何も今までにない新しい薬を発見することだけじゃない。

　既すでにあるものを、これまで以上に質良く作る――それもまた必要とされる技術だ。

「魔法薬なんて、本来なら飲まないに越こしたことはない。誰もが健康で居られれば、それが一番だからだ。それでも人が生きる上で、怪我をしたり病気をしたりして、頼たよらざるを得ない時がある」

　オレが何を言わんとしているかまだ分からないのか、サーヤは無言で頷いた。

「そんな時、従来のものより効果が良かったり、症状を抑おさえる時間が長く続く物っていうのは、とてもありがたいんだ。それだけ飲む量が少なくなるってことだからね」

　以前に作った魔ま法ほうクッキーなんてのは例外だけど――というよりあれもこの原因があったから生まれたんだけど――魔法薬っていうのは基本的に味が良くない。物によっては飲み込むのに苦労するほど苦かったり、辛かったりすることもある。

　だから、出来る限り嫌いやな体験を減らしたいというのが、大勢の本音だろう。

「君はオレより魔法薬を作るのが遅いのかもしれない。仕事に集中できないのかもしれない。ひょっとしたら、新しい薬も開発出来ないのかもしれない。ただ、作業はとても丁寧だ。いつか君が独立した時、そのことに助けられる人が沢たく山さん出てくるかもしれない。それはとても尊い、大切なことだ。そう思わないか？」

「……それは……そうっすね」

　サーヤが自分の手を見つめた。自分自身が持っているものを、確かめるように。

「はっきりと言うよ。君は決してオレにはなれない」

「え……？」

　突とつ然ぜんに否定されて、びっくりしているサーヤに、オレは続けた。

「なぜなら、君はオレじゃないからだ。でも同時に、オレだって君にはなれない。どんなに羨うらやましく思っても、立場を交こう換かんして欲ほしいと願っても、無理だ」

　だから、とオレはサーヤの目を真まっ直すぐ捉とらえて、

「君は君にしかなれない魔法薬士を目指せばいい。それが実現した時、きっと君は他の誰でもない、オレだって敵かなわないような本職になれるかもしれない」

「自分が、自分にしかなれない魔法薬士……それは、どういうものなんすか？」

「さあ、それはオレには分からない。長所や短所は上げられるけど、良いところを伸ばすか、悪いところを補うか、決めるのは君だからね。ゆっくりと見つければいいよ」

「……わたしもそう思います」

　いつの間にか、リルカが部屋に入って来ていた。振り返ると、手に器をもっている。

「それを見つける為ためにも、これを食べて、今はきちんと休んで下さいね。倒れて、動けなくなってしまっては、元も子もありませんから」

　リルカはサーヤに、湯気の立つ器を手て渡わたした。

　中には数種類の野菜を細かく刻んだスープが注がれている。黄金こがね色いろの表面が窓から差し込む陽光に照らされて、きらきらと輝かがやいていた。

「……ご馳走になるっす」

　サーヤは息で冷ましながら、スプーンでスープを掬すくった。

　口の中に差し入れ、喉のどを鳴らして、ゆっくり飲み干す。

「ああ……いいっすねぇ」

　自然と彼女は笑えみを零こぼしていた。

「美味おいしいだけじゃなくて、体全部がほっとしているような気がするっす」

「食べ物には、そういう力があるんですよ」

　リルカはオレの隣となりで、床ゆかに膝をつくと、サーヤと目を合わせる。

「苦しい時、辛つらい時、疲れた時……美味しい物を食べると、ほんの少しだけですけど、落ち着くんです。大だい丈じよう夫ぶだよ、何とかなるよって、体に励はげまされてるように思えるんです。だからわたし、誰かに料理を作るのが、とても好きなんですよ」

「……なるほどっす。考えたこともなかったっす」

　スープを見下ろしながら、サーヤは呟いた。

「ジェイクさんが以前に夕食をご馳走してくれた時に言っていたこと……少しだけ、分かった気がするっす」

「まあ、参考程度に考えていていいよ。オレの言葉なんかより、リルカの料理の方が、よっぽど説得力があるんだし」

「そ、そんなことありません！　旦那さまのお考えは、わたしも感動しました！　素す晴ばらしいと思いました！　歴史に残すべきだと思いましたっ！」

　ずん、ずん、と少しずつ近付いてくるリルカ。

「わ、分かった、分かったよ。ありがとう」

　大げさな気もするけど、ここは素す直なおに受け取っておこう。

「……本当に、仲が良いっすねぇ」

　オレ達たちのやりとりを見ていたサーヤが、嬉うれしそうに、微笑んだ。




　一日たっぷりと休んだサーヤは、次の日には事務所に復帰した。

　もう少し休養していた方がいいのではないか、と皆に意見をされたものの、無理しない程度にやるからと答え、彼女は再び見習いとしての仕事を始める。
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　が、そのやり方は以前までとまるで違ちがっていた。

　まずオレの傍につくことをやめた。

　離はなれた場所の席につき、自分に与あたえられた作業をしつつも、事務所全体を見回し始めたのだ。

　それはまるで、オレだけに追従するのではなく、他の面子メンツのことも観察し、全すべてを総合して自分の中に吸収しようとしているようだった。

　加えて自分に出来ることと出来ないことを把は握あくし、誰かの真似まねはせず、あくまでも己に出来る範はん囲いで事を成そうとする。

　その甲か斐いもあってか、彼女の作り上げた物の評判は、上々だった。

「サーヤちゃんの魔法薬、納品先から値段に見合わないくらいに高品質だったって感想を頂いたわよぉ。素晴らしいわねぇ」

　姉さんに褒められて、サーヤは照れくさそうに、鼻を掻かく。

「確かに。正直、出来の良さについてはオレよりいいんじゃねえか」

　ザックが感心したように言った。魔法薬の出来不出来については、一いつ般ぱんの人には分かりにくいものの、見た目の色合いや艶つやなどで本職にはある程度分かる。

　オレの目から見ても、サーヤの魔法薬は学生が作ったとは思えない代しろ物ものだった。

「コニーちゃん、下手したらサーヤちゃんにあっという間に追おい抜ぬかれちゃうわよ」

　アイラが煽あおるようににやにやすると、コニーは顔を引きつらせる。

「そ、そんなわけ、ないじゃない！　あれくらい、あたしにだって作れるわよ!!」

「前に試ためしにやらせてみたら、見事に大失敗で、よく分からないものを生み出した奴がよく言うよ」

　オレの指摘にコニーが「うぐっ」と喉を詰つまらせた。

「あ、あれはあれで、趣おもむきがあっていいのよ！　通には堪たまらない出来よ！　嗜し好こう家かには大受けなんだから！」

「家に飾かざるもんでもないんだから、通が喜んでも仕方ないだろ。すごかったぞ、あの真っ黒のヤツ。飲んだら命がなさそうな色してた」

「確かに。試飲してみてよって迫せまられた時は、遺ゆい言ごんを残そうかと思ったっつーの」

　ザックがうんうんと頷うなずくと、コニーが「そこまで言わなくたっていいじゃない！　きいいいいい！」と掴つかみかかる。

「でも確か、今日が最終日よねぇ？」

　姉さんが尋たずねると、コニーに揺ゆさぶられるザックを観察していたサーヤが、頷いた。

「ええ！　お世話になったっす！」

「ああ、そうなの。なんか、あっという間だったわねぇ。どう？　うちに来て何か得るものはあった？」

　アイラが首を傾げるのに、サーヤは胸を叩たたく。

「はい、とってもっす！　でも、皆さんには途と中ちゆう、ご面めん倒どうをおかけして本当に申し訳なかったっす……」

「あはは。いいのよ、別に。若い頃にはああいうこともしちゃうものだから」

「さすが年長者は言うことが違うな」

　余計なことを口にしたザックは、笑え顔がおのアイラから手刀を喰くらっていた。散々な目に遭あってるな、こいつ。

「でも自分、色々と学べたっす！　まだ自分にしか出来ない何かっていうのを、ちゃんと見つけられてはいないっすけど……いつかこうだって言えるものが出来たら、皆さんにお伝えしたいっす！」

　意気込むサーヤに、オレは口元を緩ゆるめた。

「君なら見つけられるさ。きっとね。待ってるよ」

「はいっす！　ありがとうございます！」

　来た時と同じように、過ぎるくらい丁寧な礼をして。

　でも――来た時とは違う人間みたいな、笑顔を見せて。

「いつか、ジェイクさんと並ぶくらいの魔法薬士になってみせるっす！」

　サーヤは、やる気に満ちた顔で、そう決意した。

　そうして、彼女は、体験所属を終えて。

　新しい夢を見つけて、学校へと戻っていったのだった。

「そうですか……サーヤさん、そんなことを。良かったですね」

　帰宅後、リルカに今日のことを話すと、そう言って顔を綻ばせる。

「うん。あの様子だと、良い魔法薬士になれるんじゃないかな」

「ええ、そうですね。……あの、旦那さま？　サーヤさんが学校に戻られたということは、もう事務所には居ないんですか？」

「ん？　うん、そうだね。卒業したらうちに来るかもしれないけど、今は居ないよ」

「そ、そうですか」

　なんだろう。なんだかちょっと反応が変だな。ほっとしているみたいというか。

「サーヤがどうかしたの？」

「い、いえ、その。事務所ではいつも、サーヤさんが旦那さまにつきっきりであったようなので」

「ああー。最後の方は違ったけど、途中まではそうだね」

「わたし、お昼は旦那さまと一いつ緒しよに居られないので」

「……うん、そうだね」

「う……」

「う？」

　リルカは下を向き、スカートの裾すそをぎゅっと掴むと、真っ赤になって言った。

「……羨ましかったなって」

「え……」

「ご、ごめんなさい！　そういうことじゃないということは分かってるんですけど、で、でも、いいなって思ってしまって！　後、ちょっと、ずるいとか、思っちゃったりして……い、いけませんよね、こういうの」

　苦笑いをしながら、リルカはオレを上うわ目め遣づかいで見る。叱しかられるのではないかと、不安がっているように。

「い、いや、別にいけないってことはないと思うけど」

　それは、まあ、夫が他の女性をずっと傍に置いてたら、違うと分かっていても、落ち着かなくはなるよな。

「そ、そうですか。……では、あの、あのですね、旦那さま」

「うん、なに？」

「その……。……今日は、ちょっとだけ、甘あまえてもいいですか？」

　遠えん慮りよがちに。照れくさそうに。それでも、心から願うように。

　そんなことを言われたら――断る理由なんて、あるはずもない。

「もちろん。こっちに来て、リルカ」

　両手を広げたオレに――リルカは、とびきりの笑顔で抱だきついてくるのだった。







第三章　友の異変と想いの焼き菓子







　当たり前の話だけど、時間というのは移ろうものだ。

　どんなものも全く変化が無いように見えたって、いずれは別の形になっていく。

　ただ、大たい抵ていの場合、それは些さ細さいなものでしかないから、気づくことは少ない。

　だからいつだって、人は突然起こった出来事に、戸と惑まどうことしかできないのだった。

「ザックが変なのよね」

　アイラの一言から始まった一連の出来事も、それを証明していたような気がする。

「変って、どういうことだ？」

　仕事と仕事の合間の休きゆう憩けい時間。オレは珈琲コーヒーを飲みながら尋ねた。

　ちょうど、ザックは事務所に居ない。

「ザックが変なのはいつものことでしょ」

　コニーが紅茶を飲みながら、割とひどいことを言った。

「それはそうなんだけど」

　アイラも同意する。するなよ。

「挙動がおかしいっていうか」

「それもいつもでしょ」

「それはそうなんだけど」

　ひどいなお前達。

「おかしいの度合いが違うっていうか」

　そう言って、アイラは話し始めた。

「最近、仕事中もずっとそわそわしてるし、ふと気づいたらにやにやしたり、遠くを見つめるような目つきになったり。休憩時間になったら待ちきれないようにどこかに行くし」

　言われてみれば、そうだな。さっき食事をとるって事務所を出た時もそんな感じだった。

「前までは仕事が終わったらしょっちゅう飲みに行こうって誘さそってきた癖に、この頃ごろは残業がなければそそくさと帰っちゃうでしょ。どうも変よ」

「そうね。ザックは大体の場合が変だけど、思い出すと輪をかけて妙みようだった気がするわ」

　ようやく納なつ得とくするコニー。そこまでしないと不ふ審しんがられないとは、ちょっとザックが可哀かわい想そうになってきたな。

「きっと何かあったに違いないわ。二人とも、気にならない？」

「うん、とっても気になるわ！」

「いやオレは別に」

「ちょうど昼休憩だし、所長も取引先と会うから今日は遅おそくまで帰らない。少しくらい外に出ても大丈夫よ。ザックを尾び行こうしてみない？」

「良い考えだわ、アイラ！　あたし、乗った！」

「よし、そうと決まれば早さつ速そく行くわよ！」

「行ってらっしゃい」

　オレは納品日の近い魔法薬でも作るか。

「なに言ってるのよ。ジェイクも行くのよ」

「そうよ、お兄ちゃんも準備して！」

　当然のように二人が言ってきた。

「なんでオレまで？」

「だってザックが変なのよ。気になるでしょ!?」

「特には」

「お兄ちゃん、ザックがお金欲しさに違い法ほう魔ま法ほう薬やくに手を出していたらどうするの。取引現場を押おさえて更こう生せいさせなきゃ！」

「物もの凄すごい妄もう想そう力りよくだな。ザックはそんなことしないと思うがなぁ」

　あいつは性格的に軽いけど、仕事に対しては割と誠実だ。

「悪い連中に騙だまされている可能性だってあるでしょう！　ほら、友人の危機を救わなきゃ、ジェイク！」

「そうよ！　一刻も早く助けてあげるのよ、お兄ちゃん！」

「……お前達、面白おもしろがってるだろ？」

「…………」

「…………」

　黙り込んでしまった。

「さあ、行くわよ、ジェイク！」

「今ならまだザックに追いつけるわ、お兄ちゃん！」

「誤ご魔ま化かすなよ!?　あんま良い趣しゆ味みじゃないからやめとけって！　少なくともオレは行かん！」

「わたし達、同じ事務所の仲間じゃない。何をするのも一緒よ！」

「お兄ちゃんだけ、のけ者になんかしないわっ！」

　なんか綺き麗れい事ごとを言って、二人は左右からオレのことをがっしり掴んできた。

「あ、こら！　やめろ！　なぜオレを付き合わせる!?」

「なにかあった時、ジェイク一人だけ無関係だったらわたし達を怒おこる人が増えるからよ！　なんてことは全く考えていないわ！」

「ザックに見つかったらお兄ちゃんに言い訳をしてもらってる間に逃にげようとか！　そんなことも全く考えていないのよ!?」

「絶対に間ま違ちがいなく考えてるだろ!?　やめろ！　やーめーろーっ！」

　というオレの必死な抵てい抗こうも虚しく。

　半ば――というかほとんど無理やりに、オレはアイラとコニーから、事務所を連れ出されたのだった。

　すぐ前の通りを右に折れて真っ直ぐ行くと、この辺りで働いている人に向けた飲食店や屋台が並ぶ賑にぎやかな広場に出る。

　緑が豊かで日当たりも良いので、憩いの場として人気があった。

　そこを、見覚えのある金色の頭がひょこひょこ歩いている。

「お、良かった、居たわ」

「ふふふ。尾つけられているとは思わず、呑気なものね！」

　物陰からザックの動向を覗く、アイラ、コニー、そしてオレ。

「なあ、こんなことしなくても本人に直接訊けばいいんじゃないか？」

「もし素直に答えてくれるなら、とっくにわたし達へ言ってるわよ。言わないということはきっと何か、後ろめたいことがあるはず！」

　アイラが妙に自信満々に言い放った。

「それにしてもなんだか、ザックったら、随ずい分ぶんと浮足立ってるわね。だらしない顔が普段以上にだらしないっていうか、ほとんど溶け切ってるじゃない！」

　随分な言いようをするコニー。が、あながち間違っているともいえない表現だ。

　それほど、遠目でも分かるほどに、なんだか嬉しそうというか、幸せそうだった。

「誰だれか待ってるようにも見えるな。知り合いとでも会うのか？」

　現在、ザックは広場のベンチに腰掛け、鼻歌交じりにくつろいでいる。

　ただ、視線は常にあちこちに飛ばされていた。まるで、目的の人物が現れたらすぐ反応できるように、備えているみたいだ。

「でも、それだけにしては、ちょっと態度がおかしいわねぇ……」

「なんか物凄く羽振りの良い取引先から、個人依い頼らいをされたとか？」

「ああ、ありえるわね。くそ、ずるいわよ。わたしにも教えなさいよ」

　アイラとコニーが囁ささやくように話し合っていた、その時だった。

「――あら？　旦だん那なさまに、アイラさん、コニーさんまで。どうかされたんですか？」

「うわ!?」「いひゃ!?」「ひいっ！」

　いきなり背後から声をかけられて、三人揃そろって体を竦すくませてしまう。

　振り返ると、驚いたように目をしばたたかせるリルカが居た。

「ちょ、ちょっと、リルカ！　いきなり声をかけないでよ！　びっくりしちゃうじゃない！　気配くらい漂わせなさいよね！」

　理不尽な怒り方をするコニーに、リルカは恐縮する。

「ご、ごめんなさい。思わぬところでお見かけしたもので、つい」

「別に謝らなくてもいいよ。リルカこそ、こんなところでどうしたの？」

「はい。お夕食の買い物にきた帰りなんです」

　オレの質問に、リルカは食材の入った籠を持ち上げた。

「ああ。でも商店街はこっちの方じゃないような？」

「ええ。ただ、ドルフさん……雑貨屋の店主さんから、この辺りで売っている東方の料理がとても美味しいと聞きまして、食べてみようと思ったんです」

「ふうん。リルカちゃん、美味しい物が好きだもんね」

　アイラが納得していると、リルカはなぜかそこで頬を赤らめる。

「そ、そうですね。それもあるんですが……食べて、美味しければ、自分なりに研究して、旦那さまに作って差し上げようかと思いまして」

「え、あ、ああ、ありがとう」

「いえ！　とんでもないです。旦那さまに一日の疲つかれをとって頂く為なら、これくらいは何でもありません！」

「頭が下がるよ。でもリルカの料理は何でも美味しいから、期待してしまうな」

「ふふ。ええ、期待していて下さい。誠心誠意、努力させて頂きますから！」

「……はは」

「えへへ……」

「はいそこ、隙すきあらばいちゃつかない」

　リルカと照れ笑いを交わしていると、アイラから首根っこを掴まれた。

「なんなの？　独身者に対する新しい魔法でも試してるの？　もしそうなら大成功よ？　わたし、想定以上に傷を受けてるわよ？」

「ご、ごめん……」

「ふん、食べて作るくらいなら、あたしにだって出来るわ！　お兄ちゃん、あたしだって今度、料理出してあげるから！」

「なんでもするからそれだけは勘かん弁べんしてくれ」

　間かん髪はつ容いれずにコニーに懇こん願がんした。

「ど、どういう意味よ!?　あたしの料理がリルカより劣るって言いたいの!?」

「そうだが？」「それはそうでしょ」

　オレとアイラから同時に返されて、コニーは盛大に頬を膨ふくらませた。

「むううううう！　リルカ、覚えてなさいよ!?」

「は、はい。ええと、なにをでしょう？」

　本当になにをだよ。

「ふん！　それは自分の胸に聞きなさい！」

「は、はあ……そうしてみます。ところで、皆さんはここで何をしてらっしゃるんですか？」

「犯罪行こう為い」

「ええ!?」

　オレの言葉にリルカが大声を上げて跳び上がった。

「ちょ、ごめん、リルカちゃん静かに。そんなことじゃないから。ちょっとした調査だから」

　アイラが唇に指を立てると、リルカは急いで自分の口を手で塞いだ。

「調査、ですか……？」

　改めて小声で問い掛けてくるのに、コニーが頷く。

「ザックが道を踏ふみ外そうとしているところの証拠を、掴もうとしてるの」

「ザ、ザックさんが？　……なんだか、楽しそうにされておりますが」

　オレ達と同じように、物陰からザックの様子を観察するリルカ。どうでもいいけど、四人が並ぶように隠れているこの状態、傍はたから見てかなり怪しいんじゃないだろうか。

「そう、そこが肝きもなのよ。なぜあんなに楽しそうに人を待っているのかしら？」

　アイラがリルカの上から、ザックを見つめる。

「そうですね……とても大切な方とお会いするとか」

「大切な人？」

「ええ。ご両親や、ご兄弟であるとか」

「確かザックの両親はここからかなり離れたところに住んでるし、一人っ子のはずよね？」

　アイラから確認をとられて、オレは思い出しつつ、頷いた。

「確かそうだな。ってことは、親族でもないってことか」

「そうですか……。では、もしかして、それ以外の方なのではないでしょうか」

「それ以外の方って？　たとえば？」

「恋こい人びと、とか」

　リルカがぽつりと呟つぶやいた、その時。

「はっはっはっは。リルカちゃん」

　アイラが快活に笑いながら告げた。

「それだけは、ない。絶対に」

　この上なく力強く断言するな。

「分からないだろ。ザックだって恋人の一人や二人くらい、いてもおかしくない」

「いやいやいや、ジェイク、冷静になって？　ザックよ？　あのザックよ？　軟派という軟派に敗れ、女性という女性から罵ば倒とうされ、恋という恋から後ろ回し蹴りからの薙ぎ倒しから顔を踏みにじられた、あのザックよ？　ありえないわよ」

　凄すさまじいことを躊躇ためらいなく流れるように言うな、こいつ。

「そうよ、お兄ちゃん。ザックに恋人が出来るなんて、天変地異が起こって世界から文明の一いつ切さいが消え去り、でもそこに残された唯一の人々が互たがいに寄り添って、再び平和な時代を築き上げるくらいのことが起こるより、奇き跡せきよ」

　そんなにもか。え、そんなにもなのか？　あいつの恋れん愛あいが成就するのは？

「まあ、でも、オレだって結けつ婚こんしたしなあ。ありそうな気もするけど」

「…………それもそうね」

「にわかに現実味を帯びてきたわね、アイラ」

　納得されてしまった。なんか腑ふに落ちない。

「でも、やっぱりザックに恋人なんて――」

　と、アイラが言いかけた直後。

「あら？　ザックさんのところにどなたか駆かけ寄よっていきますが……」

　リルカの声に、オレを含ふくめた全員が注目した。

　本当だ。しかも女性。線が細くて、長い紫むらさき色いろの髪が艶やかで綺麗だ。

「ちょっと、ちょっと、奇跡が起こったっていうの？　しかも見たところ、かなり可愛かわいくない!?」

　アイラの言う通りだった。前髪が長くて目元を隠してしまってはいるものの、全体的に相当整っている。

「待って、まだ判断するのは早いわ。あの女が詐欺師でザックが言いように弄もてあそばれてる可能性も捨てきれないし！」

　なんでお前はそこまでザックを信用していないんだ、コニー。

「随分と親しげに話をされていますね」

　確かに、とオレはリルカに対して頷いた。ザックが笑えば、女性もまた控えめに口元を緩める。随分とおしとやかそうな人だった。

「ああん、もう、なに話してるのか聞きとれない……！」

　アイラが身を乗り出してくる。そのせいで、前に居たオレやリルカが押されてしまった。

「お、おい、こら、落ち着けって！」

「だって、気になるじゃない！　どういう人なの、何の関係者なの!?」

「だから、待て！　危ないって！　こ、このままじゃ、倒れる……！」

　と忠告したが、時は既に遅く。

　支えきれなくなったオレは、意識とは反対に、自分の体が前へと傾くのを感じた。

「うわああ!?」「きゃあ！」「いやああ！」

　咄とつ嗟さにリルカだけ強引に横へどかしたおかげで、彼かの女じよだけは巻き込まれずに済んだ。

　が、オレを含めた三人は重なるように地面に伏ふせてしまう。

「だ、旦那さま、アイラさんにコニーさんも！　大丈夫ですか!?」

　リルカが駆け寄って、オレの手を引っ張り、助け起こそうとしてくれた。が、二人の下敷きになっているので、彼女の力では到底無理だ。

「お、重い……」

「ちょっと！　誰が重いのよ！　そりゃ、最近はお菓か子し食べ過ぎて体重が増加傾向にあるけど……って、乙女に何言わせんのよ！」

　アイラから頭を叩かれた。いいからどいてくれ。

「お兄ちゃん、あたし、さっきので足をくじいたわ！　起き上がれないから、このままおんぶして！」

　コニーが分かりやすい嘘うそをついた。

「ああ、もう、二人とも、早く降りてくれ！　心臓が潰れる！」

　オレの嘆きに、ようやく二人は離れてくれる。なんだってこんな目に遭わなきゃいけないんだ。

「大丈夫かよ、ジェイク」

「まあ、なんとかね。こんなことなら、事務所に居れば良かったよ」

　オレは差し伸べられた手を握にぎって、立ち上がった。

「なんだってこんなところにいたんだ？　リルカちゃんまでいるし」

「ああ、話せば長いんだけどさ。ザックの様子がおかしいってアイラが……」

　……いや待て。オレは誰と話してるんだ。

「オレが？……もしかして、俺おれを尾けてきてたとか？」

　視線を向ける。オレは硬こう直ちよくした。

　不思議そうな顔をした、ザックが居る。

「ちょ、うわあああああああああ!?」

　仰天して後ろを振ふり向むくと、アイラとコニーが全力で走り出そうとしているところだった。

「逃げるな！　元凶が逃げるな！」

　そうさせじと二人のローブの裾を掴む。

「な、なんのことかしら、わたしは偶然ここに居ただけよ!?　お昼を買いに来ただけよ!?　それだけの善良な一いつ介かいの魔ま導どう士しよ！　ねえ、コニーちゃん!?」

「そ、そそそ、そうよ！　たまたま来たらザックが居るからどうしたのかしらって、それだけなんだからね!?」

　言い訳をする二人。が、焦り過ぎて舌が回っていない。

「……察するに、あれか。俺を尾行しようってアイラかコニーが言い出して、ジェイクがそれに巻き込まれたんだな。で、リルカちゃんも偶然に通りかかった」

「さすが親友。見事な推理だ」

　オレが指を鳴らすと、ザックはため息をついた。

「大体分かるわ。っつーか、お前ら、暇なのか!?」

　オレもそう思う。

「失礼ね！　忙しい中を縫ぬってザックの動向を監視しようとしてたんだからね!?」

「余計に性質たちが悪いわ。開き直るな、コニー！」

　今日のザックは正しいことしか言わないなぁ。

「ま、まあまあ、許してよ。ちょっと好奇心が刺し激げきされたのよ。ザックがほら、不審な動きをとってるから」

「別にそんなつもりはねえんだけど……」

　とりなすように言うアイラに、ザックは頭を掻いた。

「あの、ザックさん、差し出がましいことをお訊ききするのですが……後ろにおられる方とはどのような関係なのでしょう？」

　オレのローブの埃を払っていたリルカが、全て終わった後で尋ねる。

　先さき程ほどからザックの背中越ごしにこちらのことを窺っていた女性が、反応したように肩かたを上下に動かした。

「そ、そうよ、あなたが女性と逢ってるなんて、前ぜん代だい未み聞もん、驚きよう天てん動どう地ち、空前絶後の奇奇怪怪よ！　どういうこと？」

「そこまで言うか!?　友達だよな、俺ら!?」

　アイラに逆に質問で返すザック。確かに今のはひどい。

「……まあ、その内にお前らにも会わせようと思ってたけどよ。丁度いい機会だから、紹しよう介かいするよ」

　ザックは一歩下がると、控えていた女性の背中に手を当てた。

「彼女はティマ。えーと。その。一応……お付き合いさせてもらってる。ティマ、前に話したよな。アイラ、コニーに、ジェイクと、ジェイクの奥おくさんのリルカちゃん」

「よ……よろしくお願いします……」

　か細い声で言って、ティマさんが丁てい寧ねいな仕草で頭を下げてくる。リルカもそうだけど、お辞儀には人の品性が現れるように思う。それから見ると、彼女は相当に品が良かった。

「……え、本当なの？　この人と付き合ってるの？」

　アイラが慎しん重ちように確認する。

「ここで嘘をついてティマまで俺に合わせて、なんの得があるんだよ」

「そ、それはそうだけど。なんていうか、随分と大人しそうな人だから、よくあなたと付き合おうと思ったな、と思って」

「どういう意味だそれは!?」
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「良い意味でよ、良い意味で！」

「それ言っとけば済むと思ったら大おお間ま違ちがいだからな!?」

　続・今日のザックは正しいことしか言わないなぁ。

「……なんだ。ちょっと前の話になるんだけどよ」

　と、ザックは事の経けい緯いを語り始めた。

　なんでも、休日にたまたまザックが買い物をしに商店街へ来ていたところ、道端で苦しそうに蹲うずくまるティマさんを見つけたとのことだった。

　彼女は元々少し体が弱く、いつもは処方された薬を持っていたらしいのだが、その日はたまたま切らしてしまっていたのだそうだ。

　そこで症しよう状じようから判断し、ザックがその場で魔ま法ほう薬やくを合成して飲ませたおかげで、事無きを得たのだという。

「その後、ちょっと話をして、そこからかな。たまにこうやって会うようになって」

「……ザックさんに、とても優やさしくして頂いて……。最初は良い人だなって思うだけだったんですけど。段々と、その、素す敵てきだなって……」

　ティマさんは色白の肌はだを少し赤く染めて、俯うつむいた。

「なるほど。そういうことか。それにしても、お前がこういう人と恋人関係になるとはなぁ」

　性格的には真反対というか、なんというか。それにザックはどちらかと言えば、明るくて元気の良い子の方が好みじゃなかったっけ。

「俺も自分でびっくりしてるんだけど……。まあ、なんだ。付き合ってみないと分からないことってあるよな。彼女、性格も反応も可愛いし」

「……やだ、ザックさん」

　恥ずかしそうに言って、ティマがザックのローブをそっと摘まんだ。それを見て、にやけた笑いを浮うかべるザック。

「ふうん。なににせよ、良かったじゃない。ティマさんを大切にしてあげなさいよ、ザック。こんな機会、二度と訪れないかもしれないんだから」

「ああ、もちろん――っておいこら、失礼なこと言うな」

　頷き掛けて、ザックがアイラに噛みついた。

「良い意味でよ、良い意味で！」

「その言葉が許容できる範囲にも限界があるわ！」

　二人がやり合っていると、不意にコニーが「なぁんだ、蓋ふたを開けてみればそんなもんかぁ」と肩を竦めた。

「ザックに春が来たのは良かったとしても、もっと面白いことが待ってると思ってたのに」

「人の人生に波瀾を期待するなよ」

「でも、本当におめでとうございます、ザックさん」

　リルカに拍はく手しゆされ、ザックは「ありがとう」と頬ほおを掻かく。ティマさんも照れくさそうに、前髪の間から覗く目を伏せていた。

「えーと。とりあえず、俺おれ達たち、これから昼食をとるから。終わったら事務所に戻もどるわ」

「はいはい、行ってらっしゃい」

「せいぜい、楽しんでいらっしゃい」

「まだ仕事残ってるから、恋人にうつつを抜かすなよ」

「お前だけに言われたくねえよ、ジェイク」

　苦笑しつつ、オレ達に見送られ、ザックはティマさんの肩を抱いて去っていった。

「……まあ、何にせよ、これで万事解決ってところだな。オレ達もそろそろ行こう。リルカ、また家でね」

「はい！　では、失礼致します！」

　リルカと別れ、オレ達は事務所へと続く道を帰り始めた。

「あーあ。ザックもこれで彼女持ちかぁ。なーんで、わたしには出会いがないかなぁ」

　アイラが空を仰あおぎながらぼやく。

「お前は理想が高いんだよ」

　と指し摘てきすると、彼女は眉まゆを顰ひそめた。

「どこがよ？　背が高くてすらっとしていて尚且つ癒いやし系の顔をしていて、常に優しくわたしを全肯定してくれて、かつ収入も安定していて、料理が上手うまくて、どんなに忙いそがしくてもそんな素振りを見せずにこっちを笑顔で支えてくれるような、そんな人を希望しているだけじゃない」

「どれだけ願望を積むんだよ。現実を見ろ」

　高過ぎて崩くずれてくるぞ。理想が。

「な、なによ!?　自分はいいわよね、最高の奥さんと結婚できて！」

「うっ……」

　そこを突つかれると弱いんだが。

「何にせよ、上手くいくといいわね。これでティマさんに振られたら、ザック、一カ月やそこらのへこみ具合じゃ済まないんじゃないかしら」

　……かもしれない。コニーの言葉にオレは考え込む。

　いつものザックは女の子にコナをかけては即そく座ざに振られているから、まだ感情の揺ゆれ幅も短くて済んでいる。

　でも、なまじ順調だと、それが破は綻たんした瞬しゆん間かん、耐え難いほどの苦痛を味わうんじゃないだろうか。

　いつだって人が絶望を感じるのは、希望が崩れ去ったその後なのだ。

「あいつもその辺は分かってるだろうし、行動には気を付けると思うけどな」

「そーね。でも、ジェイクも気をつけなさいよ。リルカちゃんが良い子だからって、ないがしろにしてたら、離り婚こんされちゃうかもよ」

　アイラが軽く拳こぶしを入れてくる。

「……。……そうだな」

　幸いなことに今のところは問題ないと思うけど、リルカに愛想を尽つかされるという可能性だって、無いわけではない。

　もしそうなったら、どうなるか――想像しただけでもぞっとした。

　今までだってそうだったけど、もっと誰よりも大事にしよう、うん。

「大丈夫よ、お兄ちゃん。仮にリルカに離婚されても、その時こそ、もっと大切な何かに気付くわ！」

「もっと大切な何かって、なんだよ。オレのダメさ加減とか？」

「そんなことわざわざ自覚しなくたって、明らかでしょ」

　と、アイラが横から口を出す。うるさいな。放っておいてくれ。

「そうじゃないわ！　お兄ちゃんを心から想う、身近な存在……。それに気付くのは、お兄ちゃんが全すべてを失った、その時！」

「なんだか分からんが、失いたくないから別に知りたくもないな」

　にべもなく言い放つとコニーはなぜか不ふ機き嫌げんになった。

「まあ、とりあえず、わたし達は陰ながら見守りましょう」

「ああ、そうだな。もう尾行は勘弁だけど」

　アイラに答えつつ、

「……頑がん張ばれよ、ザック」

　オレは、ここにいない友人を、応おう援えんした。




　周りからいまいち信用されていなかったザックだったが、オレ達の抱いた不安は杞き憂ゆうに過ぎなかった。

　その証拠に、ザックの交際は順調のようで、酒を飲む度にティマさんとののろけ話を聞かされたものだ。

「なあ、聞けよ、聞けよ、なあ。ティマは控ひかえ目めだけど芯はしっかりしていてなぁ。ほんと、俺なんかにもったいない子なんだよ」

「聞いてるよ。それもう十回目だぞ」

　と注意しても、どこ吹く風。べろんべろんになりながら、また同じ話を繰くり返かえしている。

「ジェイク、お前はよぉ、オレにリルカちゃんとのことを散々言ってたじゃねえか。自分はしたのに俺がやるのは嫌いやだってのか、おう？　おうおうおう？」

　挙句の果てに絡まれる。面めん倒どうくさいな、こいつ……。

　まあ、でも、友達が幸せそうだっていうのは、いいことだ。

　オレもザックとティマさんの為ために、出来る限りのことはするつもりだった。

　そんな折――ザックからある頼みごとをされる。

「なあ、ジェイク。次の休みなんだけど、お前の家に行ってもいいか？」

「いいけど、珍めずらしいな。なんかあった？」

　オレの家にザックが訪ねて来たことなんて、数えるほどしかなかった。

「ああ、いや、ティマのことなんだけどな。俺に料理を作ってご馳ち走そうしたいっていうんだけど、彼女、経験がないらしくてな。リルカちゃんのことを話したら、料理を習いたいっていうんだよ」

「そういうことか。別にいいよ。帰ったらリルカに訊いてみる」

「悪いな。無理のない範はん囲いでいいからよ」

　帰宅後、リルカに話すと、是非お越し下さいとのことだった。

　よって数日後、ザックとティマさんが、我わが家やを訪おとずれる。

「よっす。今日はありがとうな。リルカちゃんも、感謝するよ」

「……ありがとう、ございます」

　扉とびらを開けると、ザックとティマさんが並んでいた。

「どうぞ、お入りください。わたしが教えられることが、どれほどあるか分かりませんが」

　リルカに案内されるまま、ティマさんは台所へと向かう。

　オレとザックはその間、二人の様子を見つつ、珈琲コーヒーを飲んでいた。

「何を覚えたいんですか？」

「そうですね……基本的なところで申し訳ないんですが……包丁使いから」

　落ち着いた声音でティマさんが言って、リルカが請け負う。

「では、まず食材への手の置き方からですね――」

　一つ一つを丁寧に指導されつつ、ティマさんは、ぎこちない動きで調理を始めた。

「彼女、一度も料理をしたことがないのか？」

　オレの質問にザックは頷うなずきながら、

「俺も詳しくは訊いてないんだけど、普ふ段だん、家事は全部お手伝いさんがやってくれてるらしい」

　へえ。お金持ちのご令嬢だったりするのかな。

「ちなみに告白はどっちからだったんだ？」

「…………彼女から」

「へええええええ」

　意外だ。ザックがどうというより、彼女の性格的に無理そうに見えた。

「良かったじゃないか。あんな美人で優しそうな子が好きになってくれて」

「おう。まあ、なんか、本当に俺でいいのかって気がするけどさ」

　照れくさそうに鼻の下を擦るザックを、オレは笑う。

「……なんだよ？」

「ああ。ま、お互いに身を固める歳としになったってことかもなって思ってさ」

「いや、いやいやいや。俺と彼女はそんなんじゃねえよ。まだ」

「まだってことは、いずれはってことを考えてるってことだよな」

「それは……まあ……な。俺がそういうこと出来るのか不安だけど」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。オレだってやれてるんだから」

「おおー。すごく安心したわ、今」

　誰も彼かれも失礼な奴やつらだな。オレはザックの背中を叩たたいた。

　こちらが雑談を交わしている間にも、リルカとティマさんの調理は続いていく。ちなみに今回の品目はポトフらしい。

「リルカさん……すごく手際が良いですね。料理をされて、長いんですか？」

「はい。幼い頃ころから妹や弟達の為にごはんを作っていたもので」

「そうなんですか……。ちなみに……リルカさんは、おいくつなんですか？」

「十四歳になります」

「じゅうよっ」

　ごとん、という鈍にぶい音が鳴った。ティマさんが野菜を切り損ねて、包丁でまな板を叩いてしまったらしい。

「あ、怪我けがされませんでしたか？」

　リルカが心配すると、ティマさんは戸と惑まどいつつも頷いた。

「え、ええ……すみません」

「驚おどろいただろ。その年ねん齢れいで結婚する人も居るとは言え、さすがにまだ早いよな」

　後ろからザックが言うと、ティマさんは困ったように、

「そ、そうは思いませんけど……ジェイクさん、あの……とてもお若い方が……お好きなんですね」

　物凄く良いように言われてしまった。オレとしては曖あい昧まいな顔をするしかない。

「長い付き合いのある我が親友ながら、知らない部分もあるもんだよなぁ。どうりで同じ歳の女性に興味を持たないはずだ」

「だから何回も言ってるけど、そういうことじゃないって。オレは……その……」

「その？　なんだよ？」

　あ、こいつ、にやにやしてる。オレがなんて返すか分かってて言ったな。でも続けるとすれば、この言葉しかない。

「……リルカだから好きになっただけだよ」

　がたん、という鈍い音が鳴った。今度はリルカが包丁の切っ先をまな板に突き刺さしている。

「……リルカさん？」

「あ!?　あ、あはは。いえ、なんでもないです……」

　答えながらもリルカの耳は真っ赤になっていた。気まずくなってオレも咳せき払ばらいする。

　ティマさんは驚いたように目を少し見開いていたが、やがて、口元を笑えみに変えた。

「……すごいですね」

「え？　な、なにがですか？」

「そんなに歳が離はなれているのに、お二人は……お互いに愛し合っているんですね」

「あ、あい!?」

「……違ちがうんですか？」

　首を傾かしげたティマさんに、リルカは、

「え、えっと、あの、違うということはないんですけど、わたしは確かに、だ、旦那さまを、あ、あいして……あ、あはは。あははははは」

　凄まじい勢いで野菜が細かに切られて行く。リルカが高速で包丁を使っている為だ。明らかに動どう揺ようしている。

「リルカちゃん、ポトフって野菜をみじん切りにするんだっけ？」

「え？　ああ!?　誰がこんなに小さく!?」

　ザックの質問に愕然となるリルカ。君です。

「……少しリルカさんにお訊きしたいんですが」

　しばらくしてティマさんが改まるように告げた。

「な、なんでしょう？」

「その……お付き合いするに当たって……長く続く秘ひ訣けつのようなものはあるんでしょうか？」

「秘訣、ですか？　あ、そろそろ鍋なべに水を入れて、火にかけますね」

　台所の下にある戸と棚だなから大きな鍋を取り出すと、リルカは壺つぼから水を掬すくって入れた。前まではいつ汲くんだか分からないような代しろ物ものであったけど、今では彼女が毎日、井い戸どまで行って入れ替えているので、綺き麗れいな物だ。

「は、はい。……実はお恥はずかしい話なんですが……わたし、異性の方とお付き合いするのが、初めてで」

　リルカから鍋を受け取りながら、ティマさんが躊躇ためらいがちに言った。オレが指を鳴らすと、竈かまどに火がついたので、彼女は礼を言って鍋をかける。

「何をしていいのか分からなくて、ザックさんに迷めい惑わくをおかけしているのではないかと……」

「そんなこと全然ないって。寧むしろ俺が無神経だから、ティマに嫌な想おもいさせてるんじゃないかって不安になることもあるんだけどな」

「それは本当にそうだな」

「あっさりとしかも他人に肯定されるとすげえ腹立つな」

　ザックから睨まれたので、オレは肩を竦めた。

「この後はスープを作ります。入れるのは、塩、香辛料……胡こ椒しようやハーブなどですね」

　置いてあった材料をティマさんに見せるリルカ。

「……ううん、それにしても、上手くいく秘訣ですか」

　湯が沸わくまでの間、リルカは顎あご先さきに指を当てて、考え込んだ。

「わたしも旦那さまと結婚して、そんなには経たっていないので、参考にならないかもしれませんが」

「いえ、それでも……構いません」

「そうですか。……では、すごく基本的かもしれませんが、聞いて下さいね。やっぱり、いくつになっても、相手のことを好きでいることではないでしょうか」

「好きでいる……ですか」

　聞いただけでは当たり前のことであるように思えた。ティマさんもそう感じたのか、不思議そうにしている。

「好きっていう気持ちは、そのままでいても、ずっと同じように続くものではないように思うんです。年齢であったり、環かん境きようの変化であったり、何か出来事が起こったり……そういったことが続いていく内に、薄うすれはしないにしても、普ふ通つうになっていくんですね」

「普通……」

「相手の方が好きという状じよう況きようが、当たり前になっていくんです。そうすると、どれほど愛情が深くても、自覚できなくなっていって、気づけばその気持ちその物が、どういったものであったか分からなくなっていく。少なくともわたしは、そうではないのかと考えています」

「な……なるほど……」

　段々と理解してきたのか、ティマさんが感心したように頷いた。いやオレの方も、結構、勉強になってるんだが。

「だからわたしは毎日、好きな方の、好きなところを見つけたいと思っています。どんな小さなことでもいい、素敵だなって思うことがあれば、いつも新しん鮮せんな気持ちで、その人のことを好きになれる。……そう思いませんか？」

　リルカが柔らかな笑みを浮かべる。ティマさんが、息を呑んでいた。

「……リルカさん、本当に……十四歳ですか？」

　オレもそう思う、と心の中で頷いていると、

「で、では……参考までに……。リルカさんが、ジェイクさんのことを好きだと思うところはどこでしょう？」

　ティマさんがとんでもないことを訊いてきたので、オレは飲んでいた珈琲が喉のどの妙みようなところに入り掛けて、咳せき込んだ。

「え、えええ!?」

「先程の話を聞く限りは……あるんです……よね？　好きなところ」

「あ、あ、ああ、ありますけど……」

「ぜひ……聞かせて下さい。わたし、気になります……！」

　リルカが指先を合わせて、頬を紅色に染めながら、ちらちらとこちらを見てきた。な、なんだろう。席を外した方がいいんだろうか。

「いいから居ろって。なんか面白いことが始まりそうだから」

　が、立ち上がろうとしたところでザックに無理やり椅い子すに戻された。こ、この野や郎ろう！

　……でも、気になることは気になるんだよな。前にリルカの実家に行った時は、オレが彼女について語ったけど、逆はなかったし。

　改めて聞いてみたい気もする。……物もの凄すごくドキドキするけど。

「えと……。……あの。た、たまに旦だん那なさまの仕事場へお邪じや魔ますることがあるんですけど、魔法薬を作られていて、こちらのことに気付かれていないことがありまして」

「は、はい……」

　なぜか姿勢を正すティマさん。

「そういった時、旦那さまが見せられる真しん剣けんな顔が……格好良くて、好きです」

「なるほど……一いつ生しよう懸けん命めいな方は、良いですね……」

「え、ええ。あとは、依い頼らいされて作った魔法薬で病気が治った、という感謝のお手紙を読んでいる時に、本当に嬉うれしそうにされていて、こちらまで心が温かくなることがあります。それに、道を歩く時は必ず馬車の通る方をご自身が歩かれますし……こちらが重そうな荷物を持っている時には必ず率先して持って下さいます」

「お優しい方なんですね」

「はい。ただ、本当に全部を持って下さるので、この間、重くて動けなくなっている時がありました。そういう、ご自身の負担を省みず、誰だれかの為に尽くそうとするところを、本当に尊敬しているんです」

　……そんなこともあったな。こちらとしては前後のことを考えもせずに行動してしまって、情けない想いに捉われていたんだが。

「あと、先だってのお休みの日、少し買い物に行くと出られた後で、へとへとになって帰ってこられたことがありました」

「……何か、あったんですか？」

「出先で迷子に出会って一いつ緒しよにお母さんを探してあげたらしいんですね」

「ああ、そういうことですか。でも、それだけで……そんなに疲つかれますか……？」

「はい。わたしも少し変だなって思っていたんですが。なんでもそのすぐ後、家に向かっている途と中ちゆうで腰こしを痛めたおばあさんを見つけて、おぶって家まで送って差し上げ」

「はあ、なるほど」

「そこを出たと思ったら、ひったくりに遭遇して犯人を全力で追いかけたらしいんです。そうして、気づいたら家からすごく遠いところまで行っていて、苦労して戻ってこられたらしくて」

　くすりとリルカが笑った。あの時は確かに、何の因果か色々と騒動に巻き込まれて青息吐息だったんだよな。

「お前らしい話だよ」

　ザックが噴ふき出した。

「褒ほめてるのかそれ」

「褒めてる褒めてる」

　適当な言い方で、珈琲を飲まれてしまった。絶対に違う。

「そういうところも、わたし……大好きなんです」

　リルカははにかみながらも、迷いなく言い放った。オレは恐縮するやら照れくさいやらで、どうしていいのか分からなくなる。

「……ばらしい……」

　が、ティマさんが俯いて何やら呟つぶやいたので、怪け訝げんな顔をした。

　リルカもきょとんとしていると、彼女は、そこでいきなり、

「――素す晴ばらしいですっ！　リルカさんっ！」

　見たことがないくらいの輝かがやかしい笑え顔がおと、聞いたことがないくらい大きな声を出した。

「仰おつしやる通り、好きな方の良いところを常に観察し、抱いだいた想いを新鮮な物にする――それを実じつ践せんなさっているんですね！」

「え、ええ、そうです……が……あの、ティマさん？　ティマさん、ですよね？」

　うん、ティマさん、だよな？

「わたし、感動しました！　わたしもリルカさんのようになりたいです！　いえ！　ならなくてはいけません！」

　ティマさんはがっしりとリルカの両肩を掴つかんだ。

「リルカさん！　恋の師し匠しようと言わせて下さい！」

「ええ!?」

「未熟なわたしに料理以外にも、どうか、ご指導ご鞭べん撻たつの程を宜しくお願いします！」

「そ、そんな！　わたしなんて、全然まったく大したことなんてなくて……」

「いえ！　いいえ！　そんなことありません！　ぜひ！　ぜひとも色々と教えて下さい！　師匠！　リルカ師匠！」

　ぐいぐいとリルカに迫せまっていたティマさんは、そこではっとした。

「……ああ!?　す、すみません……」

　ようやく我に返ったらしい。頬に両手を当てて、顔を赤らめた。

「昔から、興奮したり、やろうと決めたことを実行する時、こうなってしまう性質で……。はしたない真似まねをして、申し訳ありません……」

「い、いいえ、いいですよ。気になさらずに」

　当初は未知の生き物と出くわしたみたいな感じで固まっていたリルカは、ようやく平静さを取り戻して答えた。

「……ザック、お前、知ってたか？」

「いや。あんなティマ、初めて見た。……意外に積極的なところがあるのかもな」

　さしものザックも戸惑いを隠せていなかった。

「そ、それでは湯も沸いたようなので、スープを作っていきましょう。その後でお肉や野菜を入れていきますから」

「は、はい……。よろしくお願いします、お師匠様……」

　あ、そこは継続するのね。

　……とまあ、なんだかんだありつつも、その後は皆みなで作ったポトフを美味しく食べた。

　オレとザックはいつも通りだけど、リルカとティマさんは打ち解けたらしく、女性二人で楽しく盛り上がる。

　少し変わったところはあるけど、良い人なのは間違いない。

　オレは末長く二人が上手くいくことを祈った。




　だが――それからしばらく経って。

「……おはよーっす」

　ザックが事務所に来た時、珍しく浮かない顔をしていたので、オレは眉を顰めた。

「どうした、ザック。犬の糞ふんでも踏ふんだか」

「なんで」

「なんか暗いからさ」

「いくらなんでも糞くらいでここまでならないでしょうよ」

　アイラが持っていたペンをくるくる回しながら、

「あれだ。腐ったものでも食べてお腹なか壊したんでしょ？」

「まだまだね、アイラ。あたしはもっと重要なことだと見たわ！」

　コニーが書類をそろえながら、自信ありげに言い当てようとする。

「全財産の入った財布を落としたんでしょう！　そうに違いないわ！」

「……。……はあああああああ」

　オレ達三人に向けて、ザックはこれみよがしに大きなため息をつく。

「な、なんなのよ、そのあてつけるような真似は！」

　いつもと違う反応にたじろぐコニーへ、ザックが頭をくしゃくしゃと掻き乱した。

「いや別に。お前らは気楽でいいなと思ってよ」

「朝っぱらから喧けん嘩か売ってんの？　安くしてくれるなら買うわよ」

　挑発するアイラを「落ちつけって」とオレが諭していると、

「あらあら、ザックちゃん、本当に何があったのかしら？　もし私達に話せることなら、聞くわよぉ」

　姉さんが声をかけて、ザックは沈ちん黙もくしたまま、迷うように視線を上げた。

　が、やがて、

「……そうっすね。特に所長には聞いておいてもらった方が良いかもしれないっす」

　珍しく真ま面じ目めに答えた。

　そこでようやくオレ達は、何かただならぬことが起こったことを察する。

　仕事前の時間を少し使って、ザックの話を聞くことにした。

「いや、実はこの間、ティマの親父さんに会ったんだよ」

　思ってもみない話の切り出しに、オレを含ふくめた所員全員がざわめく。少し前にザックからティマさんを紹介してもらっていた姉さんも、目をしばたたかせていた。

「それって、あれか。結けつ婚こんの話をしたってことか？」

「まあ、そういうことだな」

「良かったじゃない。ついに来るところまで来たってことね」

　アイラが祝福したが、ザックは「まぁ、そうなんだけどよ」と煮え切らない態度を崩さない。

「なによ、なにが問題だっていうのよ。ひょっとして、もうこれで女遊びが出来ないとか考えてるんじゃないでしょうね」

「ザック、最低よ！」

　コニーが非難して、ザックは面倒くさそうに首を横に振ふった。

「あのな。オレは別に女好きで軟ナン派パしまくってたわけじゃねえんだぞ」

「あ、そうなのか」

　てっきりそうだと思ってた。

「おいおい、頼たのむぜ、相棒。オレは運命で結ばれる相手、すなわち真実の愛を探してさ迷う流る浪ろうの旅人だっただけだぜ？」

「うわー」「うえー」

「おい引くな。そこ分かりやすく引くな！」

　悪い物でも飲み込んだみたいな顔でザックから遠ざかったアイラとコニーを、ザックが指差す。

「まあまあ。それで、真実の愛を探してさ迷う流浪の旅人さんが、ようやく見つけたお相手の方と添い遂げられそうだというのに、どうして素す直なおに喜んでいないのかしらぁ？」

「いやあの所長、俺が悪いっていうのは重々承知してるんですけど、ノリで言ったことを反復しないで下さいよ。自分が馬ば鹿かみたいに思えてきます」

　複雑そうな顔をするザック。だったらやるな。

「思えてくるも何も馬鹿でしょ、あなたは」

「馬鹿ではない！　馬鹿ではないぞ！……いや、ティマの実家に行って家族と一緒に食事をして、それとなくそっち方面の話になってよ」

　アイラの指摘を否定しつつ、ザックは言った。

「まあ、幸い、向こうの親父さんとも話が合ってな。というのも、親父さんも俺と同じ魔ま法ほう薬やく士しだったんだよ。しかも五ツ星の」

「ああ、良いところの娘さんっていうのは、そういうことだったのか」

　通常、星が三つもあれば自分の事務所を構えてやっていけるくらいの収入を得ることができる。それが五つともなれば、協会側からの仕事はもちろんのこと、実力を見込んだ個人の依頼も頻ひん繁ぱんに来るし、懐ふところ具合はかなりの物になるはずだった。

　……まあ、オレみたいな例外中の例外もいるんだけどな。

「皆も知ってるだろ。オーワン＝ディアスっていう魔法薬士」

「あー。ここからちょっと離れたところにある、大きな事務所を仕切ってる人よね。有名だわ。へえ、あそこのお嬢さんなの」

　アイラが驚いたように手を打った。オレも知っている。とは言え、実際に面識があるわけじゃないんだが。

「以前から俺のことはティマから聞いてたみたいで、自分で言うのもあれだけど、結構気に入られたんだよ。ぜひとも娘を宜しくなんてことを、母親と揃そろって言われてさ」

「いいこと尽くめじゃないか。なにが気に入らないんだ？」

　今のところ、浮足立つような話ばかりで、ちっとも落ち込む要素なんてないように思えるんだが。

「いや、それが……結婚するにおいて、一つ条件があってな。ティマの夫になるなら、向こうの事務所に入らなきゃいけないらしいんだよ」

「え？　そうなのか？」

「ああ。副所長になって欲ほしいんだとさ。親父さんの子どもはティマだけなんだが、彼かの女じよは魔力も乏しくて、魔法薬士としての才能はあんまりないらしくてさ。俺を跡あと取とりにしたいらしいんだよ」

　腕うでを組んで、ザックは低く唸った。

「突とつ然ぜんの申し出だったってのもあるし、そうなればこの事務所を出なきゃいけないからな。来週くらいに返事をくれって言われたけど……正直、どうしたものかと」

　それで、難しい顔をしていたのか。ようやく分かった。

「いや、でも、良い話じゃない。五ツ星の事務所の副所長でしょ？　出世どころの騒さわぎじゃないわよ。あんな美人がお嫁よめさんになってくれるんだし」

「そりゃ、そうなんだが……」

　アイラの言葉にも、ザックの反応はかんばしくない。かなり迷ってるみたいだった。

「冷静になりなさいよ、ザック。ザックにこんな幸運が舞い込んでくるなんて、今後の人生でもう一度、あるかないかよ。いえ、ない！　ないわ！　ないと今、あたしの中で決まった！」

「お前は本当に可愛かわいい後こう輩はいだなぁ、おい」

　断言したコニーの頬を、ザックが青筋を浮かべながら、笑顔で引っ張った。

「あらあら。私としては、大事な部下を他の事務所にとられちゃうのは、あんまり歓迎できたことじゃないわねぇ」

　姉さんが頬ほお杖づえをついて、

「でも、重要なのはザックちゃんが、どうしたいのかよぉ？　あなたがそうしたいというのなら、私は意志を尊重するわぁ」

「……所長」

　ザックが、いつもの軽薄そうな表情を引っ込めて、真剣な顔つきになった。ただしコニーの頬を引っ張りながら。そろそろ離してやれ。

「そうだな。ザックが居ないと人手は足りなくなって、仕事が回しにくくなるだろうし。なにより、友達と会えなくなるってのは、寂しいもんだと思う」

　オレは正直に自分の気持ちを伝えた。

「でも――姉さんの言う通り、ザックの人生はザックが決めるべきだ。オレ達のことなんて、気にする必要はないからな」

「そうね。ティマさんのことが好きなんでしょ？」

「それは……まあな」

　アイラに対してザックが頷くと、彼女は「なら、決まってるじゃない」と笑って、

「仕事もそうだけど、大切なのはそこでしょう。自分のことを本当に好きになってくれる人なんて、そうそう現れるものじゃないわ。……思い切りなさい。わたしは応援するから」

「もちろん、オレもだ」

「ええ、私もよぉ」

「……あたしもそうだったけど、ほっぺたつねられたから、保留にしとく」

　コニーは頬を摩りながら口を尖とがらせた。お前は自業自得だ。

「お前ら……所長まで。ありがとう。……ただ、やっぱりこう、踏ん切りつかないな」

　苦く笑しようして、ザックは事務所を見回した。

「優柔不断だって言われるかもしれないけどさ。何しろ、いきなりだったし」

「ゆっくり考えればいいさ。重要なことだからな」

　オレの言葉に、ザックは「そうだな」と短く返して、椅子から立つ。

「よっし。とりあえずは、気持ちを切り替えよう。今日も一日、労働に勤しむぜ！」

　快活に笑って、腕を回しながら、自分に与あたえられた作業を始めた。

　その後ろ姿は、何かを振り切っているみたいだったけど――長い付き合いのオレには分かった。まだこいつは、悩んでいる。

　でも、結論を出せるのはオレでもなければ、アイラでも、コニーでも、姉さんでも、リルカでも……ましてティマさんでもない。

　ザックだけなのだ。

　だから今は、どうなるのかを、オレは待つしかなかった。

　与えられた一週間という刻限は、長いようでひどく短い。

　日々の仕事に追われるオレ達のような身は特にそうで、文字通り、あっという間に過ぎ去っていった。

「ザックさんは、どうされるおつもりなんでしょうか」

　夕食の席でリルカからそう問われた。彼女にも一連の事情は既すでに話してある。

「ううん。どうなんだろうな。まだ決めかねてるみたいだけど」

　作業自体はこなせているけど、ふとした瞬しゆん間かんに遠い目をしたり、考え込むような素振りを見せたりしている。口数も少ないし、呑みにも行かなくなった。

　まるで、ザックがザックじゃないみたいだ。

　だけど、それでも、明確な何かを導き出せないようで――ついに、その日は訪れてしまった。

　夕食の席で答えを聞かせて欲しい、と言われていたらしく、ザックは仕事終わりにティマさんの家へと行くことになる。

「それで、結局、どうするの？」

　アイラから尋ねられて、ザックは小さく顎を引いた。

「まあ……一応、決めたことはあるから。それを伝えてくる」

「そうか。帰ったら教えてくれよな」

　オレの言葉に「ああ、そうするよ」と返して、ザックは踵きびすを返した。

　事務所を出て行こうとして――その間際、扉が向こうから激しく開き、思い切り顔を打ち付ける。

「へびしっ！」

　妙な声を上げてうずくまるザック。姿を見せたのは、姉さんだった。

「あれ、協会に行ってたんじゃなかったっけ」

　買いたい物があるので、ついでに寄って受領の判子を押おした依頼書を出してくると言っていたはずなんだが。

「ああ、ごめんねぇ、ザックちゃん。皆、大変よぉ」

「大変って、なにかあったの？　お姉ちゃん」

　コニーが首を傾げるのに、姉さんはちっとも大変そうではなさそうな、のんびりとした口調で告げた。

「さっき協会で、お知り合いに声をかけられたんだけどねぇ。大量のお仕事を受けたんだけど、所員が病気や事故で欠勤してて、納品に間に合いそうにないから、手を貸してくれっていうのよぉ」

「おいおい、どれくらいだ？」

　姉さんがオレの質問に答える。結構な数だった。姉さんの知り合いだという事務所に残る人数とこちらの全員と合わせて、ぎりぎりなんとか、こなせるか否かと言った感じだ。

「ごめんねぇ、皆。やってもらえないかしらぁ」

「……仕方ないですね。幸い、こっちの仕事は落ち着いてるし、そっちに集中しましょう」

　アイラが頷くのに、オレも同じ動作で返した。

「早さつ速そく、作業に取り掛かろうか。素材の方は？」

「大だい丈じよう夫ぶ、預かってきたわぁ。これが終わったらお休みをあげるから、頑がん張ばりましょうね」

　姉さんが鞄かばんから魔法薬の素材を取り出して、机に並べて行く。

「なんか、不味そうだな。オレも手伝うよ」

　ザックが申し出たので、オレは手を振った。

「いいから。お前はティマさんのところにいけよ」

「いや、さっき聞いた量だと俺おれが居た方がいいだろ。ティマには事情を話して延期してもらうから」

「いいから。遠えん慮りよするな。せっかくの場なんだろ。日を延ばしたら、お父さんの心象が悪くなるかもしれないぞ」

「でもよ、俺のせいで皆に負担をかけたら――」

「そんなもの、どうでもいいんだよ」

　オレはジェイクの言葉を遮った。

「やっとお前の良さを分かってくれる人が現れたんだ。その為ためになるなら、ちょっと作業が増えることくらいは何でもないって」

「そうよ、ザック。今日は自分のことだけ考えなさい」

「ただでさえ、注意力散漫なんだから。ティマさんに恥掻かせないようにしてよね！」

　アイラとコニーが続いて、姉さんが微笑む。

「オーワンさんのところね？　行ってらっしゃい、ザックちゃん」

　ザックは、俯うつむいた。広げていた手を、強く握り締める。

　何かを堪こらえるように、少しの間だけそのままでいたが――。

「皆……ごめん。行ってくる！」

　オレ達に背を向けると、急いで事務所を出て行った。頑張れよ、ザック。

「……よし、やるか！」

　オレは改めて自分と皆に発破をかけて、怒ど涛とうの作業を開始したのだった。

　が――一時間ほど経った頃だろうか。

「ただいま！」

　ザックが、勢いよく扉とびらを開けて帰って来た。

「あれ？　もう終わったの？」

　やけに早いな、とオレもアイラと一緒に振り返る。

「いや、やっぱりティマに言って延期してもらったよ」

「おいおい、別に構わないって言っただろ？」

「イイんだよ、俺が居ないと始まらないだろ？」わざとらしくザックは前まえ髪がみを手で払って、「それにティマの方も親父さんが少し体調を崩くずしてたから、そうしてもらえると助かるってさ」

「ふうん。お父さんは大丈夫なのか？」

「ああ。大したことはないけど、大事をとって休むってさ」

　ザックはローブの腕をまくって自分の席についた。

「さあて、やるぜぇ。俺が居ないから、随ずい分ぶんと作業が遅おくれてるだろ？」

「いや、殊ことの外ほか、順調だけど」

「寧ろ予定より早いくらい」

「だからザックが居なくてもよかったのに」

　オレ、アイラ、コニーから言われ、ザックは椅子からずり落ちた。

「なんだよ！　だったら帰ってくるんじゃなかったわ！　飲みにでも行けば良かった！」

「あらあら。でも助かったわ。じゃあザックちゃん、これをお願いねぇ」

　姉さんは大量の素材を持ってくると、ザックの机にどさどさと落とす。

「……え。これ、全部やるんすか？」

「全部じゃないわよぉ」

「そ、そうですよね！　まさか、こんなにあるとは俺も」

「まだあるのよぉ、ウフフ」

「……やっぱ俺、帰ります」

　席を立ったザックを、オレとアイラは駆けつけて羽交い絞めにした。

「おいおいおい、親友、そんな道理が通ると思うか？」

「自ら火の中に飛び込んできたんだから、炭になる覚かく悟ごはあるわけよね？」

「ひいいいいい！　お前ら、目が！　目が恐こわいぞ！」

　暴れるザックを無理やり椅子に座すわらせ、オレ達は、作業へと戻もどる。

　結局、仕事が終わったのは、深夜になってからだった。

　それでも、その件については片が付いた。休みを挟はさんで次の日からいつも通りの日常が戻ってきたわけだ。ただ……ザックの行動は、今回のことを契機に変わった。

　ティマさんに会わなくなったのだ。

　正確に訊きいたわけじゃないから、オレの知らないところで逢おう瀬せを重ねていたのかもしれない。でも、それにしては休み時間にはずっと事務所に居るし、仕事終わりにはしきりに飲みに行こうと誘さそってきた。

　つまりは、前のザックに戻ったというわけだ。

「ねえ、ティマさんと何かあったの？」

　アイラも気になっていたようで、尋たずねたが、ザックは「別に」と短く答えるだけだった。

　明らかに何かあるとは思うんだが、本人が言わない以上、無理に訊きだすわけにもいかない。だからオレ達は、そっとしておくことにした。

　そして――事に大きな変化が起こったのは、それから少し経ってのこと。

「し、失礼しますっ！」

　激しい音を立てて事務所の扉が開き、そこに見覚えのある人物が立っていた。

　ティマさんだ。ただ、以前に見たような印象ではなくなっていた。

　長い髪は逆立っているし、覗のぞき見える目もいささか鋭するどい。唇くちびるは真一文字に結ばれて、全体的に怒りを思わせるような形相だった。

　更さらに背中に、大きな荷物を負っている。これから長い旅にでも出ようかという量だ。

「ティ、ティマ!?　どうしたんだ!?」

　ザックも聞いていなかった訪問のようで、焦あせったように近付いた。

「ザックさん！　わたし、決めました！」

「え？　なにを？」

「決めましたから！　わたし！　決めたんです！　わたし！」

「うん、いや、一いつ旦たん落ち着こうか。なに言ってるか分からないから」

「だから……その……決めたんですよ！　わたし！」

「分かった。分かったから。でも全然話進んでないからね。そこから全く動いてないから」

　どうやら、興奮して我を忘れているようだ。そういえば以前にリルカと一緒に会った時も、こんな感じになったっけ。

「とりあえず座ったらどう？　休きゆう憩けいしていたところだし、いいですよね、所長」

　アイラが確認をとると、美味しそうにケーキを食べていた姉さんは「いいわよぉ」と気軽に了りよう承しようした。

　ティマさんは「では、遠慮なく！」と力強く言って、つかつかと事務所内を歩くと、まず荷物を置いた。ずん、という重い音が聞こえてきそうだ。

　次いでコニーが持ってきた椅子に腰かけると、ザックに自分の前――彼かれの席を指差す。

「ザックさん！　そこ、座って下さい！」

「は、はあ……」

　さしものザックも押され気味だ。言われるがままに、座る。

「ザックさん……ザックさん！」

「お、おう。なに？」

「ザックさんは！　ザックさんは、どうなんですか!?」

「なにが!?　お前、ここに来てからほぼほぼまともなこと喋しやべってないけどいいの!?」

　ザックから言われて、ティマさんは、深呼吸した。何度も繰くり返してから、ようやく、口を開く。

「……すみません……。我を失っていました」

　見れば分かる。その場に居た全員共通の想いだっただろう。

「ザックさん。あの……先日のお返事なんですが……わたし、受け入れられません」

「え。い、いや、今？　今ここで言うの？」

「だって……ザックさん……わたしを避けているじゃないですか。こうでもしないと……聞いて頂けないと……思うんです」

　やっぱりそうだったのか。

「なるほど。なんだか分からないけど、逃げ場を押さえて直談判ってわけね。やるじゃない、ティマさん」

　コニーが意味不明なところで感心していた。

「ザックさん。わたし……家出してきたんです」

「ええ!?」

　ザック同様にオレ達も驚く。それであんなに大きな荷物を持ってたのか。

「ど、どうしてそんなことを」

「ザックさんと離はなれることなんて……わたし、出来ませんから。結婚がダメなら、わたし、家を出て……あなたと暮らします」

　膝ひざの上で手を強く握り、ティマさんはか細い声で、それでもはっきり言い放った。

「お、おいおい、何もそこまでしなくても……」

「ザック、どういうことだ？」

　皆を代表して、オレが訊くことにする。ザックはバツが悪そうに頭を掻かいた。

「あー……いや、なんだ」

「ザックさん……先日、父に会って開口一番でこう仰られたんです。『オレはそちらの事務所に所属することは出来ません。だからティマさんとも結婚は出来ません』って」

「え、そうなの？」

　アイラが目を丸くする。オレだってそうだ。

「オレ達には延期してもらったって言ってただろ。嘘うそだったのか？」

「……まあ、そうだな。お前らに正直に言ったら、考え直せって言われると思って」

　複雑そうな顔で答えるザック。

「それはそうよ！　なんでそんな勿もつ体たいないことしたのよ、ザック！」

　コニーが詰つめ寄ると、ザックが「え、いや、だってさ」とうろたえた。

「……給料は安いし、忙しい。正直に言えば……条件の良い職場とは言えない。そう、ザックさんはご自身の事務所のことを仰られました」

「あらあらあら？」

　姉さんがにこにこしたままでザックを見る。

「ち、違ちがうんすよ、所長!?　なんていうかそれは本音がつい出たというか、日ごろから思ってたけど言わなかったことがぽろっと口からこぼれたというかですね！」

「一個も言い訳出来てないわね」

「寧むしろ全部肯定してるじゃないかよ」

　オレとアイラの突っ込みに、ザックは「いいからお前らは静かにしてて！」と必死に訴うつたえてきた。が、そこで、

「でも――自分のことを一いつ切さい省みないで、仲間や色んな人の為に頑張ることの出来る、あそこの連中が好きなんだ……そう続けられたんです」

　ティマさんの言葉で、沈黙が下りた。

　ザックは自分の顔を手で覆おおい、蹲うずくまる。

「……なんで言っちゃうかなぁ、それ」

　非常に珍めずらしい――というかオレも見たことが無いくらい、照れてるな。いやまあ、オレも自分が今みたいな状じよう況きように居たらこうなるか。

「だから、今の事務所を離れることは出来ません、と。……でも……でも……でも、でも！　でもでもでも！　わたし、納なつ得とくいきません！」

　膝を叩たたいて、ティマさんは顔を上げた。

「わたし――ザックさんが好きです！　愛しています！」

　アイラが口笛を吹く。……臆おく面めんもなく言ったぞ。すごいな、この子。

「あなたと結けつ婚こん出来ないなら、自分の家のことなんて、どうでもいいんです！　だからわたし、父の元を離れました！」

「……いや……でもな、ティマ。今、お前は興奮していて勢いで行動してるんじゃないか？」

「いえ！　ずっと考えてたんです！　自分がどうするべきか！　それで決断しました！」

「そ、そうか。う、うーん」

　腕を組んで唸り始めるザック。自分がティマさんと結ばれることで、彼女に迷めい惑わくがかかることが嫌いやなんだろう。

「結婚して下さい！　ザックさん！　指輪も買ってきました！」

「いやティマが買ってきたの!?」

　差し出された指輪を、ザックは呆然として見つめた。

「どうすんのよ、ザック。ここまでされたら、彼女を追い返せないんじゃない？」

　アイラが尋ねるのに、コニーが乗っかった。

「そうよ！　ザックなんかをここまで好きになってくれる女性なんて、今後、現れないんだからね!?」

「いや、なんかって言ってるし断言してるしで、失礼をどれだけ重ねるんだよお前は！」

　ザックは叫さけんで、ただ、頭を抱える。

「……正直な話、ティマの気持ちは嬉うれしい。俺だって出来ればそうしてえよ。でも……親父さんを心配させるのは良くないだろう」

「そ、そんなの、そんなのどうでもいいです！」

「良くねえよ。二度と会えないかもしれないんだぞ。それでもいいのか？」

　声音に真しん剣けんさが宿っているのを察したのか、ティマさんが押されたように黙だまり込んだ。

「とりあえず、今日のところは家に帰った方がいい。それからゆっくりと二人で方法を考えていかねえか。きっともっといいやり方があるはずだ」

「そんな……ザックさん……」
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　肩かたを落とすティマ。オレ達は顔を見合わせた。

　今回のところはそう落とすしかないか、と視線で気持ちを交わし合う。……が。

「――その必要はないよ、ザック君」

　そこに思いもよらぬ第三者が現れる。

　壮年の男性だ。ティマさんとは違って、灰色の髪を後ろに撫でつけている。高級そうな布地のローブを身に纏っているところを見ると、地位の高い人なんだろう。魔ま導どう士しのローブは協会からの支給品ではあるが、人によっては質の良い物に買い替えることがあった。

「お、お父さん……！　どうして……ここが!?」

　ティマさんの言葉に姉さんを除く全員が「えっ」と声を出す。この人が彼女の父親なのか。

「あまり交友関係を持たないお前が逃げ込む場所など、ザック君の家か、先だって聞いていたこの事務所くらいしかあるまい」

　すっかり見抜かれてたってわけか。

「お初にお目にかかります。ティマの父、オーワンです。この度は申し訳ありません、娘むすめがお騒がせしまして」

　深々と丁てい寧ねいに頭を下げると、オーワンさんは事務所に入って来て、まず姉さんの机へと向かった。

「身内が大変な失礼を仕出かしましたこと、お詫わび致します。レイランドさん」

「まあまあ。いいんですよぉ。ところで、必要がないとはどういうことでしょう？」

　オーワンさんはこちらを振り返り、ティマさんの方へと歩き出した。

　ティマさんはザックの後ろに隠れて縮こまり、父親の方を睨にらみつけている。

　なんとなく、飼い主に縋すがる子犬のようだ。

　が――オーワンさんが足を止めたのはティマさんのところではなく、ザックの前だった。

「ザック君。私からもお願いする。娘と結婚を前提に付き合ってはもらえないか」

「……へ!?」

　ザックはぽかんとする。そりゃするだろう。オレ達の方だって、頭の中に疑問符が大量に浮かんでいる状態だった。

「え、で、でも俺は、条件は飲めないって……」

「ああ。私も最初はそれなら仕方ないと思っていた。が、今朝、娘が家出する旨の置手紙を残して居なくなっていたことで、考え直してね。何しろ、娘が私にはっきりと反抗したことなど、今回が初めてだったんだ。親には従順で、大人しい子だとばかり思っていたんだが……」

　オーワンさんはそこで、ティマさんへと視線を送り、

「きっと、君と出会ってティマも自立したんだろう。なら、娘が大人になる一歩を踏み出すきっかけになった、その気持ちを汲もうと思う。ただ、君にうちの事務所の副所長になって欲しいという想おもいは変わっていない」

　再びザックと目を合わせると、低く、落ち着いた声で申し出た。

「だから――あくまでも将来的なことでいいから、検討してもらえないだろうか。その結果、やはりダメであったとしても、娘とのことに口を出すことはしないことを約束する」

「そ、それで本当にいいんですか？」

「もちろん。……このまま娘に家出されたままでは、私も寂しいからな」

　オーワンさんが、少しだけ笑った。厳めしいと思っていた顔が和らぐ。

　ザックは下を向いた。口を噤んだまま、黙り込む。

　そして……しばらくすると、長い、本当に長い息をついた。

　不意に顔を上げ、長い付き合いで見た覚えのない、凛り々りしい表情を作る。

「――分かりました。宜しくお願いします」

　立ち上がると、深々、頭を下げた。

　一瞬の静まり。

　が、すぐにそれは、歓声へと変わった。

「ザックさん！　本当ですか！　ありがとうございます、ザックさん！」

　ティマさんが飛びつき、アイラとコニーがザックの背中を叩く。

「よく言ったわね、この幸せ者！」

「なによ、ザックの癖くせに、真面目に畏かしこまっちゃって！　似合わないんだから！」

　二人の笑え顔がおに、ザックも「うるせえよ」と返しながら、本当に嬉しそうだった。

「おめでとう、ザック。頑張れよ」

　オレが差し出した手を、親友は、嬉しそうに握り返してくる。

「……おう。お前らのところには、負けないぜ」

　本当にそうなればいい。心から思った。

「では、私はこれで失礼する。ティマ、お前も皆みなさんのお邪じや魔まにならない内に帰ってきなさい」

「は……はい！　ありがとう、お父さん！」

　ティマさんが微笑むのに、オーワンさんは頷うなずき……不意に、オレの方を見てくる。

「君がジェイク君か？」

「え？　ああ、はい」

「――どうだ、うちに来ないか」

　突然すぎる誘いに、オレは「は？」と間ま抜ぬけに訊き返すことしか出来なかった。

「給料はここの二倍。いや、三倍は出そう。希望した日に無条件で休みもやる。七ツ星の魔導士に来てもらえるなら、それでも安過ぎるくらいだ」

「ちょ、ちょっと、待ちなさいよ、おじさん！　お兄ちゃんはうちの事務所の物よ！」

「そうですよ。なにを勝手なことを言ってるんですか！」

　コニーとアイラがオレの前で、オーワンさんを拒むように両手を広げる。

「ほら、お兄ちゃんを連れて行くならザックをあげるわ！　いきなさい、ザック！」

「仕方ない、尊い犠牲よ！　ザック！」

「お前らさっきの感動的な場面は夢か何かだったのか!?」

　ザックが嘆き、三人は言い合い始めた。

　ふと視線を感じて見ると、姉さんがこちらをじっと見つめている。

　何も言わないけど、なんとなく気持ちは察した。

　まあ、そうでなくても、答えは決まってるけど。

「勿体ないお誘いですけど、お断りします。この事務所が、気に入ってるので」

「……四倍でもダメかね？」

「すみません。お金に興味はないと言いませんが、第一ではないので」

　オレがそう返すと、オーワンさんは黙り込んだ。

　が、間もなく、小さな笑いを漏らす。

「……フフ。なるほど。確かに良い事務所のようだ」

　踵を返すと、手を上げた。

「冗じよう談だんだよ。忘れてくれ。それでは、失礼する」

　そのまま、事務所の扉を開けて出て行く。

　なんか、試されたような気がするけど、まあいいか。

「……ザックさん、これから末長く、宜しくお願いしますね」

　と、一連の騒動が落ち着いたところで、ティマさんが頭を下げた。

「あ、ああ、こちらこそ」

　ザックが慌あわてて返すと、ティマさんは懐ふところから小さな袋ふくろを取り出す。

「あの……これ……お会いしたら渡そうと、思ってたんです……」

「なに？　これ」

「焼き菓子です。この間、リルカさんに料理を習ってから、とても楽しい物だなって思って……自分でも、挑戦してみました……」

「おお、そうなのか。ありがとな。早速食べるよ」

　ザックは袋の紐ひもをほどくと、中身を取り出した。焼き色が綺き麗れいで、中々の出来のようだ。

「じゃあ、頂きます――」

　一口、齧ったところで、ザックが後ろにいきなりぶっ倒たおれた。

「あら……？　ザックさん？」

　オレは慌てて駆かけ寄よると、様子を確かめる。目に焦点が合っておらず、口から泡まで吹いていた。

「生きてるか!?　ぎりぎりか!?　瀬戸際なのか、ザック!?」

　頬を叩くと、ザックはオレにだけ聞こえるような声で呟つぶやく。

「硬くてぐにゃぐにゃで苦くて酸っぱくて辛くてしょっぱくて後味だけ滅め茶ちや苦く茶ちや甘あまい……」

　なに入れたんだティマさん!?

「どうしたんでしょう……お父さんが居なくなって、安心して、気が抜けたんでしょうか」

　そんな生易しいもんじゃないとだけは言える。

「あ……良かったら、まだありますから、皆さんもどうですか……？」

「え、遠慮しとくわ！」「ザックにあげてよね!?」「あらあら。お気持ちだけで結構よぉ」

　アイラ、コニー、姉さんが全力で拒否し、オレも当然お断りした。

「……これから色々と大変そうだな、親友」

　オレの声が届いているのか、いないのか。

　ザックはそれでもどこか、幸せそうだった。







最終章　距離は互いに少しずつ







　リルカと結けつ婚こんしてから、数カ月が経過した。

　家に帰れば可愛かわいい奥おくさんが待っていてくれて、華が咲さくような笑顔と、美味おいしい料理が迎むかえてくれる。

　そうなるとなんでもない日常も楽しくなってきて、仕事もはかどるというわけで。

　オレは、公私共に充実した日々を送って来た。

　……が、この頃ごろ、少しだけ気になることがある。

「リルカ、これ、いつも出してくれるのとは違うスープだね。なに使ってるの？」

　朝食の時間。そうオレは何気なく質問したのだが、答えが返ってこなかった。

　リルカはスプーンをもったまま、あらぬ方向を見ているだけだ。呆然自失といった感じの様子に、眉まゆを顰ひそめた。

「リルカ？　リルカ？　おーい、リルカー？」

　何度声をかけても変わらない。オレはふと悪戯いたずら心ごころが芽生えて言った。

「……返事してくれないなら、口づけするよ」

「はい、どうぞ」

「了りよう解かい……って、ええ!?」

　あっさりと受け入れられて、こっちが逆に驚かされる。その声の大きさにリルカはやっとこちらを見てくれた。

「え!?　あ、な、なんでしょう？　旦だん那なさま」

「あれ？　聞こえてなかった？」

「え？　あ、なにをです？　なにか仰おつしやいましたか？」

　目をぱちくりさせているところを見ると、本当に耳に届いていなかったらしい。

「ああ。いや。うん。別になんでもないんですけど」

「ごめんなさい。少しぼーっとしてまして。ご遠慮なく仰って下さい。旦那さまがご希望されることなら、何でもお応えしますので！」

「ほ、本当になんでもないから！」

「ご遠慮なく！　さあ！　さあ！　さあさあさあ！」

　やめて！　濁りの無い瞳ひとみでオレに迫せまってこないで！　罪悪感に殺されそうだから！

「ほ、本当なんでもないって！　それより、リルカこそ、どうしたの？　心ここにあらずって感じだったけど」

「あ、いえ、なんでもないんです。ただ、ちょっと考え事を」

「考え事？　なにを？」

「た、大したことではありません。ところで、旦那さま、お時間大だい丈じよう夫ぶですか？」

　言われて時計を見ると、かなり際どいところだった。

「まずい。遅刻しそうだ。もう行くよ」

　オレは急いでスープを飲み干し、パンを咥えると、鞄を持って食卓を離れる。

「いってらっしゃいませ、旦那さま」

　後ろからローブを着せてくれるリルカは、もう、いつも通りに見えたが。

「……行ってきます」

　出て行くこちらに手を振ふる彼かの女じよに、オレはそれでも、違い和わ感かんを覚えた。




「リルカちゃんが最近、そっけない？」

　事務所の昼休み。皆へ朝のことを相談すると、ザックが首を傾かしげる。

「そっけないっていうか、あんまり相手してくれないというか。前ならすぐに反応してくれたことにも、ゆっくりになったというか」

「ああ。そりゃジェイク、なんかお前がしでかしたんだろ」

「なんかって、なんだよ」

「リルカちゃんの気に障ることを言ったとか。怒りを買うような失敗をしたとか」

　えええ。そ、そんなことはないと思うけどなぁ。

「男って大体、そうなのよね。女が不ふ愉ゆ快かいに思うことをやらかしても、てんで自覚がないんだから」

　アイラが訳知り顔で話した。

「おいおい、恋れん愛あい経験豊富みたいなこと言うなよ。男と付き合ったこともない癖に」

　げらげら笑ったザックに近寄ると、アイラが襟首を掴つかんで持ち上げる。

「そ・う・い・う・と・こ・ろ――だっつってんのよー！」

「ぎゃああああああああ！　すみませんっしたー！」

　なにやってんだよ、お前達たちは。

「ったく。それかあれよ。ジェイクの真実に気付いたのよ」

「オレの真実？」

　席に戻ると、アイラは足を組んだ。

「この人、才能はあるけど、だらしないし生活能力ないし、これ以上面めん倒どう見切れないかもしれないわって」

「ええ!?　いやそんな、リルカが!?」

「あのね、リルカちゃんだって神様じゃないわ、人間よ。っていうかジェイクの社会不適応者具合は神様だって匙さじ投げるどころか、ナイフ投げてくるわ」

　そこまで!?　そこまでか!?

「なに言ってるのよ！　お兄ちゃんの奥さんになるならそれくらい、覚悟しなきゃダメよ！」

　突とつ然ぜん、コニーが参戦してきた。

「お兄ちゃん、あたしはお兄ちゃんがどんなにだらしなくても面倒くさがりでもご飯食べるのさえ億おつ劫くうでも基本的にベッドから出たくなくても生きてるか死んでるのか分からなくても、大丈夫だから！　ちゃんとお世話するから、いつだって実家に戻って来ていいのよ!?」

　お、おう。なんか遠回しにバカにされてるような気がしたけど、ひとまずは置いておこう。

「あらあら。本当のところがどうかは分からないけど、ジェイクちゃん、本当に覚えはないのかしらぁ？　自分の知らないところで相手を怒おこらせることってあるわよぉ」

　……う、うーん。そう言われると、不安になってきた。

　なんだろう。なにか原因があるんだろうか。

　…………。…………。

「……ああ!?」

「ど、どうした、ジェイク!?　心当たりがあったのか!?」

　心配そうな顔をしたザックが、

「……思い当たる節があり過ぎてどれが原因か分からない」

　そう言った瞬しゆん間かんに頭を叩いてきた。

「痛い！　なにするんだよ!?」

「お前は本当に反省しろ。本気で反省しろ。死ぬほど反省しろ」

　なんてこった。こんな冷たい顔をしたザックは初めて……。

「ザックに同意。あなたねえ、リルカちゃんが優やさしいことにかまけて、好き放題してきたんじゃないでしょうね？」

　問いつめてくるようなアイラに、オレは焦って首を横に振った。

「そ、そんなことない！　オレはいつもリルカを第一に考えてる！……その、仕事があると、やっぱり、ちょっと、色々、そうじゃないこともあるかもしれないけど……」

「……あなたって人は」

　頭痛がするように額を押おさえるアイラ。

「あのね。いい？　今日帰ったら、お土産の一つでも渡して、謝りなさい。なにに対してでもいいわ。誠意を見せなさい。そうしたら、リルカちゃんだって許してくれるわ」

「そ、そうだな。うん、分かった」

　そうしよう。絶対に。

　オレは自分の顔を叩いて気合を入れ、昼からの仕事を乗り切ることにする。

　幸いなことに今日は残業もなく、定時で真まっ直すぐ帰宅することが出来た。

「この前、実家に帰るって言った時は勘かん違ちがいで済んだけど、今度はそういかないかもな……」

　無理もない。オレみたいな奴やつと結婚したら、そうなったって、誰だれもリルカを責められない。……でも、その前に出来るだけのことはしよう。

　リルカの居ない生活なんて、考えられない。

　いつの間にか、もう、そこまでになっていたのだから。

　オレは途と中ちゆうでリルカが好きなお菓か子しを買って、緊きん張ちようしたまま自宅まで辿たどり着く。

「……これほどうちの扉とびらが恐ろしい物に見えたのは初めてだな」

　単なる木製の扉が、ともすれば冥めい界かいへと誘う堅けん牢ろうな門にも見えた。

　が、進まなければ始まらない。逃にげたってどうにもならない。

　何より、このままリルカの機き嫌げんを損ねさせたままなのは、オレ自身が嫌だった。

　ノブを握にぎって、軋む音をさせながら、扉を開いていく。

「た、ただいまー……」

　てっきり目の前にリルカが居るものだと思っていた。

　が、玄げん関かんには誰もおらず、薄うすい闇やみだけが淀んでいる。

「……あれ？　リルカ？　いないのか？」

　いつもこの時間は家にいるんだけど。どこかに出かけているんだろうか。

「おーい、リルカ。リルカー！」

　家の中に入って、声をかけた。が、反応はない。

　仕方なく廊下を進んで、台所兼居間へと向かった。

　と、そこには、食卓の上で頬ほお杖づえをついたリルカの姿がある。

「……リルカ？　居たのか？」

　だったらどうして返事をしてくれないんだろう、と思って尋ねたが、答えは返ってこなかった。彼女の目はあらぬ方向を見つめていて、こちらのことなんて眼中にもない様子だ。

　……おい。これは、予想以上に不味まずいんじゃないか。

　滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこってるのか。そうなのか。だからこんな感じになってるのか。

　ダメだ。早いところ何とかしないと、もっとひどくなる可能性だってある。

　頭の中に二つの文字が浮かんだ。今回こそ、今度こそ、もしかしたら、本当に――。

　離り・婚こん。

「わ……わあああああああああああ！」

　思わず声を上げてしまうと、リルカの体が座すわったまま跳はね上あがった。

「きゃ、きゃあ!?　……あれ、旦那さま？」

　こちらへと視線を移してくるリルカに、オレは叫ぶ。

「ご、ごめん、リルカ！　反省してます！　オレの行こう為いの何が君の気に障ったのか、分からないこと自体が申し訳ないんだけど、でも、ごめん！　謝れることなら謝るし、取り返しのつくことならなんとかしてみせる！　だから、許して欲ほしい！」

「…………」

「こ、これ、物で釣るとかそういうことじゃなくて、オレの反省の気持ちで！　受け取って欲しい！」

　勢いよく、お菓子を差し出した。……が、受け取ってくれない。それどころか、

「…………」

　重い沈ちん黙もくがあるだけだった。

　あ、あわわわわ。あわわわわわわ。これはいよいよだ。いよいよ過ぎる。本気で怒ってるんだ。怒ってるに違いない。

「……あの。旦那さま」

「ひゃいっ!?」

　動どう揺ようし過ぎて妙みような答え方になってしまった。

「一つだけ宜しいでしょうか」

「ど、どうぞ！　一つでも二つでも百個でも千個でも！　遠えん慮りよなく言ってくれ！」

「いえ、あの、一つだけでいいんですが」

「え!?　あ、そ、そうか！　不満点は一つだけで！　ただ、それがとてつもなく大きいからこうなったと！　そう言うわけで！　なるほど！　なるほどなー！」

「そういうわけではなく、あのですね」

　リルカは極きわめて冷静な声で言った。

「旦那さまは、何を仰ってるんです？」

「……え？　いや、だから、君が怒ってるんじゃないかって」

「何にですか？」

「何にって……我ながら、どれだろうって選ばなくちゃいけないくらいだと思うんだけど」

　あれ。なんか違う？　そういえば落ち着いてからよく見れば、リルカの顔はいつもと同じというか、少なくとも感情が高ぶっている感じではない。

「あの。ひょっとして、旦那さまが何かをして、わたしがそれに対して憤っていると、そう仰っているんですか？」

「うん、まあ、要約するとそういうことなんだけど……」

「そんなことあるわけないじゃないですか」

　即答だった。しかも笑顔で。

「……ないの？」

「ええ、ありません。絶対に」

「でもほら、オレ、女の子と付き合ったり結婚したことないから、思いもよらぬところで失敗をしてたりとか」

「旦那さまは、いつも完かん璧ぺきです」

「いやいや、そんなことはないだろう」

「いえいえ、そんなことあるんですよ」

「な、ないって！」

「あります」

　全然譲ゆずってくれない。というか、なんだろう、この一切の揺らぎが無い感じ。

「……ひとまずそれはいいとして。でも、それならどうして、ぼーっとしてたり、返事をしてくれなかったりしたの？　今日も、いつもみたいに迎えに来てくれなかったし。いや、迎えに来てくれって強制してるわけじゃなくて、来てくれたら嬉しいんだけど、ただ君の負担になるならやめてもらった方がいいかなと思いつつ、それはそれとして日常的な部分が無くなっていることに違和感を覚えたというか」

　あれ。自分で何言ってるか分からなくなってきた。

「……ああ！　ご、ごめんなさい。考え事をしていたもので」

「考え事？」

「はい。少し前から悩んでいるというか、迷っていることがありまして。ついつい、そのことを思ってしまうので、気もそぞろになってしまうんです」

「え、じゃあ、それで最近、ちょっと変な感じだったのか」

「ええ。ご心配おかけしました」

　な、なんだ、そうだったのか。無む茶ちや苦く茶ちやほっとした。

「……旦那さま？　もしかして、また離婚とか、考えてらっしゃいました？」

「うぐっ。あ、あの、それは……」

「考えてらっしゃいましたね？」

「……はい。あの、君がこのところ、ずっと冷たい感じだったから」

「もう。そんなことないって、言ったじゃないですか！」

　リルカが頬ほおを膨ふくらませる。

「そ、それは分かってるんだよ。別に疑ってるわけでもないし。でも自分に自信が持てないというか、それでつい、最悪な方に思考を振ってしまうというか」

「…………」

　再び口をつぐむリルカ。視線を逸そらして、何やら唸っている。

「どうしたの？　というか、悩んでることってなに？」

「……え、ええ。そうですね。こうなったら、わたし、決めました」

　席から立ち上がると、リルカは両手を腰こしに当てた。

「旦那さまに、わたしの気持ち、分かって頂きます！」

「……どういうこと？」

「少しだけ目を瞑っていて下さい」

「え、な、なんで？」

「それは……あの、言えません。とにかく、お願いします！」

　なぜか頬を赤らめているリルカ。さっぱり理解できないが、強い意志みたいなものを感じたので、言われた通りにする。瞼まぶたを下ろすと、視界が黒く染まった。

「わたしが大丈夫ですっていうまで、目を開けないで下さいね。約束ですよ」

「……分かった」

　な、なんだろう。無闇にドキドキする。

　待っていると、ぱたぱたとリルカがどこかへ行く音がした。

　扉を開く音。何かを探さぐる、がさがさという音。

「あれ、どこに行ったんだろう。ここに仕舞ったはずなのに……あ、これかな」

　呟くような声の後、「きゃっ」という小さな悲鳴と共に、

　どがんぐしゃどごんっ！

　表現するならそんな感じの物もの凄すごい音がした。

「リルカ!?　どうした!?」

「な……なんでもありません。まだ目を開けちゃダメですよ！」

「それはいいけど、怪我けがしてない!?」

「ええ、問題ありません。倉庫に居るんですが、物が崩くずれてしまって。……あった、これだ。旦那さまに見つからないよう、奥の方に入れたのが、紛れちゃったのかな」

　オレに見つからないよう？　なにを？

　首を傾げていると、またぱたぱたという音が聞こえた。リルカの気配を近くに感じる。戻もどって来たのだろう。

「い、いいですか、旦那さま。まだですよ。絶対に。ぜーったいに、まだ、目を開けちゃダメですよ」

「……う、うん」

　状じよう況きようを把は握あくできない為ために鼓動が高鳴り続けていた。少しの不安と共に、オレは頷く。

「よーし、いくぞ……いくんだからね……」

　深呼吸をするような音が聞こえてきた。

「いくんだから……絶対にいく……いくよ……！」

　何度も自分を鼓舞しているみたいだ。

「どこに行くの？」

「ひゃっ!?　そ、そういうことじゃないんです！　心の準備が……」

「準備？」

「なんでもありません！……うん。やるしかない！」

　何かを決意するようにして、リルカが言った。そして――。

「え、えいっ！」

　不意に、頬に柔やわらかな感かん触しよくが伝わる。なんだろう。今まで覚えのないような物だ。

　……いや、待てよ。記き憶おくにはあるぞ。でも齟そ齬ごがあるというか。

　正確には、オレがやったことのような――。

「……はい。もう目を開けていいですよ」

　というところで許可が出たので、瞼を上げてみた。目の前にはリルカがいる。

「ん？　どうしたの？　リルカ」

　全身が真っ赤になって、熟した林りん檎ごのようだ。心なしか瞳も潤んでいる。

　後、もう一つさっきと違ちがうところがあった。

　唇くちびるだ。リルカの薄桃色をしたそこが、紅色に染まっている。化粧をしているみたいだ。

「……え、もしかして」

　オレはさっき違和感を覚えた部分を手で押さえた。離はなして見ると、掌てのひらに赤い染料がこびりついている。リルカの唇に塗ぬっているものと、同じような。

「リ、リルカ、まさかさっき、君から……」
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　口づけ、してくれたのか。

「…………。はい」

　頷くリルカ。恥ずかし過ぎてまともにこちらを見られないらしく、目を逸らしていた。

「え、ええええ。えええええええ、いや、ええええええ!?」

　あのリルカが。オレから頬に口づけされるだけであたふたしていたリルカが、自分から!?　一体全体、なにが起こってるっていうんだ!?

　顔が熱くなってきて、オレも口元を手で押さえたまま、俯うつむいた。

「あ、あ、あの。先日、実家からこれが送られてきまして」

　とリルカから差し出されたのは瓶びんで、中には赤い染料が入っていた。

「わたしの故郷では、結婚した女性が相手の男性に対してこの染料を塗った唇で口づけをすると、その夫ふう婦ふは一生幸せになるという……そんな風習が、あるんです」

「……そ、そうなのか」

「それで、あなたも結婚したのだから、そうしてあげなさいと母が手紙で。で、で、でも、わたし、こういうの、したことがなくて。だから、ずっと、どうしようかって思ってて」

「じゃあ、迷ってたのって……？」

　オレの問いかけに、リルカは無言で頷いた。

「で、でも、夫婦になってから、旦那さまは少しずつわたしに歩み寄って下さいました。だから、今度はわたしの番です。わ……わたしの気持ちを、お伝えしたくって」

　不意に視線が動き、オレの方を向く。それを感じ取って、オレも顔を上げた。

　リルカはこちらへ真っ直ぐな眼まな差ざしを送りながら、告げてくる。

「これまでも、これからも、ずっと、ずっと、ずーっと……」

　その小さな体で、一いつ生しよう懸けん命めいに。

「――愛しています、旦那さま」

　呆然とした。どういう反応を返せばいいのか分からなくて。

　でも、段々と、やるべきことが心の底から湧き上がってきた。

　その衝動に押されるみたいに、席を立って。

　オレは――膝ひざをつくと、リルカを強く抱だきしめた。

「……ありがとう」

　体を離して、意を決し、彼女の額に口づけする。

「ひゃっ……!?」

　びっくりしたように体を竦すくませ、自分の額を押さえるリルカ。

「……お返しだよ」

　からかうように言うと、リルカはしばらく慌てていたものの、やがては唇を尖とがらせる。

「……ずるいです。また旦那さまに一歩先を行かれてしまいました」

「じゃあ、追いついて欲しい。いつまででも、待ってるから」

　微笑むオレに、リルカも口元を緩めて答えた。

「はい。わたし、旦那さまの隣となりを歩いていたいですから」

「……オレもだよ」

　そう伝えると、彼女は背を伸のばした。小さな手で、こちらの頭を撫なでてくる。

「今日も一日――良く頑がん張ばりました」

　その仕草は、昨日となんら変わらないように見えて。

　でも――確実に、今までとは違っていて。

　オレとリルカは、また一つ、夫婦になった。

Ｆｉｎ







あとがき







　結婚はある種のゴールでもありますが、同時にスタートでもありまして。

　結ばれた二人だからこそ訪れるイベントなんかも当然あるわけです。

　今回はその辺りを意識して描いてみました。

　好きな人に好きと言われて、照れる女の子は、とても可愛いものですね。

　というわけで、「勤労魔導士が、かわいい嫁と暮らしたら？ ２　「はい、しあわせです！」」をお送りしました。如何いかがだったでしょうか？　楽しんで頂けたのであれば幸いです。

　あとがきが一ページしかないので、手短に。

　この本に関係する全ての方へ、心よりの感謝を申し上げます。

　それではまた、お会いしましょう。





四月　空そら埜の一かず樹き　ＢＧＭ『空に歌えば』

ブログ　『空ノページ』　http://sorano009.hatenablog.com/
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